
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







プロローグ

第一話　【アナザーワールド・アナザーガール】

第二話　【わたしオルタナティブ】

第三話　【透明少女】

第四話　【紫電】

第五話　【あの子のエピゴーネン】

第六話　【わなわな】

第七話　【近い呪い、遠い運命】

エピローグ




電子書籍特典　書き下ろし短編『声優と電子化』
















　　口絵・本文イラスト●いちかわはる
















『──プロダクションモモンガ、香か家げ佐さ紫し苑おんです』

　アフレコスタジオのコントロールルーム。

　据え付けられたモニタースピーカーから、彼女の声が響いた。

『葉は月づき乃の々の役をやらせていただきます。よろしくお願いします』

　凜りんとして華やかなトーン。

　そこにかすかに混じった、ハスキーなニュアンス。

　その声にはすでに、ずっと聴いていたくなる清涼な魅力があって、

「ま～この子かな～実力的に」

　参加者一覧を眺めていた監督は、唸うなるような声でそう言った。

「キャラも自信家だし。ハマる気がするんだよな～」

　午前から続いている、深夜アニメのメインキャラオーディション。

　現在ブースにいるのは人気の若手女性声優──香家佐紫苑だ。

　高校生と声優という二足のわらじを履きながらも、毎クールアニメのメインキャストを務めている実力派。

　可か憐れんなルックスや自信に満みち溢あふれた態度もあって、同世代では人気も抜きんでている。

「香家佐さんにやってもらえたら、原作ファンも文句なしでしょうね」

　プロデューサーも、ブースを覗のぞきながら監督に同調した。

「当たり役になって、作品と一緒に跳ねてくれるといいんだけど」

「そうなるよう頑張りま～す」

「頼みますよ、原作超人気なんで」

　今回アニメになるのは、青年誌で連載中のラブコメ漫画『スパチャしないで武ぶ威い沼ぬまくん』だ。

　ＶＴｕｂｅｒとして活動する女の子が、クラスの男子に恋をする。

　けれど彼は、自分が「中の人」を務めるＶＴｕｂｅｒの熱烈なファンで……というひねくれた三角関係もので、現在三巻までが発売中。累計発行部数は四十万部を超えている。

　ファンの間では「次の看板になるのでは!?」と騒がれている今旬の作品で、当然アニメ化にも期待がかかっていた。

　そのメインヒロイン──強気だけどかわいげもある女の子。

　それが今回紫苑の受ける『葉月乃々』だ。

　強キャラを演じることの多い彼女にとって、十お八は番ことも言える役柄でもある。

「よし、じゃあいってみようか」

　ミキサー卓前に腰掛けた音響監督が、トークバックでブース内の紫苑に言う。

「ひとまず台本、頭からつらっとお願いします」

『わかりました』

　紫し苑おんがそう返して、コントロールルームの空気もピンと張り詰める。

　メインヒロイン。その最有力候補。作品の出来を大きく左右する局面だ。

　──どんな風に演じてくれるんだろう。

　立ち会う面々の中で、期待がグッと募る。

　手元の台本、冒頭にあるのは彼女が勢いよく主人公に詰め寄るセリフだ。

　キャラの魅力が最も詰まった、役者との相性の問われる場面と言えるだろう。

　つまり、紫苑の発する第一声。

　彼女が声を出したその瞬間に、結果が決まる可能性がある。

　全員が息を呑のみ、耳に全神経を集中させた。

　そして、数瞬の無音があってから。

　紫苑が『すう……』と息を吸い込み──、




『──ど……どっちが、す、好きなの……』




　──消え入りそうな声だった。




『目の前にいるわたしと……ぶ、ＶＴｕｂｅｒとしての……わた、わたし……』




　──かすれて震えて、たどたどしい声だった。




　──は？

　その場の全員が呆ほうけた。

　今のは……なんだ？　なんでそんな、弱気な芝居を……？

　乃の々のは強気なキャラのはず。シーンのテンションだってもっとずっと高い。

　そのことを、紫苑が理解していないはずがない。なのに……どうして？

『ス、スパチャなんて……しないで。わたしは、たっ、ただ……』

　周囲の困惑も知らず、演技を続ける紫苑。

　その発声が根本的におかしいことに、立ち会う面々も気付き始める。

　甘い滑舌。

　めちゃくちゃなイントネーション。

　感情のこもっていない声。

　素人レベルだった。中学の演劇部の方がマシと思えるような芝居だった。

　──普段の紫苑は、オーディションでもフルスロットルだった。

　自分の考えてきたキャラの解釈、芝居を真正面からぶつける。

　そこに忖そん度たくや遠慮なんて全くない。わたしの芝居を必要とするなら使ってほしい。

　そうでないなら、どうぞ落としてください。

　そんな潔さを感じる芝居を、彼女はオーディションの場でも繰り返してきた。

　なのに──、

『ク、クラシュメイトとしての、わたしに──』

　ブースの中の紫し苑おんは、明らかにガチガチ。

　手はブルブル震えていて、その表情は今にも卒倒しそうに見えて──、

「──ちょちょちょ、ちょっと待った！」

　なおも続けようとする彼女を、音響監督がトークバックで制した。

　ビクリと身を震わせ、紫苑はコントロールルームを向く。

　音響監督は頭をかき、背もたれに体重を預けると、




「……一体どうした？」




　紫苑にそう尋ねたのだった。




「紫苑……何があった？」





　　　＊






　これは、とある普通の女の子が、『お芝居』という運命に出会う物語──。














　──正直、なんてことのない動画だった。

　人気だというＹｏｕＴｕｂｅｒが作った短い歌。

　それを今、友達と歌ってＳＮＳにアップロードするのが流は行やっていて。わたしのクラスでもハイカースト気味の男女が昼休みに動画を撮影、サイトに上げた。

『──出会ってくれて、サンキューです！』

『──今までほんとに、ハッピーデイズ！』

『──俺らは絶対永久フレンズ！』

　そんなセリフを、リズムに乗せて口にしているだけ。

　仲間内で楽しむだけの、なんてことのない動画だ。

　アップしたクラスメイトたちも、ただその瞬間楽しければそれでよかったんだろう。

　なのに……、

「……ウソでしょ」

　わたしのスマホで再生される、その動画。

　表示されている再生数は──十一万回。

　──話題になっていた。

　ＳＮＳ上でその動画が、ちょっとバズってしまっていた。

　もちろん、それだけなら問題ないんだ。

　わたしと関係ないところで、わたしと関係ない出来事が起きただけ。

　けれど問題は、再生されまくっているその理由で、




『──え。次の授業、技術室!?』

『やば、準備しないと……』




　──わたしの声。

　動画に見切れていたわたしが友達に尋ねる声が、バズのきっかけだったのだ。

　──香か家げ佐さ紫し苑おん。そんな名前の声優さんの声に似ていたらしい。

　もう本当に、本人かと思われるほどそっくりだったらしい。

　それに気付いた視聴者が大騒ぎして、動画はＳＮＳで拡散されまくり。今も再生数が絶賛爆伸び中。コメント欄も、その話題で大盛り上がりしている。




『もうこれ紫苑ちゃん本人じゃん！』

『レオル役やってたときの感じが一番近いな』

『音だけ聴くとマジで区別つかないですね』

『よく見ると、この子顔もちょっと似てね？』




「なんで、こんな大騒ぎに……」

　わけのわからない展開に、わたしは頭を抱える。

「こんな、何万再生も……」

「ああもう、マジですまん！」

　動画を上げたパーマ髪の男子が、そう言って手を合わせている。

「そんなつもりはなかったんだけど。めちゃくちゃバズっちゃって……」

「山やま田ださん映ってるの気付かなかったの」「ほんとごめん……」

　マジ謝りだった。

　男子二人と女子二人が、本気ですまなそうに頭を下げていた。

　そんな顔をされると、わたしもそれ以上責める気にもなれず、

「いやまあ、仕方ないんだけど……」

　そんな風にもごもご返すことしかできない。

「起きちゃったことは、起きちゃったことだし……」

　彼らも彼らで、悪いヤツらじゃないんだと思う。

　バズった直後には教師に相談し、すぐに動画を消してくれていた。今だって、周囲の目も気にせず昼休みに本気で謝ってくれている。割と誠意ある対応だと思う。

　ただ……そんなことしても動画は何人かがミラーを上げて今も拡散中。わたしが見ているのもそのうちの一つだし、しばらくネットのおもちゃになるのは確定だろう。

　……マジかあ。

　マジでわたし、こんな形で沢山の人に見られるのか……。

　せめて、自分の好きな感じの映像ならまだマシだったんだけど。この動画かあ……。

「はあ……」

　わたしとは合わないそのノリに、ため息も漏れてしまう。

　とはいえ、不幸中の幸いと言えるところもあって、

「……まあでも、炎上してるわけじゃないみたいだしね」

　言って、わたしは無理に笑ってみせた。

「別に、悪い話題で盛り上がってるわけじゃないし。そのうち忘れられるでしょ……」

　バズってはいるけど、燃えているわけじゃない。ネット民も怒ってるとかバカにしてるとかじゃなく、わたしの声質を面白がってるだけなのだ。

　むしろ、

『なんか技術室ちゃんの声癖になってきた』

『普通に良いい声だよな』

『わたしもこんな声に生まれたかったです！』

　──技術室ちゃん。

　そんな呼び名を付けられ、愛着を持たれているっぽいのだ。

　だから多分……これをきっかけに人生に悪影響があったりもしないだろう。

　就職なんかのときに困ったりとか脅されたりとか、そういうことはないはず。

　それに教師や親が動画サイトに削除依頼を出してくれるそうだから、そのうちこのバズも落ち着くと思う。そうであってほしい。

「とはいえ、ほんとごめんね……」

「なんか困ったことがあったら、すぐに言って！」

「それじゃまた……」

「うん、じゃあね」

　彼らが去り、わたしはふっと唇の隙間から息を吐いた。

　頬ほお杖づえをつき、開かれたままの窓から春の空を眺める。

　水彩画みたいな薄い水色。のんきに流れていく薄情な雲。

　頭に浮かぶのは……これまで味わってきた苦い思い出たちだ。

　振り返ってみれば、わたしの人生なんだかうまくいかないことばっかりだった。良いいことなんて、嫌なことの間にときどき挟まっているくらい。そんな毎日に慣れてもいる。

　だからきっと……今回もそれと同じなんだろう。

　いつもの通り、ちょっと嫌な目に遭っただけ。

　因果も条理もない、ただ事故に巻き込まれたようなものだ。

　だからこの事件も早く過去のことになって、忘れられればいいなと思う。





　　　＊






「──へえ、こんな子なんだ……」

　その日の帰り道。学校を出てすぐの交差点で。

　赤信号に足を止め、わたしはスマホを眺めていた。

　表示されているのは例の声優、香か家げ佐さ紫し苑おんさんの画像だ。

　ここまでバズったわけだし、気になって検索してみたのだ。

「すごく……綺き麗れいな子」

　思わず、ほうと息をついてしまった。

　カラーの入ったショートヘアーに自信に満みち溢あふれた顔。

　顔立ちは有名人だけあってとても整っている。大きくて印象的な目にすっと通った鼻筋。唇は薄く、なんだか楽しげな曲線を描いていた。

　年齢はわたしと同じ十七歳。身長も大体同じらしい。

　ただ……身に纏まとっているオーラが桁違いだ。しなやかな佇たたずまいから艶のある表情から服の着こなしから、「特別な女の子」感がビシバシ感じられる。

　わたしも、ときどき深夜アニメを見ることがあった。

　好きな作品もあるし、映画化されたものを見に行ったこともある。

　ただ、声優さんという存在を深掘りして調べることはなかったし、はっきりと注目したこともなかった。こんな子がいることや、今一番人気と言ってもいい声優さんであることは、全く知らなかった……。

　……こんなにも色鮮やかで、お芝居までできちゃう子がいるんだ。

　もう、別世界の存在としか思えない。

　こんな風にとぼとぼ帰るわたしと、香か家げ佐さ紫し苑おんさん。声がどんなに似ていても、全く別の世界を生きる別種の生き物であるようにしか思えなかった。

「わたし、何にもないしなあ……」

　つぶやいて、ぼけっと空を見上げる。

「ほんとに、何にも……」

　──かつて、わたしは『文化』が好きだった。

　映画、音楽、小説、漫画、アニメ。物心ついた頃からそういうものが好きで、お小遣いを全て費やしてそれらを楽しんできた。

　そして、そういうのが好きな人間にありがちなこととして……自分でも作ってみたくなった。表現者になりたいと思ってしまった。中学に入ってすぐのことだった。

　さっそく、色々試してみた。

　漫画を描いたし小説も書いたし、短い動画を作ったりもした。

　自分でも、割と良いいものができた自信があったんだ。

　もちろんプロには遠く及ばないけれど、中学生としては上出来じゃない？　そう思えるものが作れていたと思う。

　その集大成が、三年生だったときに友達と組んだバンドだ。

　途中から入った軽音楽クラブ。他のバンドが人気曲のコピーをする中、わたしたちは全曲オリジナル曲で臨んだのだ。

　今でも思う、悪くないステージだった。

　演奏はしっかりしていたし、曲だってなかなかの仕上がりだ。

　けれど文化祭当日。客席が一番盛り上がったのは、同じ軽音楽クラブの、人気者男子が組んだバンド。全員モテて、実際顔もかっこよくて、かわいい彼女のいる男子たちが演奏した流行の曲のコピーだった。

　彼らは決して演奏が上う手まかったわけではない。歌も楽器もギリギリ聴ける、っていうレベルだ。それでも、体育館のフロアは大いに盛り上がり歓声が上がった。

　文化祭が終わったあとも、しばらくは彼らの演奏の話題がそこかしこで聞こえた。

「あれかっこよかったよなー」

「わたし泣いたもん」

「高校でもやってほしいよな」

　──誰も、わたしたちの演奏なんて覚えていなかった。

　そのとき──ああ、と、理解できた感覚があった。

　わたしってそうなんだ。世の中って、そうなんだ。

　わたしは、ただの地味な一女子でしかない。

　今も音楽や映画や漫画を好きな気持ちには自信があるけど、そんなものは武器にならない。華もなければ魅力も足りない、表舞台で輝けない脇役なんだ、わたしは。

　世の中のことだって、勘違いしていた。

　みんな「良いいもの」が好きなんだと思っていた。目立たなくても、良いものを作れば誰かが評価してくれるんだと無根拠に信じていた。

　そんなこともなかったみたいだ。

　多くの人にとっては、人気者レースなんじゃないか、と今は思う。

　人気があるところに人は集まって、そこで披露されるものをこそ「良いもの」だと思う。全てが全てそうではないかもしれないけど、少なくともそういう傾向はあるんじゃないか。

　そして──わたし自身、自分の興味の薄いこと、例えば、服装やメイクやお笑い芸人や食べ物の好みは、人気者レースの観客でしかなかった。流は行やっているものに乗っかるだけで、こだわりを持って選ぶなんてことをしてこなかった。

　それに気付いたとき、すとんと納得した。

　──わたしの文化に対する憧れは、成就しない。

　どんなに映画に憧れても、音楽に涙しても、物語に心震わせても……それを作って生きていきたいという気持ちは叶かなわないんだ。

　世の中が、それを求めていないから。

　わたしに、それを覆すほどの魅力もないから。

　──中学三年の冬。

　帰り道を歩きながら、わたしは一人そんなことを思った。

　以来──どこか諦めたような気持ちで、わたしは毎日を地味に過ごしている。

　そして今、高校三年生の春。夢中なもののないわたしは、進路のことさえろくに考えられていないのだった──。





　　　＊
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「……ん？」

　目の前にその車が停とまったのは、学校から少し歩いたところ。

　交通量の多い大通りから、一本路地に入ったタイミングでのことだった。

　ホワイトパールのワンボックスカー。

　どうしたんだろう、こんな何もない道端で。危ないからちょっと離れて歩こう……。

　なんて思っていると、運転席から慌ただしく女性が降りてくる。

　年の頃は二十代半ば？　あっさりした顔立ちの、ジャケットを着た女性だった。

　そしてあろうことか、彼女はわたしの目の前に駆け寄ってくると──、

「──技術室ちゃん、ですか!?」

「……え!?」

「あなた、今ネットで話題の、技術室ちゃんじゃないですか!?」

　──絶句した。

　予想外すぎる展開に、完全に言葉を失ってしまう。

　え、これ何？　どういうこと!?

　どうしてその名前で、わたしを呼ぶの……!?

「……」

　怖い。この状況、すごく怖い！

　大声でも出そうか。

　夕暮れ時の路地には、他にも通行人の姿がちらほら見て取れる。

　彼らに助けを求めた方がいいんじゃ？　悲鳴とか上げた方がいいんじゃないの!?

「……ああ、突然すみません！」

　わたしが怯おびえているのに気付いたのか、目の前の女性はジャケットの内ポケットに手を入れる。そして、カードケースのようなものを取り出し中から一枚紙を抜き出すと、

「わたし、こういうもので……！」




　株式会社　プロダクションモモンガ

　マネジメント課　主任　斎さい藤とう　円まどか




　──名刺だった。

　会社名や所属が記されている小さなカード。

　生まれて初めて受け取ったけど……これはいわゆる名刺だろう。

　ただ、聞いたことのない会社だ。プロダクションモモンガ……。

「ご挨拶遅れてすみません。わたし、声優事務所でマネージャーをしていまして……斎藤円と申します」

「せ、声優事務所。斎藤さん……」

「それで……そうだ！　ここからは、直接本人と！」

　思い付いた顔になると、その女性は──斎藤さんは、ドアが開いたままの運転席からタブレットＰＣを引っ張り出す。

　そして、何やら手早くそれをいじり、

「──紫し苑おん!?　見つけた、技術室ちゃん！」

　画面に向かって、そんな風に呼びかけた。

「あとは、紫苑が直接本人と話して！　その方が早い！」

　誰かと通話でもしてるのかな？　でも「シオン」？

　例のあの子と同じ名前……なんて思っていると、彼女がタブレット差し出してくる。

「すみません。少しだけ、この子と話をしてもらえると」

「は、はあ……」

　うなずいて、おずおずとそれを受け取った。

　そして、わけもわからないままディスプレイに目をやると、




『──やっほー』




　彼女が映っていた。

『おーほんとだ、技術室ちゃんだ！　わー、実物かわいいー！』

　わたしの顔を見て、うれしそうにそう言う女の子。

　色の入ったショートヘアーに整った顔。

　画面越し、バストアップに切り取られてもはっきり感じられるオーラ。

　──香か家げ佐さ紫し苑おん。

　ついさっきまで、スマホで眺めていた彼女がそこに映っていた。

『ごめんねー急に』

　彼女はそう言って、申し訳なさそうな表情を作ってみせる。

『ちょっとトラブルがあってさー、どうしてもお願いしたいことがあって』

「……え、こ、これなんですか？」

　タブレットから顔を上げ、わたしは斎さい藤とうさんに尋ねる。

「動画ですか？　でも、なんでこんな……」

『いやいや、動画じゃないから』

　ディスプレイの中の香家佐さんが笑う。

『通話だよこれ。あなたと話してるの』

「え、ええ!?」

　タブレットを取り落としそうになった。

「通話？　えっと……あなたは、香家佐紫苑さん……ですよね？」

『うん、そうだよ』

「その、本物ですか？」

『本物だよー。信じられないなら、ここでなんかキャラの声やってみようか？　あ、ダメだ、今空港だし、やったらめんどうなことになるね』

　空港……。

　確かに言われてみれば、香家佐さんの後ろには発着ロビーらしき背景が映っている。

『でもほら……これ！　高校の学生証！　名前のとこ、野の島じま紫苑って書いてあるでしょ。わたしの本名ね。ウィキペディアにも載ってるから、あとで見ておいて』

「は、はあ……」

　なるほど。本人らしい。

　めちゃくちゃな流れだけど、今通話してる相手は香家佐紫苑さん本人らしい……。

「……って、なんで!?」

　もう一度大声が出た。

「どうして、わたしが香家佐さんと通話を!?」

『あー、それなんだけど……ていうかその前に、あなた本名は？　なんて呼べばいいかな。技術室ちゃんじゃあれでしょ？』

「あ、ああ……山やま田だです」

　うっかり、言われるがままに本名を教えてしまった。

「山田良ら菜なと言います……」

『おっけー良菜ね。これからはそう呼ぶよ。で、今良菜バズってるでしょ？』

「そう、ですね」

『その動画、わたしたちも見てさー。マジで声似てるからビビっちゃって。コメントにもあったけど顔の作りまで似てるし、すごーい！って』

　いや、さすがに顔は似てないと思うけど。華やかさが段違いすぎる。

『それでちょっと、話したいことがあってねー』

「はい……」

　おずおずとうなずきながら──そこでわたしは気が付いた。

　……これ、怒られるんじゃ？

　あんな風にバズっちゃったことを、キレられるんじゃない!?

『わたしにそっくりとか、舐なめてんの？』とか。

『わたしの経歴に傷がついたらどうするの？』とか。

　そうだ、そうに違いない！

　その上で、名誉毀損とか損害賠償とか……法的対応の話になるんだ！

「そ、その！　わ、わたしそんなにお金とか持ってなくて！」

　わたしは慌てて香か家げ佐ささんに主張する。

「ご迷惑をおかけしたのはすみません。でも、貯金もちょっとしかなくて！　だから、賠償みたいな話になっても、すぐにお支払いは……」

『え、何？　何の話？』

「いえ、ですから今回の動画で、ご迷惑をおかけした件のお詫わびについて……」

『ああいやいや、そういうので声をかけたわけじゃないって』

　ディスプレイの向こうで、香家佐さんはあははと笑っている。

『さっきも言ったけど、わたし今北ほつ海かい道どうの空港にいて。飛行機止まっちゃったんだ』

「は、はあ」

『斎さい藤とうさんも一緒に来る予定だったんだけど、急用が入ったからわたし一人でさー。完全に身動き取れないのね。だから、良菜にどうしてもお願いしたいことがあって』

「お願い？」

『うん。世界中で、良菜にしかお願いできないこと』

　真剣な顔で、そう言う香家佐さん。

　そして──彼女はわたしに。

　何もない地味なわたしに、とんでもない話を持ちかけたのです──。





　　　＊






「──お疲れ様です。すみません、今日紫し苑おんが、トラブルで間に合いそうになくて」

　斎さい藤とうさんが他の方に挨拶するのを、呆ぼう然ぜんと聴いていた。

「そうなんです、北ほつ海かい道どうのイベントで。向こう悪天候らしくて」

　並んだ四本のマイク。

　壁沿いに配置されたソファ。

　正面にしつらえられた、薄型のディスプレイ三台。

　そして──そこにいる、沢山の声優さんたち。




　──アフレコスタジオ。




　アニメの声を収録するその空間に、わたしは放り込まれていた。

　現実味がなかった。

　自分が置かれている状況を、リアルに感じることができない。

　わたし……何やってんだろ。

　こんなすごい場所で、すごい人に囲まれて……。

　……夢なんじゃない？

　もしかしてこれ、うたた寝してるわたしが見てる夢なんじゃ……？

　けれど、

「──なので、代役を立てることになりまして──」

「──っ！」

　聞こえた斎藤さんの言葉。

　その中に含まれる『単語』に、わたしは一気に現実に引き戻される。

　──代役。

　そう。人気声優、香か家げ佐さ紫苑の代役。

　そんなあまりにも重たい役目を背負って、わたしはこの場に参加しているのだった──。





　　　＊






『──今日、どうしても外せない収録があるの』

　それまでの歌うような口調を一変させ。

　真剣な口調で、香か家げ佐ささんはタブレット越しに説明してくれた。

『今放送中の深夜アニメの十話目。わたしもメインキャラで参加してるんだけど、スケジュールがめちゃくちゃ押しててね。今日全部録とりきっちゃって、そのままダビングしないと放送に間に合わない。別録りしてる暇もなくて』

「な、なるほど……」

　細かいことはわからないけれど、本当に切羽詰まってることだけはわかった。

　今日中に、声優さんの録音を終えないと放送に遅れてしまう。

　それは確かに、素人のわたしから見てもなかなかのピンチだ。

『本当久しぶりだよ、ここまでギリギリなのは。なのにわたし、ここで足止め喰くらってて。このままじゃ、いつ東とう京きように戻れるかわからないの。だから……どうしても、他の人に代役を頼まないといけない状況で』

　言って、香家佐さんは唇をきゅっと噛かむ。

　その表情に──彼女が悔しがっているのを、一目で理解した。

　これまで九話分参加してきた、きっと思い入れもあるアニメなんだろう。

　その収録に参加できないのは、不本意だし残念に違いない。

　余裕のありそうに見える彼女のそんな顔色に……ああ、プロなんだな、なんて。こだわりがあるんだななんて、そんな場違いな感心を覚えてしまった。

　──ただ、

『だから……良ら菜なにお願いしたいなって』

「……んん!?」

　彼女が続けたその言葉に──一発で理解が途切れる。

　聞き間違いかも、と思うけれど。香家佐さんはもう一度口を開いて、

『わたしと声がそっくりな、良菜に代役を頼めないかと思って』

「無理ですよ！」

　さっき以上の大声が出た。

「声が似てるだけでそんな……冗談で言ってるんですよね!?」

『本気だよ。だから斎さい藤とうさんに、技術室ちゃんの学校を探してもらったんだし』

「本当に大変でしたよ……」

　ぐったりと車に背を預け、斎藤さんは言う。

「動画の背景に窓が映ってるから、そこから学校を特定して。それらしき生徒が下校するまで、正門前で待機して……」

「そこまでしたんですか……」

『だからお願い！』

　言って、香家佐さんは手を合わせてみせる。

『あなたに頼むのが一番なの。どうかわたしの、代役になってください！』

「え、ええ……」

「……わたしからも、お願いします」

　斎さい藤とうさんも、わたしに深々と頭を下げる。

「マネージャーとしても、非常に申し訳ない限りです。できることなら、無関係の方にこんな負担をかけたくはありませんでした。ただ、他に頼れる人がいないんです。どうか、お願いします……」

「で、でも！　そもそもの話！」

　それでも──わたしは必死で食い下がる。

「わたし、お芝居なんてしたことないですもん！　なのにプロの中でアフレコをやりきるなんて、到底無理ですよ！」

　少しだけ、動画を撮った経験があるからよくわかる。

　お芝居は──本当に難しい。素人が気軽にやって、形になるようなものじゃない。

　プロになれる役者は、全体のほんの一握りだと聞いたこともある。努力と才能と運が奇跡的に噛かみ合あって、初めてそれを仕事にできるのだと。

　ならわたしみたいな凡人が、そこに交ざれるはずがない。

　しかもそれが、香か家げ佐ささんみたいな人気声優の代役ならなおさら。

『ああ、それは大丈夫』

　ディスプレイの向こうで、けれど励ますような声で香家佐さんが言う。

『今日収録の話数は、わたしのキャラの出番がほとんどないの。お話の最後の最後に、一回咳せき払ばらいするだけ』

「咳払い……」

『もちろんやり方とか注意点とかはあるけど、普通のお芝居よりは負担が軽いと思う』

「だ、だったら、その場にいる他の方にお願いすれば……」

『それはダメ』

　はっきりと、香家佐さんは断言する。

『そうするのも考えたけど、わたしの声、咳払いでも特徴が出るから。他の人がやったら絶対に気付かれる。しかもその違和感は、セリフが少ない分特に目立つんだよ。良ら菜な以外の人に頼めない』

「そう、ですか……」

『だから──ねえ』

　真剣な目で、香家佐紫し苑おんさんがわたしを見る。

　強い意志のこもった瞳。スピーカー越しにもまっすぐわたしに届く声。

『この世であなたしかいないの、良菜。お願いします』

　──それでも、断るべきだったんだと思う。

　咳せき払ばらい一つだろうと、そこで必要とされるのはプロの仕事だ。

　わたしなんかが、安易に引き受けていいことじゃない。

　周囲に迷惑をかけてがっかりさせて、頼むんじゃなかったと思われるだけだ。

　あるいは……中学のときみたいに『無』なのかもしれない。まだ世の中や自分に期待をしていたあの頃みたいに、『何も起きない』のかもしれない。

　さらっと咳払いだけ録とって終了。以降、誰もそのことを思い出さない。

　そしてわたしは、自分に何もないのを改めて痛感してしまう──。

　……うん。やっぱり止やめるべきだ。どう考えたって、首を縦に振るべきじゃない。

　なのに──、

「……わかり、ました」

　──無重力みたいな沈黙のあと。

　気付けば──わたしはそう答えてしまっていた。

「やって、みます。やれるだけ、頑張ってみます……」

　まだ、少しだけ期待していたのかもしれない。

　わたしにも、何かできる機会が訪れるのを。

　こんな風に誰かに頼られて、少しだけ『地味』からはみ出せるのを。

『ありがとう！』

　声に熱をこめて、香か家げ佐ささんが言う。

『そう言ってもらえてうれしいよ。もちろん、報酬とかはちゃんと出すからね。じゃあ斎さい藤とうさん、あとは色々お願い。わたしも、なんとかそっちに戻れないか引き続き試してみるから』

「わかりました。くれぐれも気を付けて」

『了解！　じゃああとで』

　それだけ言い合って──通話は切れた。

　そして、斎藤さんはこちらに向き直り、深く息を吐くと、

「……本当にすみません、ありがとうございます」

　そう言って、もう一度頭を下げた。

「では、さっそくですがスタジオに向かいましょう！　台本は、このタブレットに入っているので車の中で目を通しておいてください。色々なレクチャーは、スタジオについてからにしましょう」

「わ、わかりました……」

　ぎくしゃくとうなずくと、わたしは斎藤さんの言う通り。そのワンボックスカーにおずおずと乗り込んだのだった。





　　　＊






「──へえ……若い頃の師範、強かったんですねえ」

「──しかも、結構イケメンじゃない？」

「──何を言っておる、今でも男前だろう？」




　──テスト、と呼ばれるリハーサルのような過程を経て。

　さっそく、スタジオ内では収録が始まっていた。

　声優の皆さんが、入れ替わり立ち替わりマイクの前でお芝居をしていく。脚本の上では文字列でしかなかった物語が、鮮やかな色を帯びて展開されていく。

　──今回アフレコをしているのは『ゆるけんどー』という作品だ。

　剣道部を舞台とした日常アニメで、主な登場人物は剣道部に所属する女の子五人と、彼女たちを指導するおじいちゃん先生、通称『師範』。

　香か家げ佐ささんが担当しているのは、メインの女子五人の中でも、自信家キャラの面めん堂どう要かなめちゃんだ。

　タイトルの通り、剣道が題材ではあるけれど空気は緩い。

　彼女たちの部活動を基点とした日常のやりとりと、時折挟まれる練習、試合のシーンで構成されているみたいだ。

　さらに今回の話は、最終回に向けた盛り上がりの前。フックになる、日常度の高い回らしい。メインのうち二人が師範の家を訪れ、彼の若い頃の映像を見るという筋立てだ。

　話に聞いていた通り、面堂要ちゃんは最後の最後で咳せき払ばらいをするだけのようだ。

　車の中で、その流れを確認できたときには心底ほっとした。

　確かにこれなら、なんとかなるかも。わたしにもやりきれるかも……。

　作品が緩い空気なのにも救いを感じていた。シリアスな作品だったら、さすがに厳しかったと思う。その場の気配に圧倒されて、酸欠にでもなっちゃっていたかもしれない。

　代役をやるのがこの作品でよかった……そういう風に思っていた。

　けれど──、




「──わあ、もう決勝まで来ちゃった」

「──でも、このあと当たるのが……」

「──そう。ヤツじゃ」




　──実際に、こうして臨んだ現場。

　そのすさまじい緊張感に──わたしは呼吸するのさえはばかられていた。

　細かく調整され、感情をつぶさに表現する声色。

　セリフによって上下して、流れに緩急を付けるトーン。

　それらの相互作用で発生する、キャラたちの存在感。

　皮膚感でわかるのだ。

　その自然なやりとりに、楽しい会話に、どれだけの技術が組み込まれているのか。

　それに、わたしたちの前に据え付けられたディスプレイ。そこには本来、アニメの映像が映し出されているはずなんだろう。

　けれど……今日はそんなものはなく。

　代わりに映っているのは丸や簡単な線で表現された人の立ち位置。それから、発言のタイミングで入る吹き出しのようなものだけだった。完成品の映像がどんなものになるのか、全く想像がつかない。

　なのに、




「──これが……竹たけ筒づつ監督」

「──師範の生涯のライバル……」

「──ああ。そして来週お前らがぶつかる正せい道どう高校、剣道部の師範じゃ」




　──活いき活いきと演じていた。

　皆さんがお芝居をするだけで、キャラの表情や動きが見えてくる気がした。

　……異世界に来たみたいだ。

　彼らが使っているのは魔術の一種で、わたしの知らない原理で作用している。

　そう考える方が納得できてしまいそうなほどに──その技術は、人間離れして見えた。

　感銘を受けるうち、収録はあっという間に先へ進んでいく。

　時折音響監督からの指示を受けながら、ぐんぐん物語が展開していく。

　声優さんたちの柔軟さにも驚いた。

　指示が入ればパッとお芝居を変えるし、誰かがニュアンスを調整すればすぐにそれにも反応する。

　気付けば……夢中だった。

　わたしは夢中で、収録の進行を見守っていた。

　そうこうするうちに、ストーリーも終盤だ。

　芝居の雰囲気からも、区切りが近い気配がしてくる。

　つまり……わたしの出番がすぐそこだ。

「……」

　タブレットを持つ手に汗が滲にじむ。

　テストの段階で、音響監督や他の声優さんに声の吹き込み方はざっくり教わっていた。

　自分の出番の少し前。シーンが切り替わる辺りでソファから立ち、足音を立てずに移動。向かって右、四番マイクの前に立ちディスプレイを注視。

　要かなめちゃんのセリフの合図があったら──咳せき払ばらいをする。

　それだけ……と言えばそれだけだ。

　何度も何度もセリフを入れている他の方に比べれば、簡単にもほどがある。

　それでもこの空間にいれば。トッププロたちが惜しげもなく技術を閃ひらめかせるここにいれば、一ミリ身体からだを動かすのにもすさまじい緊張感を覚えてしまう。

　そして、場面の切り替わり。

「……！」

　この話の、ラストシーンが始まった。

　──わたしの出番だ。

　ごくりと息を呑のむと、ソファを立ちそろそろとマイクへ向かう。

　足音を立てないよう、ゆっくりと忍び足で。

　ちなみに、今日の靴はローファーだった。制服を着るときいつも履いている、学校指定の一足。ただ、どうにも足音がうるさくて、収録の開始前に脱がせてもらった。だから今、履いているのは靴下一枚だけ。

　四番マイクを使っていた声優さんが、自分のセリフを終え横にはけてくれた。

　わたしの番だ。

　そしてわたしはマイクの前に立ち、ディスプレイを凝視。

　酷ひどく心臓が高鳴る中。

　全身に、緊張がしびれのように走る中。

　画面に四角く囲まれた『要』の名が表示されて──。

　──今だ！




「──んっ！　んっんっんーん!!」




　大音量だった。

　自分でも思った以上の大音量で、咳払いをしてしまった──。

　やばい！　変だった！　明らかにおかしかった！

　全身にぶわっと汗が噴き出す。焦りで体温が一気に上がる。

　要が咳払いをしたのは、他のキャラたちに自然に自分の存在を知らせるため。

　なのに、こんなわざとらしいのはあまりにちぐはぐだ……！

　しばらく間を空けて、ディスプレイの中で映像が止まる。

　スピーカーから、音響監督の声がする。

『──はーい。ありがとうございます』

　他の声優さんたちも張り詰めていた気配を緩め、ブース内に柔らかい空気が戻ってきた。

『大体良かったですね。細かい部分あるんで、このあと一つずつ拾っていきましょう。……で、山やま田ださん。最後の咳せき払ばらいだけど』

「はい！」

　優しげな声で呼ばれて、反射的に大きな声で返した。

　そんなわたしに、音響監督はガラス越しに笑ってみせると、

『……ちょっとそこだけ、別で録とろっか』

　慰めるように、そんなことを言ってくれたのでした──。





　　　＊






「──ただいまー」

　香か家げ佐さ紫し苑おんさんが事務所に帰ってきたのは、午後十時少し前。

　収録が終わり夜も更けた頃のことだった。

　斎さい藤とうさんに連れてきてもらった事務所の会議室。そこで彼女から再度の謝罪と報酬の話をされ、一息ついていたわたしは──突然の華やかな声に、ビクリと身を震わせた。

　振り返ると……眩まばゆい女の子がいる。

　好奇心旺盛そうな丸い瞳。唇の描くカーブと、そこに滲にじむ色気と自信。

　色の入った髪には遊び心と余裕が感じられるし、身のこなしは猫のようにしなやかだ。

　──別次元だった。

　わたしとは真逆の女の子──香家佐紫苑が、そこにいた。

　彼女はわたしを見つけると、

「あー！　良ら菜なだ！」

　名前を呼び、こちらに駆け寄ってくる。

　そのままの勢いで──なんとわたしに抱きつき、

「今日はありがとー！　ほんとにほんとに助かったよ！」

「え、ええっ、えええ!?」

「死ぬほど困ってたからさー！　もうマジ大好き！」

　思わぬ展開に、頭が一発でオーバーヒートした。

　だ、抱きつかれてる！　わたし、香家佐さんに！　すごい美人さんに！

　あああなんか良いい匂いするし！　い、いいの!?　こんなことしてもらっちゃって！
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「わ、わたしはそんな、咳せき払ばらいしただけで……」

　しどろもどろで、わたしはそう返す。

「しかも、そんなに上う手まくできなくて、すごく時間かかっちゃいましたし……」

　他のパートの収録がうまくいったこともあって、わたしの咳払いはそこだけ個別で切り出して収録することになった。

　音響監督はもちろんその場に残ってくれた声優さんも、何度も録とり直すわたしに細かくアドバイスをくれた。

「──あー、もうちょっと声の成分多い方が良いいかも」

「──タイミングは大丈夫、だからトーンの方を注意してみな」

「──要かなめは、もうちょっと声高いかなー」

　恐縮だった。わたしみたいな者に、トッププロの皆さんが意見をくださるのがとんでもなく申し訳なかった。

　何十分もかけ、ようやく及第点を出し終えたあと、

「本当にご迷惑をおかけしました！　お手間をかけてしまい、すいませんでした！」

　と平身低頭して謝ると、

「いやいや、いいのいいの～」

「にしても、マジで紫し苑おんに声そっくりだね」

「わたしもびっくりした。代役に選ばれるわけだね」

　なんて温かい言葉までいただいてしまった。

　泣きそうになった。というかちょっと泣いた。

　だから人助けをしたというよりも、完璧に助けてもらった感覚だ。

「でもわたしはうれしかったんだよ。ありがとね」

　言って、香か家げ佐ささんはわたしから身体からだを離す。

　そして、椅子に座ると斎さい藤とうさんの方を向き、

「どんな感じだったの？　他のみんなは、どんな反応だった？」

「好評だったよ」

　困ったような顔で、斎藤さんは笑う。

「芝居はもちろん苦戦したけど、浜はま野のさんも『マジでそっくりだな』だって。波形までほとんど一緒みたい」

　──浜野さん。今日、わたしに粘り強く指示をくれた音響監督だ。

　波形まで一緒……そんなこと、言ってたんだ。

「他の演者も、最初は驚いてたけど納得してくれてた。今日の脚本内容で、この子が代役っていうのは確かにありかもって」

「ふうん」

　腕を組み、うなずく香家佐さん。

「そっか、代役もありか」

　そして彼女はふいに──わたしの方を見る。

　さらに、そのまま……じっと……わたしを見続ける。

「……え？」

　ふいに熱烈な視線に晒さらされて、思わず頬ほおに手を当てた。

「な、何ですか？　何か、ついてます……？」

　まっすぐ向けられた、香家佐さんの丸い両の目。

　しっかりとメイクがされているけれどそれがよく似合っていて、眼光には鋭い威力が宿っている。

　と、彼女はふいに傍ら、さっきまで転がしていたキャリーケースに手を伸ばす。

　蓋を開けると中身を掻かき回まわし、何やら荷物を取り出すと──、

「良ら菜な、これ着てみて」

　──服を。

　衣装らしき、鮮やかなワンピースをこちらに差し出した。

「ええ……え？」

　わけのわからない展開に、わたしはぽかんとしてしまう。

「着る……ここで、着替えるんですか？」

「恥ずかしかったらトイレとか行ってきてもいいよ。あと、それが終わったらメイクするから」

「メイク!?」

「化粧してたら、トイレで落としてきてもらえる？」

「ああ、えと、はい……」

　──何がなんだかわからなかった。

　着替え？　メイク？　なんで……？

　でも、不思議と反発心は覚えなくて。

　香か家げ佐ささんが言うなら、やるか……みたいな気分になって。

　わたしは衣装と彼女のメイク落としを借りると、斎さい藤とうさんの案内でお手洗いへ向かったのでした。





　　　＊






「これが、わたし……？」

「思った通りだ！」

　香家佐紫し苑おんが──二人いた。

　会議室の小さな姿見。そこに、極彩色の女の子が二人映っていた。

「通話したときから思ってたんだよ」

　香家佐さんが、もう一人の香家佐さんを見て言う。

「良ら菜なの顔、マジでノーメイクのわたしとそっくりだなって。声だけじゃなくて、顔の作りもうり二つじゃね？　って」

「ほ、本当に……？」

「本当だって！　それでも、まさかここまでばっちりハマるなんてね！　どうよ？　斎藤さん」

　言って、香家佐さんは斎藤さんの方を向き。

「これだったら、マジで区別つかない人もいるんじゃない？」

「……正直、驚いてる」

　成り行きを不安げに見守っていた斎藤さんは、ため息交じりにそう答えた。

「これは、すごいな。確かにそっくり……」

　そして……わたしは。

　香家佐紫苑の格好をし、香家佐紫苑にしか見えなくなった山田良菜わたしは、もう一度鏡を覗のぞき込こんだ。

　──本当に、うり二つだった。

　自信に満ちた目元と楽しげな唇。頬ほおに淡く浮かぶ赤みと、透き通る肌。

　髪の色こそ黒髪のままだけど、セットのおかげで遊び心が付与されている。

　そんな顔周りがお洒落しやれな衣装によく似合っていて、その格好だとなぜだか背筋まで伸びてしまって──鏡の中。そこに立っているわたしは、自分で見ても『香か家げ佐さ紫し苑おん』にしか見えなかった。

「先天的な部分が、超似てるんだろうね」

　満足げな表情のまま、本物の香家佐さんが続ける。

「顔の作りとか声とか、生まれつきの部分がわたしたち激似なんだと思う。体型とか身長も、実はかなり近いし」

「そう……みたいですね」

　ウソみたいな話だけど、こうして現物を見ると納得せざるを得ない。

　地味なわたしと極彩色の香家佐さん。

　その素材は、ほぼ同じと言っていいほどに近いものだったらしい。

　違うのは──性格だとか育ってきた環境だとか経験だとか、ほとんどが後天的なものばかり。その事実には、わたし自身心底驚いてしまう。

「やー、ほんと予想以上だ！」

　香家佐さんは、わたしを眺めご満悦の表情だ。

「これ以上は存在しないだろうねー。良ら菜な以上に、わたしに似てる子は」

　確かに、ここまで似ている子はそういないだろう。

　喜んでもらえると、わたしとしてもまんざらではない。

　ただ、わからないこともあった。

「……なんで、こんなことを？」

　隣の香家佐さんに、恐る恐る訪ねる。

「代役は、もう終わりましたよね？　なのに、なんでこんな格好を……？」

　香家佐さんは無事に東とう京きように帰ってこられたんだ。

　もうわたしに仕事を頼む必要なんてないし、仮にまたこういう機会があるとしても、見た目まで似せてしまう必要なんてない。

　なのに、なぜわざわざこんなことを……。

「あー、それなんだけど」

　そんなわたしに、香家佐さんはにまーと笑ってみせる。

　横で斎さい藤とうさんが「あーあ……」とでも言いたげに手で顔を覆った。

　そして、香家佐さんは困惑するわたしに、




「わたしと──入れ替わってくれない？」




　そんなことを、言い出したのだった。




「良ら菜な。わたしの代わりに、『香か家げ佐さ紫し苑おん』になってくれない？」














　授業が全て終わり、放課後。

　わたしは一人、こっそりと学校を出る。

　小走りで正門から続く大通りを駆け抜け、人気の少なくなったところで狭い路地に曲がる。そこには約束の通り、ホワイトパールのワンボックスカーが停とめられていて、

「──良ら菜な、お疲れ」

　ドアが開き、香か家げ佐ささんが顔を出した。

「お、お疲れ様です！」

「人来そうだし、早く乗っちゃって」

「は、はい！」

　言われた通り、そそくさとその車に乗り込んだ。

　彼女の隣に座りベルトを締め、ふうと息を吐く。

　運転席では、マネージャーである斎さい藤とう円まどかさんがハンドルを握っていて、

「じゃあ、スタジオに向かいます」

　その言葉と同時に、車は走り出した。

　うなりを上げるエンジン。車窓の向こうで流れ出す景色。

　座席の振動に揺られながら、

「さーて、入れ替わり準備の初日！」

　香家佐さんは歌うような声で、どこか楽しげにこう言ったのでした。

「皆さん、張り切っていきましょー！」





　　　＊






「──わたしと、入れ替わってくれない？」

「──良菜。わたしの代わりに、『香家佐紫し苑おん』になってくれない？」

　先日。香家佐さんにされたそんなお願い。

　そのあまりにむちゃくちゃな提案に、

「……どういうことですか？」

　まずはぽかんとしてしまった。

「入れ替わる……？　ちょっと、よくわからないんですけど」

「簡単だよー」

　歌うような口調で、香家佐さんは続ける。

「今後わたしの代わりに、香家佐紫苑として活動してほしいの。収録とかイベントとかラジオとか全部、誰にも気付かれないように良菜にやってもらいたいなって。つまり、二代目香家佐紫苑だね」

「無理に決まってるでしょう！」

　当然、そう叫び返した。

「無む茶ちやですって、わたし……ただの素人なのに！」

　言いながら、具体的に想像して足がガクガク震えてしまった。

　短い時間だけど経験したアフレコブースの空気。

　あの中で他の声優さんに交じって「咳せき払ばらい」以上のお芝居をする。

　しかもそれが、香か家げ佐ささんの代わりになんて。そのうえ、イベントやラジオまでなんて……どう考えたって不可能だ。

「……ていうか、冗談ですよね？」

　縋すがるような気持ちで、わたしは尋ねた。

「本気で入れ替われるなんて、思ってないですよね？」

「いや、本気だけど。本気でやってほしいと思ってるけど」

「ええ……」

「もちろん急にとは言わないよ。一年くらいかけて、じっくり準備しながらかなーって」

「た、たったの一年……そもそも！」

　テンパりながら、しどろもどろで食い下がる。

「なんで入れ替わりなんて？　香家佐さん、大人気ですし今後も期待されてますよね？　なのに、どうしてそんなことを……」

　きっと、声優になりたい若者なんて山ほどいるだろう。

　その夢を掴つかめるのは選ばれた少数だけ。香家佐さんはその「少数」の筆頭格なわけで。それをこんな風にして手放そうとしている理由がわからない。

「あーそれね」

　椅子の背もたれに体重を預け、香家佐さんは笑う。

「実はわたしさー、起業してみたくなって！」

「き、起業ですか……？」

「うん。アプリ開発とかの、ソフトウェア関連の会社」

「は、はあ……」

「デビューから三年声優の仕事をやってきて、結構色んなことが見えてきたのね」

　傍らのキャリーケースに目をやりながら、香家佐さんは言う。

　蓋が開けられたままのそこには、北ほつ海かい道どうで出演しただろうイベントの資料や、わたしが代わりにアフレコした『ゆるけんどー』第十話の台本が覗のぞいている。

「業界のことも、市場のことも、お芝居のことも、なんとなくわかってきた。全部奥が深くて面白いし、極めるなんてまだまだ先の話だけど……勝手がわかったっていうか。戦い方がわかった感じがあるの」

「なる、ほど……」

「そうなると、新しいことやってみたくなるんだよねー」

　香か家げ佐ささんは、どこか退屈そうに口を尖とがらせた。

「今まで勉強したのとは、全く違う何かをね。それで起業してみたいなって。ほら、役者と全然違う世界が広がってそうでしょ？　実は、お芝居始める前には社長になりたいって思ってたし、それが一番わくわくする気がして」

「そう、ですか……」

　恥ずかしげもなく胸を張る香家佐さん。

　そのあまりのパワフルさに、なんだか毒気を抜かれてしまった。

　どれだけタフなんだろう。ここまでの成功を掴つかんでおいて、さらに新たな挑戦をしようとするなんて。なんとなくで毎日を過ごしているわたしには、想像もつかないバイタリティだった。

「だから、引退したいって話をちょっと前からしてるんだけど、斎さい藤とうさんがＯＫしてくれなくて」

「当たり前でしょう」

　話を向けられ、斎藤さんは呆あきれたような声で言う。

「もちろん、わたしだって紫し苑おんのやりたいことなら協力したいと思います。デビューから三年一緒にいて、仕事仲間以上の関係だと思ってますから。場合によっては、引退だって受け入れます」

　そこで、斎藤さんはふっと息を吐き、

「でも……それはあくまで、声優をきちんと突き詰めてからです。紫苑には、まだまだやれることややってほしいことがある。今のままでは中途半端すぎます」

　その意見に大賛成だった。

　すでに大人気とは言え、香家佐さんはまだまだ若手なんだ。

　伸びしろはいくらでも残されているんだろうし、期待もされているはず。

「それから……正直に言えば、事務所の側の都合もあります」

　続ける斎藤さんの口調が、ちょっと申し訳なげになる。

「プロダクションモモンガは、新興の小さな芸能系事務所です。所属声優の数は多くないですし、紫苑が屋台骨なのが事実。抜けられてしまうと、会社は倒産の可能性があります……」

「そうそう。それはわたしも嫌でさー」

　香家佐さんが、口をへの字にした。

「やり残したこととかそういうのは、まあいいんだけど。わたしもモモンガにはすごくお世話になったし、迷惑かけたくないの。潰れちゃったりしたらマジで悲しい。てことで」

　と、彼女はこちらに身を乗り出して、

「二代目の香か家げ佐さ紫し苑おんを用意できれば、万事解決ってわけ！」

「いやいや、解決じゃないでしょう」

「だから良ら菜なー、お願い！　楽しいし、まあまあ稼げるよ！」

「そんなに軽く言うことじゃないでしょ！　ほら、山やま田ださんも困ってるじゃない」

　言い合っている、香家佐さんと斎さい藤とうさん。

　……確かに困っていた、完全に困り果てていた。

　声や顔は似ていたかもしれないけれど、あんまりにも中身が違いすぎるんだ。

　たった一年で完全に香家佐さんと交代なんて。どう考えても無謀だ。

　けれど、

「……」

　胸に手を当てて、わたしは自覚する。

　この手の向こうに、小さく息づく気持ちがある。

　とんでもない展開にドキドキするわたしの中に、それでも確かにある期待。

「ああ、さっきと同じだなあ……」

　思わず、そうこぼしてしまう。

「さっきと同じ？」

「ええ。アフレコの、代役を頼まれたときと同じ気持ちなんです」

　尋ねる香家佐さんに、わたしは恥ずかしながらうなずいた。

「やれるとは思えないし、自信だって全然ないのに……」

　うん、それは本当にその通りだ。

　自分が香家佐さんの代わりになれるなんて、到底思えない。

　けれど、短く口をつぐんでから──、




「……やってみたいと、ちょっと思っちゃってます」




　──せっかく、こんな偶然に巡り会えたのだから。

　わたしの声を、必要としてもらえたのだから。

　挑戦してみたいと──わたしは思ってしまっている。

「ほらー!!」

　香家佐さんが、満面の笑みで斎藤さんを向いた。

「良菜だってこう言ってるじゃん！　だからやってみようよ！　いきなり確定とかじゃなくていいし、まずはお試しから！」

「……んー」

「これでダメだったら、わたしも一旦引退は撤回するから！　ね、お願い！」

「……はぁ」

　斎さい藤とうさんは、深くため息をつく。

「全くもう。出会った頃は、ここまでめちゃくちゃ言う子だとは思ってなかった」

「でも、めちゃくちゃ言えるからここまで来れたと思ってるよ、わたしは」

「それもそうか……」

「あと、それを斎藤さんが支えてくれたから」

「ほんと、感謝してよね」

　頭を短くかく斎藤さん。

　そして彼女は、もう一度息を吐き出すと、

「……半年」

　試験中の先生みたいな声色で、わたしたちに言った。

「半年で、わたしに『いける』と思わせてください。入れ替わり完了までは、一年でもいいです。それとは別に、半年入れ替わりの準備をして……本当に山やま田ださんが、二代目香か家げ佐さ紫し苑おんになれるんだとわたしに思わせてください。それができれば、入れ替わりは続行。できなければ、その場で即終了。そういう条件を受け入れてもらえるなら」

　斎藤さんは、諦めたように小さく笑い、
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「ひとまず……しばらく一緒に頑張ってみましょうか」

「やったー！」

　叫ぶように言って、香か家げ佐ささんが椅子から立ち上がった。

　彼女はわたしの手を取りブンブン振ると、

「じゃあ……よろしくね、良ら菜な！　まずは半年間！　わたしと入れ替われるように。プロの声優になれるように！」

「……はい！」

　そして、彼女は満面の笑みを浮かべ──わたしにこう言ったのでした。

「声優の世界へようこそ！」





　　　＊






「──今から向かう収録は、来期放送の『乙女チックディストーション』第三話です」

　スタジオに向け走る車の中。

　斎さい藤とうさんが、わたしに説明を始める。

「アニメオリジナルの、サイバーパンクなバトルものですね。制作はお洒落しやれで高品質な作風のスタジオＳＣＯＰＥ。紫し苑おんはメインキャラ、山やま葉はメイ役で出演しています」

　言われて資料を見る。

　山葉メイ、主人公の相棒の強気な女の子らしい。

　蛍光色のサイケデリックな服を着て、不敵な笑みを浮かべるキャラクターイラストが載っている。

「今日からしばらく山やま田ださんには、プロダクションモモンガの新人バイトとして紫苑に付き添ってもらいます。まずは、現場の雰囲気や仕事の流れを把握してください」

「はい！　わかりました……！」

「ちなみにアニメのアフレコって、大体十時からと、十六時からの二パターンがあってね」

　香家佐さんが、斎藤さんの話を引き継ぐ。

「『乙女チック』は十六時からの現場だね。こないだ出てもらった『ゆるけんどー』もそう。ちなみに今日は十時からの仕事もあったから、そっちを終わらせて二件目って感じ」

「そ、そうなんですか！　お疲れ様です……」

　持ってきたノートにメモをガリガリ書き込み、ほうと息を吐いた。

　もうすでに、一話分アフレコしたんだ。なのに香家佐さん、ずいぶんと元気だな……。

　わたしなんて、咳せき払ばらい一つするだけでくたくただったのに……。

「ちなみに良菜は学校、普段は何時まで？」

「えっと……」

　唐突な質問に、わたしは時間割を思い出しながら、

「最後のショートホームルームが、十五時二十分くらいに終わる感じですね」

「となると、午前の仕事はＮＧかな。その前提でスケジュールを組みましょう」

　ハンドルを切りながら、斎さい藤とうさんが言う。

「午後の現場も、わたしが迎えに行きます。車内で準備してからスタジオ入りする流れでいきましょうか」

「ありがとうございます。助かります」

　頭を下げつつ、わたしはふーと息をつく。

　学校が終わってすぐにお仕事。なかなかそれは、ハードな毎日になりそうだな。

　半年しか猶予はないし、これから放課後は「身代わり声優」の準備で忙殺されそうだ。

　ちなみに、両親にはバイトを始めたと伝えておいた。

　声優事務所に知り合いができて、しばらくそこでお手伝いをすることになったと。

　受験との兼ね合いはあるけど、これで少しの間怪しまれることはないはず……多分。

「……というか、そんな時間にアフレコやるとなると」

　と、そこで素朴な疑問が湧いた。

「香か家げ佐ささん、学校はどうしてるんですか？　授業は出れてるんですか？」

　十時からと十六時から。どちらもそこそこ学校生活と被かぶりそうな時間帯だ。

　香家佐さんは毎クール当たり前のように複数のアニメに出ているし、そんな生活の中で学校には行けるのかな。

「やー正直あんまり出られてないね」

　案の定、そう言って香家佐さんは苦笑いする。

「一日仕事があると一、二時間目くらいしか出られないし、昼休み過ぎに登校することもあるよ。遅刻も早退も日常茶飯事だから、それはちょっと寂しい」

「わー、やっぱりそうなんですね。勉強追いつくのも大変そう……」

「あ、でも紫し苑おん」

　そろそスタジオに着いたらしい。

　建物脇の駐車場に車を停とめながら、斎藤さんが声を上げる。

「こないだもテスト、結果良かったんでしょ？　学年三位だっけ？」

「えっ!?」

「いや、二位だよ。生徒会長にだけ負けた」

「ええっ!?」

　こんなに忙しい上に、成績まで良いいの!?　しかも、学年二位……!?

「ど、どうなってるのそれ……」

　隣に座る女の子が改めて別次元の存在に見えて、わたしはまじまじと彼女の顔を眺めてしまったのでした。





　　　＊






「──おはようございます！」

「──今日もよろしくお願いしまーす！」

　本日の収録会場、アフレコブースに併設されたコントロールルーム。

　録音のための機材がぎっしり組み上げられ、司令室みたいになっているその部屋で。

　香か家げ佐ささんと斎さい藤とうさんが、スタッフの方々に挨拶する。

「こっちは、新しく入ったバイトの子で……」

「は、初めまして、山やま田だと言います！」

　うながされて、わたしも皆さんに自己紹介した。

「まだまだ不慣れですが、よろしくお願いします！」

「はい、よろしくねー！」「よろしくお願いします！」

　監督やプロデューサー、音響監督やミキサーさん、ミキサー助手の方。

　そこにいる誰がどんな役割なのかを、ざっと斎藤さんに説明してもらう。

　先週のアフレコでは、緊張で周りなんて見ていられなかった。

　必死で咳せき払ばらいするうちに気付いたら収録は終わっていて、そこに誰がいたかもどんな流れだったのかもよく覚えていない。

　けれど──バイトとして参加した今回は。

　あのときよりは落ち着いて、冷静に周囲や段取りを観察することができそうだった。

　ひとまず、スタジオやそこにいる人たちの様子を手元のノートに書き込んでいく。

　実はわたし、結構なメモ魔だ。映画を見るときや本を読むときも傍らにノートを置いて、気付いたことをガンガン書き込む癖があった。

　今日はせっかくプロの現場を見せてもらっているんだ。目についたもの、漏らさず全部メモってしまおう。

「よーし、みんな集まったね。テストやろうか」

　そうこうするうちに、参加者全員が到着した。ずらりと並んだ、十数人の声優さんたち。音響監督から短く話があって『テスト』が始まる。芝居の調子を見たり録音の段取りを決めたりする、リハーサルみたいなものらしい。




『──はぁッ！　やあッ！』

『──ふふふ、無駄だよ。君は、ディストーションの座に届かない！』

『──くっ……確かにわたし、今はまだただのエコーだよ。あなたみたいなファズにもなれないかもしれない。でも……でも！』

『──ん!?　な、何だこの歪ひずみは!?』

『──ゲインだけは、負ける気がしない！』

「はいありがとうございまーす。大丈夫そうですね」




　一通りテストが終わったら、次は本番だ。

　まだ完成していない映像を見ながら、並んでいる四本のマイクに入れ替わり立ち替わり声を吹き込んでいく。その後、失敗した部分や音声を被かぶらせたくないパートの別途録音、通称別録どりをして、最後に街の喧けん騒そう、いわゆる『ガヤ』を録ったら収録は完了。

「──お疲れ様でしたー、失礼します！」

「お疲れ様でしたー」「お疲れ様でした」

　そんな風に挨拶して、わたしたちはアフレコスタジオを後にした。

　他の声優さんやスタッフさんたちに頭を下げ、駐車場へ向かう。

「……すごかった」

　廊下を歩きながら、気付けばそうこぼしていた。

「アフレコ、何度見ても本当にすごいです……」

　視聴者が継続して見てくれるかが決まるという第三話。

　物語も一つの大きな盛り上がりを見せるところで、ぐりぐり動きそうなバトルシーンが満載。声優さんも、戦う登場人物たちを全身全霊で演じていた。

「どうして、あんな迫力を出せるんだろう……」

　鬼気迫る叫びや感情のこもったセリフ。

　メモを取りながら何度も鳥肌が立ったし、泣きそうにもなった。

　それに──初めて間近で見た、香か家げ佐ささんのお芝居。




『──大丈夫だよ、エコー！』

『──チューニングはばっちりあってる！　ハーモニクスも上々、だから！』

『──わたしたちで、あいつを倒そう！』




　──眩まばゆかった。

　香家佐さんの芝居は、本人と同じく極彩色でまぶしいものだった。

　声には芯と艶があり芝居には自信が満ちて、キャラクターの手触りが感じられた。

　オーラ、というものを初めて直接体感した気がする。

　彼女が生み出すものや立ち姿には、他の誰にもない独特の輝きがある。

　そんな光に心をわしづかみにされてしまって、好きなバンドのライブを見たあとのような満足感さえ覚えていた。

「この間よりも、現場の雰囲気もわかったでしょ？」

　さっきまでの激しい芝居がウソだったように、香か家げ佐ささんは軽やかに言う。

「どういう手順でアフレコするのかとか、どういう人たちが現場にいるのかとか」

「ええ、そうですね」

　ノートを胸にぎゅっと抱き、わたしはうなずいた。

「色々見えた気がします。皆さん優しかったですし」

「まー、キツい雰囲気になる収録も結構あるけどね」

「そ、そうなんですか……？」

「役者同士ギスることもあるし、お芝居の解釈で音響監督に異議を唱える先輩がいたりもするし。熱い人も多い業界だから。今回の現場は超平和だよ」

　マジかー……。

　ちょっと予感はしていたけど、そういう雰囲気になることもやっぱりあるんだ。

　舞台の世界では、めちゃくちゃスパルタな稽古があるって聞いたことがある。

　昔むか気しか質たぎの演出家さんだと、気に入らない芝居をした役者に灰皿を投げたりとか……。

　そこまで破天荒なことはないんだろうけど、やっぱりアフレコも「お芝居の現場」なんだな。どうかそういう修羅場に巻き込まれませんようにと、わたしは心の中で祈った。

「で、このあとなんだけど」

　駐車場に着き、車に乗り込みながら香家佐さんは言う。

「ラジオとかその他の仕事がなければ、家に帰って翌日の収録のチェックをする人が多いかなー。台本ざっと確認したり、リハＶブイっていう練習用の映像を見たりしてね。わたしも今日は、このあとの予定はなしだよ」

「なるほど……じゃあ香家佐さんも、明日の準備って感じですか？」

「ううん、わたしは帰ったらすぐ寝る」

「……へ？」

「家に着き次第、さっさとお風呂入ってスキンケアして寝る。寝不足ってさ、波形でもはっきりバレるんだよ。だからしっかり寝て、仕事のチェックは朝早起きしてする」

「そうなんですね……」

　メモを取りながら意外に思う。休みも仕事のうち、って感じなのか。夜遅くまでバリバリ働いていそうなイメージがあったから、早寝早起きしているのは予想外。

「ち、ちなみに」

　動き出した車の中で、わたしは恐る恐る香家佐さんに尋ねる。

「早起きって、何時くらいに起きてる感じですか……？」

　香家佐さんと入れ替わるなら、その辺も本人に合わせる必要があるだろう。

　寝不足が簡単にバレちゃうなら、生活のリズムから一緒にしてしまった方がいい。

「んー、最近は」

　と、香か家げ佐ささんは小さく顔を上げ、

「五時台なことが多いかな！」

　朝日を思わせる爽やかな笑みで、わたしにそう言った。

　対するわたしは──深夜ラジオのファンで夜ふかしの多いわたしは。

　生活のリズムを大きく変える必要がありそうで、ガクリと肩を落としたのでした。





　　　＊






「──で、仕事の流れがわかったとこで、お芝居の話をしていこうか」

「はい……お願いします！」

　スタジオ見学の数日後。今日は十六時からの収録もなし。

　わたしたち三人は、事務所の会議室に集まっていた。

　なお、斎さい藤とうさんは何やら忙しそうにパソコンで仕事中。

　お芝居については、香家佐さんにマンツーマンで教えてもらうことになりそうだ。

「ここからが本題だねー」

「ですね……」

　ノートを前にペンをぎゅっと握り、わたしは唾を飲み込む。

　声優のお芝居。わたしと香家佐さんの入れ替わりの、最重要ポイントにして最難関。

　これまで以上に、気合いを入れて臨まないと……。

「良ら菜なも知ってると思うけど、今は女性声優って色んな仕事を求められるのね」

　センスの良いいデスクが並び、内装もブラウンで統一されたお洒落しやれな会議室で。

　前方のホワイトボードの前に立ち、香家佐さんが話を始める。

「歌もそうだし、ラジオもそうだし、グラビアの仕事なんかも入ってくることがあるね。だから、全方位にスキルを伸ばさなきゃいけない」

　ホワイトボードに『歌』『ラジオ』『グラビア』と書き込まれる。

　わたしもノートに同じ単語を並べた。

「実際、わたしも毎クール何かしら歌は歌ってるし、ソロデビューの話も結構来てたりするよ。ラジオのレギュラーもある。グラビアも最近増えたかな。声優誌の表紙とかのね」

「ふむふむ……」

　その辺はもちろん事前に予習済みだった。

　入れ替わってほしいと言われたあの日から、わたしは毎日香家佐さんの仕事をチェックしている。今日だって前クールで放送されたアニメ、香家佐さんの歌ったＯＰを聞きながらここに来た。良いい曲なんだこれが。

「全部楽しいお仕事だよ。どれも大好き。ただ──」

　と、香か家げ佐ささんは胸を張り、

「わたしが一番好きなのは──やっぱりお芝居だよ」

　ペンで『お芝居！』と書きながらわたしに言う。

「アニメ作品に、自分のスキルでキャラの声を提供する。タレントだとかアーティストだとか、色んな見方もされるけど……何よりアニメの音響関連の一スタッフでありたいなって、わたしは思ってる」

「スタッフ、ですか」

　予想外の言葉に、ペンを止めオウム返ししてしまった。

「わたしはもっとこう……創作者とか、クリエイターに近い存在なのかと思ってました」

「あー……わたしはあんまりそうは思わないかな。色んな考えはあるだろうけど」

　スタッフと香家佐さんは続けて書き込み、

「アニメって、色んな人の手によって作られてるでしょう？　原作者さんがいれば原作者、監督がいて、演出がいて、それから原画や動画。脚本家の人ももちろんいるし、他にもいっぱい。そういう人たちが作り出したものに、高品質な声素材を提供する……技術職というか、職人っていう感覚かな」

「……職人、ですか」

「うん。かっこいいでしょ？」

　誇らしげに笑みを浮かべる香家佐さん。

「この時代に技術で戦うの、最高にかっこいいでしょ？」

　一瞬、謙遜しているのかと思った。

　クリエイターではなくてスタッフ、という言い方に、謙虚な姿勢を感じかけていた。

　けれど──違う。その目を見てわたしは理解する。

　むしろ、その逆なんだ。

　香家佐さんは、声優という仕事そのものに誇りを持っている。

　技術を駆使して素材を提供するというその本質に、こだわりとプライドを持っている。

「ええ、素敵です」

　思わず笑い返しながら、わたしはうなずいた。

「早くお芝居をしてみたいなって思いました」

「ふふ、いい顔するねー。というわけで。今日から良ら菜なには、その芝居の特訓をビシバシやってもらおうと思うんだけど」

　と、彼女は手に持っていたペンを置き、こちらに歩いてくる。

「何より先に、注意事項があります」

　そばの椅子に腰掛けると、キャスターを利用してこちらに移動。

　わたしの隣に、ピタリと身体からだをくっつける。

「……えっ？」

　唐突なゼロ距離。

　鼻をくすぐる甘い匂いと、肌の綺き麗れいさにドキリとする。

　そして──、

「……『さん』付け禁止」

　──まず、彼女はそう言った。

「それから──敬語も禁止」

　こちらを覗のぞき込こむ、その表情。

　イタズラに細められた目と、酷ひどく楽しげな口元──。

「な、なんでですか？」

　ドギマギしながら、わたしは彼女に尋ね返した。

「それって、何かお芝居に関係があるんですか……？」

「関係あるよ。ていうかさっそく敬語になってる。それ、マジで止やめて」

「わ、わかった……」

「それから、わたしのことは紫し苑おんって呼んで」
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「し、紫し苑おんちゃん、じゃダメ？」

「ダメ。絶対呼び捨て」

「え、ええ……」

　抵抗があった。めちゃくちゃ抵抗があった。

　こんなすごい子に、そんな感じで接しちゃっていいの……？

　わたし、クラスメイトにも敬語だったりするけど……。

　けれど、紫苑の顔はあくまで本気で、冗談を言っているようには見えなくて、

「……わかった、そうする」

「うん、よろしい」

　満足そうにうなずくと、紫苑はようやくわたしから少し距離を取る。

　緊張感から解放されて、思わず息を深く吐いた。

「人前でも、絶対にタメ語と呼び捨てを貫いてね。立場がバイトとか、そういうのは気にしなくていいから」

「わかった……」

　そこまで言うなら、気を付けよう。

　紫苑は多分、「無駄な努力」や「不要な苦労」をさせるタイプじゃない。

　これもきっと意味のあることだ。

　注意しなきゃ。紫苑にはタメ口、紫苑は呼び捨て……。

　ノートにも、動揺でふらふらの文字でそう書き込んだ。

「でー次に」

　ホワイトボード前に戻り、紫苑が話を再開する。

「具体的にどうやって良ら菜なが『お芝居』できるようになっていくかだ」

「うん」

　そう、それが今日の本題だ。どうやってわたしが練習をしていくか。

　どうすれば、たった半年でプロの役者として戦えるようになるのか。

　さらに言えば、わたしは「上う手まいお芝居」ができるだけじゃダメで、

「今回は、特別メニューが必要になるよね」

　いれかわり、と紫苑がボードに書き込む。

「ただ声優になるだけじゃなくて、わたしと入れ替わらなきゃいけないんだから。完璧に、わたしと同じお芝居ができる必要がある」

「だよねえ……」

　そのハードルが、とにかく高かった。

　ただ演じられるようになるだけじゃなく『紫苑と同じ』じゃなきゃいけない。

『紫苑と同じお芝居』ができなくちゃいけない。

　正直──かなりのスパルタになることを覚悟している。

　紫し苑おんは確か、中学生のときに受けた新人女優のオーディションをきっかけにして芝居の世界に足を踏み入れた。その後、声優に転向したり事務所を移籍したりと色々あったけれど、役者としてはもう六年近く。声優業だけで考えても三年はプロとしてやっている。

　そんな彼女に追いつくなら、猛特訓が必要になるはず。

「何をすればいいのかな？　紫苑がしてきたのと、全く同じ練習とか？」

「それなんだけどね。今回、こちらで課題を用意してきました」

　そう言って、紫苑は鞄かばんから何かを取り出す。

「まずやるべきことは、とってもシンプルだよ」

　見れば──ブルーレイディスクだ。

　紫苑が主人公を担当した、文化系スポ根アニメ『筆ふで魂たま！』の円盤だった。

　弱小書道部部員が、全国大会に出場するまでを描いた物語──。

「わたし、このアニメの十二話。書道パフォーマンスの関東大会で、こんなセリフを言ってるのね」

　そう前置きして、紫苑は咳せき払ばらいすると短く息を吸い──、




「──筆を信じろ、墨を信じろ、仲間を信じろ。全ては、この瞬間のためにあったんだ！」




　──瞬間で、圧倒された。

　声にこもった気迫、熱量。言葉全てがしっかり胸に届く、明瞭な存在感。

　普段は軽やかなその表情まで──その一瞬はすさまじい迫力を放っていた。

「このセリフを、完璧に言えるようになって」

　そして、紫苑はわたしにそう言う。

「発音もイントネーションも呼吸も、全く同じに言えるように」

「全く、同じに……」

「つまり、わたしの音を覚えてほしいんだ」

　呆ほうけたように繰り返すわたしに、紫苑はそう続ける。

「呼吸も、声も、ノイズも全部。音にはわたしの世界の全部が詰まってるから、まずはそれを知ってほしい。家族よりも、友達よりも深いところまで理解してほしいの」

「……何、その言い方」

　ちょっと我に返って、わたしは小さく笑った。

「彼氏に言うヤツじゃん、それ」

「あははー、確かに！　でも、入れ替わりなんて彼氏以上に知ってもらわなきゃできないでしょ！　香か家げ佐さ紫苑本人として振る舞ってもらうんだから」

「……それは、そうかも」

　確かに、紫し苑おんの言う通りだ。

　紫苑そのものになるなら、恋人くらいの距離感じゃ足りない。

　家族以上に、双子みたいに彼女のことを理解しなきゃいけない。

　そこでようやく、わたしは紫苑が『敬語』を禁止にした理由を理解する。

　そっか……そんな風に、心の壁を作ってるような場合じゃないんだ、わたしたちは。

「だから、まずは一週間。それだけ時間あげるから、色々試してみて！　ブルーレイとかＤＶＤとか、必要があれば全部貸すよ！」

「わかった。音を覚える、か」

　つぶやいて、紫苑の音に耳を澄ましてみる。

　かすかに聞こえる呼吸音。時折混じる衣きぬ擦ずれの音。

「あはは、ガン見じゃーん」と笑う声のトーン。

　その響きは確かに、わたしの声と似ているんだろうけれど、

「セリフを、わたしも……」

　そうつぶやいてみて、改めて『違い』を実感する。

　紫苑とわたしの声の聞こえ方は全く違う。その差を見つけて、埋めてみる作業。

　それは確かに──やりがいがありそうだ。

「大丈夫そうだね」

　満足げにそう言って、紫苑はうなずいた。

「ということで、まずは第一歩から始めよう。結果が見えてきたら次のステップにいくから、頑張って！」

「うん……わかった！」

　──こうして。

　まずは『音を覚える』ことから、わたしの奇妙なお芝居修業が始まったのでした。





　　　＊






　その晩。仕事が終わったあとの自室で。

　わたしはひたすら『筆ふで魂たま！』第十二話を繰り返しチェックし続けていた。

　まずは課題に出されたセリフ。

　そこで紫苑がどんなお芝居をしているのか把握しなくちゃいけない。




『──筆を信じろ、墨を信じろ、仲間を信じろ。全ては、この瞬間のためにあったんだ！』




　そのセリフを、何度もループして再生する。

　気付いたことを全てガリガリメモに書き出し、自分でも真ま似ねをしてみる。

　子音のかすれや喉の震え、その全てを覚えてしまうほどに延々と。

　けれど──、

「なんか足りないなあ……」

　録音した自分の芝居を聞きながら、わたしは首をひねった。

　どうしても、紫し苑おんと同じにならない。

　表面だけ取り繕った、心のこもっていないセリフに聞こえてしまう。




『──筆を信じろ！　墨を信じろ！　仲間を信じろ！　全ては、この瞬間のためにあったんだ！』




「なんでだろ、何が違うんだろう……」

　腕を組み考える。薄っぺらい、ウソっぽい、迫力がない。

　これじゃ、紫苑の芝居とはあまりにもかけ離れている。

　わたしと紫苑の違いは、一体何だろう。

「──良ら菜なー！」

　リビングから、お母さんがわたしを呼ぶ声が聞こえた。

「お風呂空いたから、早めに入っちゃうのよー！」

「うん。あとでー」

「あんまり夜ふかししないようにねー」

「わかってるー」

　そんな風に返しながらも……頭の中はお芝居で一杯だ。

　与えられた期間は一週間。しかも、アフレコ後の夜しか自由な時間はない。

　一秒だって無駄にできないし、立ち止まっていてもしょうがない。

「こうなったら！」

　自室のパソコンの前、わたしは椅子に座り直す。

「やれること全部、やってみるまでだ！」

　そしてわたしは大きく息を吸い、できることを手当たり次第試し始めた──。





　　　＊






「──ということで、一週間経たったわけですが」

　翌週、アフレコのあとに訪れたラジオ局。紫苑のレギュラー番組の控え室で。

　打ち合わせが終わり収録開始を待つ間に──紫し苑おんがそう切り出した。

「良ら菜な、テストしてみようか。例のセリフ、言ってみよう」

「う、うん……」

　挑むような表情の紫苑に、緊張気味にうなずき返した。

　今日までの七日間で、思い付くことは全部やってきた。

　今のわたしにやれることは、全てやりつくせたと思う。

　だからそれを、紫苑がＯＫしてくれるか。合格のラインを越えているかどうか……。

　おずおずと立ち上がり、一度大きく深呼吸する。

　慣れない場所でセリフを言うのは、どうにもやりづらい。

　それでも──今は贅ぜい沢たくなんて言っていられない。思いっきりやるしかない。

「……もう、言っていいの？」

「うん、いいよ」

「……合図とかはなし？」

「良菜の好きなタイミングでお願い」

「わかった。いきます……」

　前置きすると、わたしは息を短く吸い込む。

　そして、ぎゅっと拳を握り覚悟を決めて、




「──筆を信じろ、墨を信じろ、仲間を信じろ！　全ては……この瞬間のためにあったんだ！」




　言い切ると──声が短く反響した。

　その響きがあっという間に溶けて、会議室に静けさが降りる。

　息を止め、紫苑の顔色を窺うかがった。

　どう……だっただろう。

　わたしのお芝居、紫苑そっくりにできていたかな……。

　そして、無限みたいな数秒のあと、

「……ん～……」

　彼女が上げたのは──渋いうなり声だった。

「まあ～悪くはない、悪くないんだけどねえ……」

　腕を組み、苦く悶もんの表情を浮かべている紫苑。

　無理に言葉を選んでいるような、予想外の展開に苦しんでるような顔……。

　……え、ちょ！　ダメだった!?

　今のセリフ読み、あんまりだった!?

　紫し苑おんがそんな顔するの、初めて見るんだけど！　ど、どど、どうしよう！

「ちょ、ちょっと待って！」

　わたしは慌てて声を上げた。

「い、今のなし！　ちょっと失敗した！」

「ん？　そうなの？」

「うん！　わたし、家では別の感じで練習してたから……そうだ、ここでもその流れでやりたいんだけど、いい!?」

「ああ、ならいいよ、やりやすい感じでやってもらって」

「ありがと。じゃあ、えっと……」

　咳せき払ばらいして、喉の調子を整える。

　こうなったら、もうなりふりを構っていられない。

　紫苑の想定とは違う感じになるだろうけど、自分の思うようにやるしかない！

　わたしはもう一度息を吸い、自宅と同じ要領で──、




「──ついに、この日が来たね。第五回、書道パフォーマンス関東大会──」




「──ストップストップ！」

　秒で紫苑に止められた。

「いやいや良ら菜な……どこからお芝居してるの!?」

「えっと、その……」

「今のは──十二話じゃなくて、十一話の冒頭でしょ？」

「う、うん……」

　紫苑の言う通り、今のセリフは十二話の一つ前。

　十一話最初のシーンで、主人公が大会会場を前につぶやくセリフだ。

「……なんで、そこから始めたの？」

　気付けば──存外真面目な顔で。

　真剣な表情で、紫苑はわたしを見ている。

「しかも、セリフ暗記までして」

「え、えっと、色々経緯があって……」

　それにやや気け圧おされながら、わたしは説明を始めた。

　これは多分、ちゃんと話した方が良いい空気だ……。

「最初はね、言われたセリフの部分だけを練習してたんだけど……なんか上う手まくいかなくって。キャラの気持ちの流れがわからないし、紫苑が何をどう考えてあのお芝居をしたのかもわかんないし……」

　そのセリフに、沢山のニュアンスがこもっていることはわかった。

　それが意図的なものであるのもわかったし、複雑な感情を表現しているのもわかった。

　けれど──どうしてそんな風にしたのかがわからない。何を目指してそんなニュアンスを付けたのかが、セリフ一つではどうしても読み取り切れなかった。

「だから、ひとまず流れでお芝居しようと思って、十二話のセリフ全部の練習をしたんだ。けど、それでも足らなくて。十一話、十話、って一話ずつ遡って見て練習を繰り返してたら、気付いたら第一話までいってて……」

　結局、物語冒頭まで戻ってみる必要があった。

　主人公が、なぜ書道パフォーマンスを始めたのか。

　もともとはどんな子で、どんな風に毎日を生きてきたのか。

　そういうことを自分で演じて把握しなきゃ、紫し苑おんのお芝居を理解できなかった。

「……全話のセリフを練習したの？」

「うん。ああでも、課題の部分に比べると全然ちゃんとはできてないよ！　セリフ覚えるほど練習したのは、十二話と十一話だけで……」

「やった練習は、それで全部？」

「あとは……原作読んだり。紫苑が担当した似た系統のキャラもチェックしたかな。解釈の違いを知りたくて、四シリーズくらい見て、そっちの練習もして……」

「似た系統のキャラ。なるほど」

「だから今日も、覚えてる流れ全部お芝居すれば、紫苑もＯＫしてくれるかなと……」

「そっか、そういうことか」

　腕を組み、考える表情になる紫苑。

　けれど、彼女は壁にかけられた時計を見上げ、

「んーでも、ごめん。それじゃこのあとの収録に間に合わない。三十分後に始まるから」

「あ、そ、そうか！　そうだよね！」

「だから──」

　と、紫苑は椅子から立ち上がり、

「──わたしが手伝うよ」

「……ん？」

　唐突な展開に、わたしは首をかしげた。

「課題のセリフの直前。確か、主人公のチームメンバーのモノローグがあったでしょ。『行け！　走れ！　今ここで、魂の全てをぶつけてこい！』だっけ？」

「……ああ、あったね、そういうセリフ」

　言われて、十二話の展開を思い出す。

　紫苑の言う通り、仲間のメガネ男子のモノローグがあったはず。

「あれをわたしが言うよ。本気のお芝居でそれをやるから、良ら菜なはそれに続いて。気持ちの流れは、そこでなんとか作って」

「な、なるほど！」

　紫し苑おんに続いて、芝居をする。

　この子が作った気持ちの流れに乗って、セリフを言う。

　確かにそれなら、さっきよりもお芝居に感情を乗せやすそうだ。

　それに、

「……わかった」

　唾を飲み込み、けれどわたしはこくりとうなずいた。

「やってみる」

　面白そうだと、思ってしまった。

　これまでひたすら一人で紫苑の芝居を聞き、一人でその真ま似ねをしてきた。

　気持ちの流れを作るのも、声のトーンを調整するのも一人。

　相手をしてくれるのは、画面の向こうの音声収録済みのキャラだけだった。

　けれど──誰かと一緒に芝居をする。それも、紫苑本人と。

　それはどうしようもなく楽しそうで、課題なんて忘れてわくわくしてしまって、

「お願いね、紫苑」

「うん、任せな」

　うなずくと、紫苑は小さくうつむく。

　そして、顔を上げ短く息を吸い、




「──行け！　走れ！　今ここで、魂の全てをぶつけてこい！」

「──筆を信じろ、墨を信じろ、仲間を信じろ。全ては、この瞬間のためにあったんだ！」




　──できた。

　はっきりと、そんな感覚があった。

　理想を掴つかんだ手応え。イメージに近い芝居ができた。

　背筋にジンと快感が走る。紫苑が、わたしにそんな芝居をさせてくれた。

　けれど──、

「……あはははは！」

　──笑い出した。

　紫苑がお腹なかを抱え、その目に涙まで浮かべて笑い始めた。

「え、ど、どうだったの!?」

　そんな彼女に、恐る恐るわたしは尋ねた。

「わたしの芝居……良かった？」

「いや微妙！」

「ええ!?」

「さっきとそこまで変わらなかったよ、一人のお芝居のときと！　イントネーションとか発音とかキャラの解釈とか、色々粗かった」

「そ、そんな……」

　全身から力が抜けていく。

　ダメ……だったの？　課題、クリアならず？

「というわけで──」

　落ち込むわたしに、紫し苑おんは椅子に腰掛けると、

「──合格ね！」

「……は？」

「テストは合格です、次の段階にいこう！」

「ど、どういうこと？」

　話の流れがわからなくて、思考がフリーズする。

「合格？　なんで……？」

「えー、だってちゃんと、課題をクリアしてくれたんだもん！」

「で、でも。わたしの芝居、微妙だったって……」

「うん、微妙だった。まだ商品にならないし、基礎が全然できてないね」

　容赦ない口調で、はっきりと言い切る紫苑。

　それはそれで、わたしはまあまあダメージを受けてしまう。

「でも今回の課題は、芝居をできるようになることじゃないよ。目標はあくまで『わたしの音を覚える』こと。そういう癖をつけること。それでね」

　と、紫苑はうれしそうに頬ほお杖づえをつき、

「本当は……そこまでやるなんて思ってなかったの。具体的に言えば、十二話だけじゃなくてシリーズ全部見てくれればいいかなって。セリフを聞き込んで、わたしが一シリーズ通してどんな音を出したのかを探ってくれれば、合格かなって思ってた」

「そ、そうだったの……!?」

「だよー。アフレコの立ち会いもあるし、期限もすぐだし。なのに……」

　と、紫苑はにーっと唇を持ち上げ、

「まさか、全話見て原作も読んで、そのうえセリフも覚えた？　他のアニメまで見たの？　四シリーズも？　あはははははは！」

　もう一度、酷ひどく楽しげに笑う。

「良ら菜な、根性ありすぎでしょ！」

　思わず、椅子に崩れ落ち深く息を吐いた。

　よかった……そんな風に言ってもらえるなら、本当によかった……。

　今日までの頑張りをこれからも繰り返すなんて、さすがにもう無理だった……。

「ていうか、そこまでやったなら絶対ちゃんと寝れなかったよね？」

「うん、正直ね……」

「どれくらい？」

「平均四時間とか？」

「やば！　でも、そんな無む茶ちやはもうしちゃダメだよ。睡眠不足は役者の敵！」

「わかった……」

　そうだよね、紫し苑おんちょっと前にそんなこと言ってたよね。

　うっかり流れで夜ふかししちゃったけど、今後は気を付けよう。

　正直今も、かなり眠いし……。

「ちなみに、音を覚えるのは今後も意識し続けてね。アニメ見るときとかこうして話すときに、ちょこちょこ考えてみるといいと思う。そのうえで──次のステップに移ろう！」

「……うん！」

　うなずくと、身体からだにわだかまっていた疲れがかすかに抜けていった気がする。

　眠気が晴れて、意識がはっきりする。

　この調子で、どんどん訓練を積んでいきたい。

　もっともっと、お芝居がしたい。上う手まくなりたいと思う。

「で、まずは養成所に入所させてもらおうかー」

「ああ、養成所」

　その名前は、もちろんわたしも知っていた。

「声優事務所とかがやってる、『声優専門の教室』みたいなのだよね？」

「そう、そこでお芝居の基礎から実技の練習まで、みっちり教え込んでもらうの」

「そっか、うん……やりたい。お芝居、教わりたい」

　セリフの練習をしてみて、芝居の基礎不足をはっきりと体感した。

　滑舌も発声も喉の使い方も、全くわからない。

　本でも読んで自主練しようかなと思っていたけど、誰かに教われるならその方がずっとありがたい。

「おけー。そっちは色々手配しておくね。それからもう一つ。とっても大事なミッションがあってね……」

　そう言うと、なぜか紫苑はこちらにグッと身を寄せる。

　そして、にまーと不敵な笑みを浮かべ、

「──デート、しよう」

　囁ささやくように──そう言った。

　普段よりもずっと低い声。イケメンボイス……いわゆるイケボで。

「へっ……？」

　デ、デート……!?　急に何!?

　そんなこと言われたの初めてなんだけど！

　しかもそんな、かっこいい声で……！

　わたしの動揺に気付いたのか、紫し苑おんはさらにわたしに密着。

　耳元で、さっきよりも妖艶さを増した声で、

「良ら菜な……俺と、デートしてほしい」

「……ッ[image: ][image: ]ッッッ[image: ][image: ]ッッ！」

　至近距離のその声に。唐突に始まった紫苑ＡＳＭＲに。

　わたしは思わず、声にならない叫びを上げてしまったのでした。














「──お、おお、なんかドキドキする」

　昼過ぎの原はらじ宿ゆく駅。竹たけ下した口ぐち改札前にて。

　賑にぎわう通りの前に立ち、わたしはそわそわしていた。

「服買いに来るなんて、いつぶりだろう。わたしいつもネットで買ってるから……」

「言われてみれば、わたしも久しぶりかもー」

　目深に帽子を被かぶり、メガネとマスクを着用した紫し苑おんが隣で笑った。

「先月夏物買ったとき以来かな、一ヶ月ぶりとか？」

「え……それで久しぶりなの？　わたしは、半年ぶりくらいなんだけど……」

「あはは、買わなすぎでしょそれは！　今年入って初めてとかじゃん！」

　……確かにそうかも。十代女子で、半年ぶりは頓着しなさすぎだったかも……。

　しかも、久しぶりの今回もちょっと訳ありで、

「この格好、まだ慣れないなあ……」

　歩き出しながら、わたしは自分の身体からだを見下ろす。

「服が視界に入るたびに……なんか、照れる」

　──一式、紫苑に服を借りていた。

　短めのスカートにオーバーサイズのジャケット。

　ビンテージなプリントのされたスウェットと、肩からかけるバッグ。

　今日のわたしは──『完全紫苑モード』。

　服もメイクもフル装備で。髪色以外は全身『香か家げ佐さ紫苑』の格好で買い物に来ていた。

「えー、そう？　似合ってるよ？」

　そんなわたしに、紫苑はうれしそうな顔を向けた。

「メイクも前回より、デート仕様でばっちりできたし！」





　　　＊






「──テープオーディション、受けてみてほしくて」

　紫苑ＡＳＭＲにドキドキさせられたあと。

　改めて、「どうしてデートを？」と尋ねるわたしに、紫苑はそう説明してくれた。

「テープオーディションってのは、オーディションの一つの形でね──」

　スタジオに集まって行われるオーディションと違い、各声優が提出する音声データで審査をするのがテープオーディションだ。その名の通り、かつてはテープ媒体で行われていたらしい。

　アフレコに比べて、録音方法は自由。

　事務所にあるブースやどこかのスタジオを借りて行ったり、カラオケボックスや自宅でスマホに吹き込んだりすることもあるとのこと。

「で！　それに受かったら、スタジオでのオーディションがあるから。そのとき良ら菜なが着る服とか、メイク道具を買いに行きたいなって」

「あー、なるほど」

　服とメイク道具か。確かにそのうち、そういうのも必要になるんだろう。

「うん、わかった……行く！」

「おけー、じゃあ確定ね。時期はスケジュールが落ち着いた頃、養成所にも慣れたくらいのタイミングがいいかなー」

　話し合って、日付を決めてスケジュールに記入する。

　紫し苑おんの言う通り、養成所のレッスンが始まったちょっとあとくらいの日程で。

　にしても、お友達とのお買い物なんて久しぶりだな。むしろ初めてかも。

　そんな初体験が紫苑と一緒なの、ちょっとドキドキするかもしれない……。

「そうそう、それから」

　紫苑が思い出した様子で顔を上げる。

「お出かけ中は香か家げ佐さ紫苑として振る舞ってもらいます。見た目から言動から何から何まで、わたしの振りをしてみてほしい」

「え……紫苑の振り？　街中でってこと？」

「うん。そういうのも必要でしょう？　わたしになりきる練習」

　腰に手を当て、紫苑はうなずいた。

「そこもそろそろガッツリ始めた方がいいでしょ。お芝居の練習にもなるし」

「なりきりの、練習かあ……」

　言われてみれば、そうかもしれない。

　スタジオオーディションが始まるということは、人前で紫苑の振りをするってことで。

　そんな練習、養成所じゃできないし、自分たちでなんとかしなくちゃいけない。

　だとしたら……お買い物ついでに本人の前でなりきってみるのは、実は結構効率がいいのかも。

「で、できるだけ！　頑張ってみる！」

　そんなわけで、わたしも紫苑にコクコクとうなずき返し。

　予定の当日である今日、こうして二人して原はら宿じゆくを訪れているのでした。
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「よーし、そろそろ始めよう」

　お目当ての店に向かいながら、紫苑が歌うような声で言う。

「ここからは、『香か家げ佐さ紫し苑おん』のお芝居をしてもらおうか」

「あー、もうやるんだ……」

　うなずきながら、わたしはキョロキョロを辺りを見回す。

　道行く沢山の人たち。若い人から仕事中らしき大人たちまで。平日にもかかわらず、小中学生みたいな小さい子たちの姿も見える。

「こ、こんなとこでやって大丈夫？」

　不安に駆られて、わたしはおずおずと尋ねた。

「なんか、変だなって思われないかな？　紫苑有名だし、身バレしちゃったりとか……」

「えー、大丈夫でしょ」

　紫苑は、けれどあっけらかんとした声でそう答えた。

「別にそんな、みんな周りの人を気にしてたりしないでしょ」

「そ、そんなものかな……？」

「うん。わたし、街中で声かけられたこともないし。世の中そんなアニメ好きばっかりでもないってー」

「そ、そうかなあ……」

　言ってる間にも、通りを行く若者たちのバッグ。そこに付けられたアニメのキーホルダーやらバッジやらが目に入る。さらには向かいの建物。大きな街頭ビジョンには、新進気鋭のアニメ監督、塔とうノの沢さわ藤とう次じさんのインタビュー映像が流れていて、

『──ええ、新作劇場アニメです。「おやすみユニバース」という小説が原作で──』

　……いやほんとに大丈夫!?

　アニメ、紫苑が思ってるより原はら宿じゆくでも人気じゃない……？

　とはいえ、確かに今のところ紫苑が声をかけられる様子はない。

　それ以前に、視線を向けられることもあまりない雰囲気で、そもそもわたしもこんな格好でここまで来ちゃったわけで、

「やるしかないか……」

　小さくつぶやいて、覚悟を決める。

　これまでひたすら「音」を覚えてきた紫苑。

　ライブ映像やネットの配信番組で、繰り返しチェックしてきた仕草や話し方。

　それを──この街中で演じてみるしかない。

「……よし、オッケー！」

　わたしの中に『紫苑』のイメージを宿し。

　声のトーンを上げて──まずはそう言ってみた。

「今からやってみるね。気付いたところがあったらどんどん指摘して！」

　顔には自信ありげな笑みを浮かべ、足取りもこれまでよりきびきびと。

　口調もできるだけ楽しげに、歌うような感じを心がけた。

　うん……結構できてるんじゃない？　初めてにしては、筋がいいんじゃない？

「あはは、思い切りがいいねー。そういうのマジ大事だよ」

　うれしそうに笑って、紫し苑おんはそう言う。

「役者は瞬発力が重要だからね。良ら菜なのその反応の良さは本当に才能だと思う。ということでさっそく言うと……」

　紫苑は、短くわたしを見る。

　そして──ズババババっと、一気に指摘を入れていく。

「まず、猫背になってる。もうちょっとちゃんと背筋伸ばして！」

「え、伸ばしたつもりだったけど……」

「足りてないよ。頭の上から一本の線で、引っ張られる感じを意識してみて」

「こ、こうかな……？」

「うん、良くなった。あとしかめ面禁止。人前にいるときは、できるだけ明るい顔で」

「……お、おーけー！」

「あー、顔は良くなったけど、完全にテンションが良菜に戻ってる」

「えー！　ほんと？　気付かなかったー、やば！」

「あはは、普段声張ってないのがバレバレの声してるね」

　楽しげに笑う紫苑。

「まあこの辺は仕方ないねー、時間がかかるところもあるだろうから！」

　……あー、やっぱそこはバレるかー。

　実際わたし、普段の生活で全然声張らないし。

　先生に授業で当てられても、結構ぼそぼそ答えちゃうからなあ……。

「難しいねー。これからは紫苑の振りも、しっかり練習しないと」

　言いながら、店のウインドウに映った紫苑とわたしを見比べる。

　確かにそっくりだけど細かく違うところが無数にあって、その一つ一つがめちゃくちゃに目立って見えた。

「でも、どうすればいいんだろ。どうすれば、上う手まく『紫苑』ができるようになるかな」

「んー、そうだなー」

　紫苑は考える顔になり、

「芝居の基礎と、同じなんじゃないかな」

「芝居の基礎？」

「うん」

　と、紫苑は真面目な顔でうなずく。

「わたしならどう生きるか、良菜が生きてる間ずっと考え続けるの。小さいことも、大事なことも」

「……紫し苑おんなら、どう生きるか」

「明日の朝ごはんに何を食べたいか、デートに行く日のネイルは何色にするか──決められた時間で何を捨てて、決められた場所で何を諦めるのか」

　──紫苑のする選択。

　何を選ぶのか。そしてそれ以上に──何を選ばないのか。

　紫苑の時間は限られている。対して、選択肢は数え切れないほどある。

　その中で、紫苑のする判断──それを、考え続ける。

「怖くなっても辛つらくなっても、やめちゃダメだよ」

　紫苑の目が、まっすぐわたしを見ている。

「良ら菜なの中のわたしに問い続けるの」

「……怖くなったり、辛くなったりすることがあるの？」

「あるある！　超あるよ！」

　もー困っちゃう！　みたいな顔で紫苑は言う。

「良菜もいつか、そんな日が来ると思うから。今のうちに覚悟しておきなー」

「えー怖いんですけど！」

「それが役者の宿命ですから。と、そろそろお店だね」

　言われて視線をやると、通りの向こうに紫苑の言うお店が見えた。

　海外デザイナーのブランドで、尖とがったデザインの服が一部の若者に大人気らしい。八十年代風のネオンが掲げられた店構えも、紫苑に通ずる遊び心が感じられる気がした。

「ということで、今日は服選びも良菜がやってみてよ」

　にまっと笑って、紫苑は言った。

「わたしならどれを気に入るか、どれを選ぶかを考えながらねー」

「わー、難しそう！　でもまあ、何でも挑戦だねー」

　ちょっと不安を覚えつつも、わたしはうなずいた。

　これもまさに「紫苑の選択を考える」練習になるんだろう。

　だとしたら、怖おじ気けづいたり恥ずかしがっている場合じゃない。

　できる限り『香か家げ佐さ紫苑』を貫くだけだ。

　ただその前に、

「……ていうか、本当にいいの？　お金出してもらっちゃって」

　ふと気になって、わたしは念のため紫苑に尋ねる。

「結構高い服でしょ？　なんかさすがに悪いなーって」

　今日の買い物の代金は、全部紫苑が持ってくれるという話だった。

　全然貯金がないからありがたいし、彼女の言い出したことでもある。

　けど……金額を考えると、どうしてもちょっと気が引けた。

「あーいいのいいの。仕事のための経費だし」

　ごく当たり前のような顔で、けれど紫し苑おんは言う。

「ちゃんと領収書もらって、確定申告のときに提出するから。個人事業主だし、その辺の切り分けはきっちりさせてもらいますよー」

「へえ、コジンジギョーヌシ」

　……正直、その辺のことはよくわからないけれど。

　紫苑がそう言うなら問題ないんだろう。ここはお言葉に甘えようと思います……。
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「──あー、これかわいい！　いいんじゃない!?」

　わたしが目についたカットソーを掲げると、紫苑は首を振り、

「──やー、わたしならもっと攻めたデザインのにするかな」




「──これなら沢山着回せそう！　王道のデザインだし！」

　手に取ったデニムジャケットに、紫苑はむーんと腕を組み、

「──オーソドックスなのは、もっと大人になってからでも着れるでしょー」




「──じゃあ、このパンツならノイズも出にくそうじゃない？」

　紫苑はパンツよりも、わたしの姿勢に目をやって、

「──ていうかまた背筋曲がってる。声のトーンも注意ね！」




　そんな風に指導をもらいながら、服を選ぶこと一時間。

　わたしたちは、一式『紫苑っぽい服』を買い終えた。

　アウターとインナー、パンツとスカートを数セット。普段のわたしが絶対買わないような派手なものだったし、結局紫苑に全部選んでもらってしまった。

　ていうかこれ、難しすぎない!?

　服の好みとか、出会って数週間でわかるわけないと思うんだけど！

　さらにその後、渋しぶ谷やの百貨店に移動してコスメのチェックを一時間。これはさすがに一式紫苑に選んでもらうことになり、使用方法までレクチャーしてもらった。

「──とまあ、こんな感じでやればわたしっぽくなるよ」

「ふんふん……難しいなー」

　お店の脇にあるベンチに腰掛け。

　メモを取ったノートのページを眺めながら、わたしは腕を組む。

「こんな色々コツがあるんだ。しかもわたし、これを事務所の車の中でやるんだよね？」

「慣れればなんとかなる！　芝居と同じで場数こなすしかないよ！」

「わかった。あー、あとさ」

　と、わたしは自分の身体からだ、さっそく着替えた新しい服に目をやりながら、

「こんな短いスカート穿はくの、実は初めてかも。ちょっとハズい」

　そう、それが気になっていた。膝の上の方まで見えちゃうスカート。

　制服でもいつもスカートは長めにしていたし、私服もパンツかロングスカートばっかりだった。なんだか妙にスースーするし、落ち着かない気分……。

　けれど、紫し苑おんはどこか意外そうに、

「え、そうなの!?　めちゃくちゃ似合ってるのに」

「んー。でもこれまでは、見せる相手も機会もなかったし」

「いやいやー、誰かに見せるために短いの穿くわけじゃないから」

　なぜか得意げに笑って、紫苑は胸を張る。

「わたしが一番かわいいと思うから選んだんだよ！　全部自分のためです！」

「ああ、なるほど」

　確かに、それは紫苑らしい発想だなと思う。

　肌を見せるのも綺き麗れいにするのも、全部自分のため。

　そんな気持ちでなら、わたしもこのスカート丈、大丈夫かも……。

「何をやるにも、そうやって人のせいにしないことが大事だねー。あ、あと！」

　と、紫苑は思い出した顔になり、

「お風呂入ったあと、寝る前には肘と膝にこのクリーム塗って！　がさがさの肌とか、絶対見せたくないから！」

「肘と膝まで……!?」

　ケアするポイントがさらに増えてしまって。わたしは頭爆発寸前になりながら、ノートにメモの続きを書き込んだのでした。
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「──ということで、わたしの演技はここまでにしよう」

　そんなこんなで買い物を終え。休憩しようとやってきたカフェ。

　窓際の席で、アイスティーを飲みながら紫苑は言う。

「お疲れ良ら菜な。よく頑張ってくれたね」

「……ふうぅぅ……」

　その言葉に──わたしは全身の力を抜きつつ深く息をついた。

「うん、お疲れ……」

　……本当に疲れた。

　一挙手一投足、全部紫し苑おんを演じながら買い物するのは……マジで本当に疲れた。

　頭はずっとフル回転、普段使わない筋肉を使ったから、明日は筋肉痛確定だ。

　もはやメモを取る元気も残ってない……。

「どうだった？　ここまで二、三時間くらい、ずっとわたしの振りをするのは」

「大変だったあ。もうくたくたになっちゃったし」

　と、わたしはテーブルに視線を落とし、

「正直、あんまり上う手まくやれた自信はないかも……」

　うん、実際にやってみてわかった。

　誰かのお芝居をするのは、本当に難しい。

　顔が似てるとか声が似てるとかそういうアドバンテージはあるけれど、声色が一つ違えば、素振りが一つずれれば、あっという間に「別の人」になってしまう。

　思っていた以上に、『紫苑の振り』は大変だ。

「それに……正解がわからないんだよね」

　一番の不安ポイントを、ぼやくようにしてこぼした。

「紫苑だったらこうするかなとか、こう考えるよねとか色々想像はできるんだけど。実際がどうか、紫苑が本当にそう考えるのかがわかんないっていうか。それが不安で……」

　キャラにしろ紫苑にしろ、わたしたちがしているのはあくまで『お芝居』だ。

　つまり、わたしたちは本人じゃない。

　確実にそこにあるはずの『正解』を真ま似ねているだけ。

　だからこそ──底なしの不安があった。わたしの思う『正解』は、本当に正しいの？

　キャラは、紫苑は、本当にこんな言動をする？　本当の、本当に？

　さらに視線を落とし、爪先を見る。

　紫苑の格好をしているけれど、唯一わたしが自宅から履いてきたスニーカー。その汚れがなんだか普段よりもみっともなく見えて、この場にふさわしくない気がした。

「あー、なるほどねー。でもそれは、簡単な話かも」

　紫苑は意外にも、あっさりした口調でそう言う。

「答えが合ってるか合ってないかは正直関係ないんだよ」

「関係ない……？」

「うん」

　うなずくと、紫苑は窓の外、街の景色に目をやり、

「大事なのは──良ら菜なが良菜の中の『紫苑』をどれくらい信じられて、身と心を預けられるか。虚構を真実と語れるか、だよ」

「そっ、か」

　つぶやいて、コーヒーを一口飲む。

「虚構を、真実と語る……」

　舌の苦みを味わいながら、わたしは考える。

　……芝居って、もしかしたらそういうことなのかもしれない。

　演技は演技である以上、どこまでいっても虚構だ。ウソに過ぎない。

　けれど、それを本物だと思わせるのが、真実として語るのがお芝居なんだ。

　だとしたら、まずはわたしがわたしの中の『誰か』を、どこまで信じられるか。

　信じなきゃ、真実になんてならない。

「……信じられるまで、考えるってことだよね」

　紫し苑おんとの会話を思い出しながら、わたしはつぶやく。

「その人がする選択を、怖くなっても考え続ける……」

「そういうことだねー」

　紫苑がこくりとうなずく。

「永久に、それを続けるだけだよ」

　テーブルに、短く沈黙が降りる。

　店内に流れるお洒落しやれな音楽が、わたしたちをうっすらと包む。

　普段はこういう静けさが苦手なのだけど、紫苑相手だと気まずくなくて不思議だった。

　コーヒー二口分ほども黙ったあと、

「ていうか、このあともうちょっと時間ある？」

　ふと思い立った様子で、紫苑が声を上げた。

「え、あるけど」

「だったらさあ、一回、試してみちゃおうか？」

「何を？」

「テープオーディション」

　あっさりと、紫苑はそう言った。

「良ら菜ながそこまでお芝居のこと考えてるなら──試しにテープ録とっちゃわない？」
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「──ようこそ我が家へ！」

「お、お邪魔します……」

　カフェを出た一時間後。

　わたしはＪＲ新しん宿じゆく駅から数駅ほどの街にある──紫し苑おんの自宅にお邪魔していた。

「お、おおお……」

　玄関で靴を脱ぎながら、思わずキョロキョロしてしまう。

「ここが、紫苑の家……」

「何キョドってるの」

　そんなわたしを振り返り、紫苑が面白そうに笑った。

「別に普通でしょ、この辺は」

「全然普通じゃないよ！」

　そんな彼女に、わたしは手に汗握り言い返した。

「だって、高校生で一人暮らし……しかも、こんな立派な家に！」

　──駅から歩くこと、十分ほど。

　紫苑が連れてきてくれたマンションは──見るからに立派だった。

　見た感じ七階建てくらい。

　築年数も浅そうな洒落しやれた外見のマンション。

　佇たたずまいにも設備にも高級感が溢あふれていて、「さすが有名人の家」と驚いてしまった。

「ていうか、紫苑は実家どこにあるの？　一人で住むってことは、地方とか？」

「ううん。千ち葉ばの流なが山れやま。でも、移動時間がもったいないから一人でこっちに越してきた」

「引っ越し理由もストイック……」

　そんなことを言いながら、リビングに続く廊下を歩く。

　周囲をキョロキョロ見回しつつ、紫苑の部屋、きっとお洒落なんだろうなーと思う。

　こだわりの強い彼女のことだ、インテリアや家具なんかにもセンスを発揮しまくって、めちゃくちゃかわいい部屋に住んでいそう……。

「てことで、ここがリビングだよー」

「……お、おお！」

　考えるうちに、紫苑が扉を開けてくれる。

　そして、目の前に広がった光景に。

　ちょっと意外な雰囲気のそれに、わたしはもう一度声を上げた。

「これが、声優さんの部屋……」

　──紙が多い。

　まず、そんな第一印象だった。

　本棚に詰まっている漫画や小説、出演したであろうアニメの台本たち。

　お洒落ではあるんだけど、むしろ仕事の匂いをはっきりと感じる部屋だった。

　キャビネットの上にも本立てが置かれ、資料や何かの紙束がどっさり並んでいる。

　家具の中だけでは足りなかったらしい。ついには床にまで段ボール箱が置かれ、そこからはみ出そうな枚数の台本が収められていた。

　ちらりと見えたタイトルは、わたしも聞いたことのあるスマホゲームのものだった。

　広いその空間には、他にもお仕事の関連グッズが目に入る。

　壁に貼られた色紙たちは、出演した作品の原作者さんが描いてくれたものらしい。

　いくつかにはご本人による紫し苑おんの似顔絵が描かれていて、絵柄ごとに色んな表情をした紫苑がいて面白い。

　さらに、

「で、ここが我が家の録音ブースです」

「お、ほほーう！」

　言いながら、紫苑がクローゼットを開けた先。

　そこにあった空間に──子供みたいなわくわく感を覚えてしまった。

「すごい、ちょっとしたスタジオだ！」

　壁面に張られた、でこぼこの吸音材。

　スタンドに据え付けられた、丸くてちょっとかわいいマイク。

　そのコードはクローゼットから外に続き、デスクのパソコンに繋つながれている。

　──秘密基地。

　幼い頃段ボールで作った秘密基地を思わせる、ときめく空間がそこにあった。

「わたし、テープの音源も妥協したくなくてさー」

　パソコンを立ち上げながら、紫苑が言う。

「録音からノイズ取りまで、全部やっちゃって提出するようにしてるの。だから今日、良ら菜なも録とってみよう」

　そして、彼女はこっちを向き、

「今日まで経験したこと、考えたことを、まずは一回芝居にしてみよう」

「……うん！　わかった！」

　──テープオーディション。

　思ったよりもずっと早くその機会が来たことに、ドキリとしながらうなずいた。

「はい、これがやってほしい台本で」

　わたしの緊張に気付いているのかいないのか。紫苑は傍らの紙数枚をこちらに渡す。

「で、こっちが原作漫画。『その女、転生者につき』ってタイトルなんだけど、極道の組長の娘が異世界に転生して、ギルドを育てていくって話だね」

「へえ、面白そう」

「今回演じる役は、主役の一いちじ条よう院いん栞かん奈な。これ、この子。黒髪ロングで和風美人で、気っぷの良いい姐あね御ご肌。ただ、本気で成熟してるわけじゃないから初々しい感じ。広ひろ島しま出身で基本的には標準語でしゃべるんだけど、ゴブリンとか相手に啖たん呵かを切るときは関西弁になる」

「なる、ほど……」

　ドキドキしたまま、しばし原作を読んでみる。

　一いちじ条よう院いん栞かん奈なは関西では名の知られた極道、一条院組の組長の娘だ。

　十七歳、女子高生。素性を隠して神こう戸べの学校に通いつつ、いつか父親のような義ぎき侠よう心しん溢あふれる極道になりたいと思っていた。

　そんなある日、彼女は抗争相手の鉄砲玉が運転するトラックに轢ひかれ、異世界転生。あちらの世界で自分のギルドを作って魔族に抗争をしかける、という話らしい。

　演じるのは第一巻の終盤。魔王軍幹部のアジトにカチコミをかけ、ゴブリンに啖たん呵かを切るシーンだ。

　──そこまで読んで。

　作品の概要とキャラを理解して──、

「……なんか、わかったかも」

　思わず、そうこぼした。

「このキャラ……紫し苑おんならどう演じるか、わかったかもしれない」

　──頭の中で、紫苑が芝居をしていた。

　目の前にあるセリフ、キャラ、作品の概要。

　それを全て踏まえてみたときに──イメージができた。

　紫苑がどんな芝居をするか、どんな風に『一条院栞奈』を演じるか。

　そんなわたしに──紫苑はにーっと笑みを浮かべる。

　そして、手早くパソコンを操作し、音楽作成ソフトみたいなものを立ち上げると、

「じゃあ、さっそく録とってみよう」

　あくまで落ち着いた声で、わたしにそう言った。

「失敗してもいいから、録音して聞いてみようか」

「うん……わかった」

　うなずいて、わたしはクローゼットの中に入る。

　紫苑がマイクの高さを調節して、わたしの口元に合わせてくれる。

「気を付けることは一杯あるけど、まずは最初から通してね。いくらでも録り直せるし」

「おーけー」

「はい、いつでも始めていいよ」

　紫苑がマウスをクリックし、音楽制作ソフトが録音を始める。

　それを確認してからわたしは頭の中の紫苑、その芝居を思い浮かべ──演技を始める。

　まずは、栞奈がゴブリンに啖呵を切るセリフ。




「決着けじめつけましょうや、ゴブリンはん。こうなったらタマ取り合うほかあらしまへん！」




　次に、ギルドの仲間が傷つき、そこに駆け寄るシーン。




「サブぅー！　あんた……あんた、なんであたいをかばったりなんか……もう誰も、回復魔術は使えないんだよ!?」




　次に、幹部を倒し、朝焼けの中街に帰るシーン。




「全く……こっちの朝日も哀かなしい色だね。呉くれの港から見るのと、同おんなじ赤だ──」




「──ふんふん、オッケー」

　そんな風にして一通りセリフを録とり終え。

　ソフトの録音を止めると、紫し苑おんがディスプレイから顔を上げる。

「えらいね、ちゃんと最後までやりきれた」

「……いや、でもダメだなあ」

　そう返しながら、わたしは悔しさに唇を噛かむ。

「頭の中の紫苑は、もっと上手にお芝居をしてたんだけど……全然わたしの舌が、追いついてくれなかった」

　滑舌も発声もニュアンスの表現も、全く思っていた通りにならなかった。

　養成所に通い始めてちょっと経たつけれど、その程度の実力じゃ紫苑に到底追いつけなかった。芝居のイメージができている分、それを形にできないのがもどかしい。

「それに、単純に噛んだ部分もあったし、関西弁もイントネーション変だったと思う。お芝居の解釈も、もう少し考え直したいかも」

「おっけー。じゃあさっそく、確認していこうか」

　どこかうれしそうにうなずき、音声を再生する紫苑。

　流れ出す、拙いわたしのお芝居。反省点は無限に見つかって、




「──ここ、ちょっと吹いちゃってる。口とマイクの位置気を付けて」

「──わかった、意識する」




「──んー、滑舌甘いね。焦らなくていいよ」

「──イ段が続くと厳しいなー」




「──この部分、感情違うかも。哀しいって言ってるけど口調は多分違って」

「──ああ、ちょっと笑ってる感じみたいな？」




　やるべきことは無限に増えて、思考リソースを一気に持っていかれる。

　イ段、感情、と赤ペンで台本に書き込み、口の中でセリフを小さく転がす。

　このあとの録とり直しも、なかなか大変になりそうだ……。

　そんなことを考えていると、

「……良ら菜なの芝居、ちょっと三みつ棟むねさんに似てるね」

　ふいに紫し苑おんが、音声を聞きながらそうこぼした。

「ん？　三棟さん？」

「知らないかな？　声優の三棟珠たまさん」

「あ、ああ！　あの三棟さんか！」

　三棟珠さん。若手女性としては、間違いなく日本一の声優だ。

　年齢は二十代後半。超人気作や社会現象アニメに何度も主演で参加。

　人間国宝級アニメ監督にも信頼されている、超実力派。

　わたしでさえ以前から名前は知っていたし、出演作もいくつか見たことがあった。

「わたし、あの人の大ファンでさあ……」

　目を細め、紫苑は言う。

「昔同じ事務所だったからよくお世話になったけど。別世界の天才だよ、あの人は……」

「……そうなんだ」

　──別世界の天才。この紫苑でさえ、そんな風に賞賛する人。

　当たり前みたいに出演アニメを見てきたけど、そこまですごい役者さんだったんだ。

「三棟さん、ときどきすごく透き通った芝居をするのね。素直で綺き麗れいで、水みたいなお芝居」

「へえ、水みたい、か……」

　出演アニメを二、三思い浮かべて、そのお芝居を思い出す。

「変な癖がないっていうか、何でもできるみたいな？」

「だね。良菜の芝居も……それにちょっと似てるかも。無色透明、っていうか。単調ではないけど、余計な味付けがないところが」

「……『無色透明』」

　その言葉が、妙に頭に残った。

　色がない。透き通っている。けれど、確かにそこに存在するお芝居。

「逆にわたしの芝居って、色がめちゃくちゃ濃いから」

　困ったように笑って、紫苑は続ける。

「上の世代っぽいというか、良くも悪くも自分の芝居を貫いちゃうというか。だから……うらやましい。これは声優として武器になりそう」

　その言葉に──目が覚めたような感覚がある。

　確かに、わたしは透明な存在だったと思う。

　目立たないし目を惹ひかないし、相手の記憶にも残らない。地味で幽霊みたいな女の子。

　けれど──そんなわたしの特徴が、武器になるかもしれない。

　地味さが声優としての強みになるかもしれない──。

「……まあ」

　と、紫し苑おんはこちらを向き表情を崩すと、

「良ら菜なはこれからわたしの芝居をするわけで、あんまり透明さは使えないんだけどねー」

「えー、せっかく褒められたのに！」

「その代わり、徹底的にわたしの色に染めてあげる！　他の女に染まらないように！」

「……何それ」

　その言葉に。紫苑の変な物言いに、わたしも思わず笑い返したのでした。

「だからそれ、彼氏に言うヤツじゃん」





　　　＊






　──その日から、テープオーディションに繰り返し参加する日々が続いた。

　紫苑の家で音声を吹き込み、彼女の仕事に立ち会い、残りの時間でお芝居の練習を続ける毎日。

　養成所での、週一の稽古も続いている。

　新しん宿じゆくの地下にあるスタジオ。

　そこに二十人ほどの生徒が集まって、芝居の基礎から声優業をたたき込まれる時間。

　発声練習にセリフ読み。芝居に必要な身体からだ作りやキャラ把握。

　少し慣れてきた最近は、アフレコの実習やマイクワークの練習も。

　優しくて厳しい講師の先生に、みっちり鍛えられていった──。

　そして──数週間後。

「──受かりましたよ」

　いつものように、現場に向かう車の中。

　斎さい藤とうさんが、ちょっとかしこまった様子で言う。

「山やま田ださんが、この間テープを送ったアニメのオーディション。『スパチャしないで武ぶ威い沼ぬまくん』。受かったので、次はスタジオオーディションに来てほしいと連絡がありました」

「……へ？」

「おーやったじゃーん、良菜」

　隣に座っていた紫し苑おんが、軽い口調でそう言う。

「テープ初突破だね。これで、次のオーディション受かったら出演が決まるよ！」

「……え、スタジオ……？　出演……？」

　二人の言葉に、マヌケにそう返すわたし。

　けれど……短い間を置いて現実を理解して。

　テープオーディション突破という事実を前にして、

「……お。おおおおお～」

　緊張とも喜びともつかない声を、わたしは上げてしまったのでした。














　オーディションの会場となる、都心のスタジオ。

　そのロビー、声優さんたちが自分の順番を待っている空間で。

「……」

　わたしは何度も、手元の台本を読み返していた。

　同じセリフを繰り返しチェックする。

　急に不安になって、お芝居の注意点を書き込む。

　手の平の汗を吸って、紙がちょっとずつよれてきてしまう……。

「まあまあ、落ち着いて」

　わたしの前に立つ斎さい藤とうさんが、優しくそう言ってくれる。

「気合いが入るのもわかるけど、いつも通りにいきましょう──紫し苑おん」

　──紫苑。

　そう、今日わたしは香か家げ佐さ紫苑としてここにいる。

　初めてウィッグをかぶりフルメイクをし、彼女っぽい服を着て仕事に臨んでいる──。

　──紫苑と出会って、そろそろ二ヶ月。

　タイムリミットの半年まで、あと四ヶ月。

　そんなタイミングでわたしはついに──初のスタジオオーディションを迎えたわけだ。

　だから、堂々としていないといけないんだけど。

　紫苑の振りを、こういう場でも貫かなきゃいけないんだけど……。

「うう……」

　心臓が、爆発寸前だった。

　バレてしまわないか、おかしいと思われないか、些さ細さいなことで、他人と入れ替わっていると見抜かれないか。不安で不安でしょうがない。

　一応スタジオ入りした際、斎藤さんの知り合いのスタッフさんたちと挨拶するタイミングはあった。他の声優さんたちにちらりとこちらを見られることもあった。

　それでも「あれ？　なんか紫苑おかしくない？」みたいな雰囲気を出されることはなくて、一旦は胸をなで下ろした。

　少なくともぱっと見は、それほど違和感なく紫苑の振りをできているっぽい。

　ただ──、

「あー紫苑、久しぶりー」

　そんな風に、声をかけてきた先輩声優。

　いくつもの作品で共演し、ご飯に行ったこともあるという一いつ色しき真ま知ちさんは、

「あーどうも、お久しぶりでーす」

「……お互い頑張ろうね」

　──一瞬、返事に間があった。

　ちょっと不思議そうに揺れる目と、怪け訝げんそうな表情。

　そして、

「……紫し苑おん、今日調子悪い？」

「え、なんか変ですか？」

「ちょっと疲れてるっぽく見えるかも……」

「そ、そんなことないですよ！」

　慌ててそう言いながら、声のトーンを一段階上げた。

「いつも通り元気です！　ちょっと寝不足ではあるんですけどね！」

　それ以上は追及されることはなかったけれど、やっぱり以前からの知り合いは引っかかる部分があるみたいだ。本当に、細心の注意を払って紫苑の振りをしないと……。

　そんなことを考えるうちにも、オーディションは進行していく。

「小お田だ原わら奈な那なさん」

「はい！」

「こちらへ、よろしくお願いします」

「よろしくお願いします！」

　そう言って、隣に座っていた声優さんがブースへ消えてゆく。

　もう一度心臓が高鳴って、額に汗が浮かんだ。

　仮に──入れ替わりがバレないとしても。

　純粋に紫苑だと思われるんだとしても、これから自分はオーディションを受けるんだ。

　これまで養成所や紫苑の家だけで披露していたお芝居を、プロの現場でお見せすることになる。

「……大丈夫ですよ、ちょっとくらい失敗しても」

　わたしの緊張を察したのか、斎さい藤とうさんが小声で励ましてくれる。

「今日の音響監督、浜はま野の二じ郎ろうさんなんで。ほら、『ゆるけんどー』でお世話になった」

「あ、ああ。あのときの……」

　言われて、浜野さんのことを思い出す。

　ラフな格好の中年男性。仕事はサクサク進めるのに物腰は柔らかくて、なんならちょっと適当そうにも見えて……うん、確かに。あの人に見てもらうなら、緊張がほぐれそうな気がする。

「だからまあ、大船に乗った気でいきましょう。大丈夫です」

　と、そこで斎藤さんは声のトーンをグッと落とし、

「……紫苑本人も、死ぬほど失敗してきたんですから」

「そ、そうなんですか……？」

「ええ。何度あの子が大泣きするのを慰めたかわからないですよ」

「へえ……」

　紫し苑おんの大泣き。ちょっとそれは、どんな感じか思い浮かばなかった。

　でも、紫苑でさえ泣いちゃうんだ、失敗すると……。

　なら、わたしはどうなるんだろう？　一撃で、再起不能になっちゃうんじゃ……？

「──香か家げ佐さ紫苑さーん」

「はいっ！」

　そんなタイミングで──スタジオから名前を呼ばれた。

「こちらへお願いしまーす」

「はい！　よろしくお願いします！」

　弾はじかれるように、その場に立ち上がる。

　椅子がゴゴゴ、っと音を立て、わたしは慌てる。

　しまった、動揺しすぎてる！　もっと自信満々で、あの子らしくいかないと！

　大きく深呼吸すると、胸を張る。頭の上から一本の線でピンと引っ張られる感覚。

　顔には朗らかな笑みを浮かべ、一つ斎さい藤とうさんにうなずいたら……、

「じゃあ……いってきます！」

「ええ、頑張って」

　わたしは案内に続いてスタジオに向かった。





　　　＊






　結論から言うと、大失敗をした。

　ブースに入りマイクの前に立ち、

「プロダクションモモンガ、香家佐紫苑です」

　そう挨拶をするところまではよかった。

　頭の中にいる紫苑、そのお芝居をきちんとできていたと思う。

　けれど──、

『よし、じゃあいってみようか』

　据え付けられたスピーカーから、浜はま野のさんのトークバックが聞こえる。

『ひとまず台本、頭からつらっとお願いします』

「わかりました」

　そう返事して、コントロールルームに目をやって──それがまずかった。

　防音ガラス越し、こちらを見ている大人たち。

　浜野さんとミキサーさん、ミキサー助手の方。その奥にいる何人かの男性。

　その景色に──一発でやられた。

　心臓が大きく跳ねて、すさまじい速度で脈打ち始める。

　全身に汗がぶわっと噴き出して、唇がガタガタと震える。

　結果──、




「──ど……どっちが、す、好きなの……」

「目の前にいるわたしと……ぶ、ＶＴｕｂｅｒとしての……わた、わたし……」




　泣き出しそうな声になった。

　かすれて震えて、たどたどしい声になった。

　まずい。おかしい、どう考えたって変だ！

　キャラと絶望的に合っていないし、紫し苑おんがこんなことをするはずがない！

　泣きたくなったし帰りたくなった。

　けれど──ここはプロの現場で、わたしは香か家げ佐さ紫苑としてここにいる。

　逃げ出すことはできない──。




「ス、スパチャなんて……しないで。わたしは、たっ、ただ……ク、クラシュメイトとしての、わたしに──」
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『──ちょちょちょ、ちょっと待った！』

　スピーカーから、トークバックが割り込んできた。

　ビクリとしてみると……浜はま野のさんは頭をかき、背もたれに体重を預ける。

『……一体どうした？』

　困ったような笑みを浮かべて、彼はそう言った。

『紫し苑おん……何があった？』

　冷や汗が、どっと背中に噴き出す。

　……やばい、バレる！

　このままのお芝居を続けたら──わたしが紫苑じゃないってバレちゃう！

　考えてみればわたし……浜野さんの前で咳せき払ばらいの芝居をしたことがあるんだ。

　なんとなく、知り合いがいて安心していたけど。

　浜野さん優しいしなんとかなりそう……とか思ってたけど。

　むしろ……この人が一番、わたしの正体に気付いちゃいそうじゃない!?

　一番の危険人物だったんじゃない!?

『……珍しく、緊張でもしちゃった？』

　けれど……浜野さんは優しい声でそう言ってくれる。

『大丈夫だよ。リラックスしていつも通りにやりな』

　見れば、彼は気づかうような笑みでこちらを見ていた。

　そして──声。

　スピーカー越しでもはっきりとわかる、優しそうなニュアンス──。

　──ふいに、わずかに気持ちが落ち着くのを感じた。

　ずっと、紫苑の声を聞いてきたからわかる。浜野さんは……心配してくれている。

　わたしを、紫苑を責めるのではなく「大丈夫だよ」となだめてくれている。

　……一度、大きく深呼吸した。

　そして──頭をバシッと切り替えて、

「……あー、すみません！」

　紫苑モードで浜野さんに答えた。

「わたしこれ、原作の大ファンで。久々にガチガチになっちゃいました！　ごめんなさい！」

『ああ、そうだったんだね』

「もう一度頭からいいですか？　今度はちゃんとやるので」

『うん、大丈夫ならそれでお願い』

「はい、大変失礼しました！」

　頭を下げて、もう一度マイクに向かう。

　さっきまでの緊張は、もうずいぶんとほぐれていて、




「──どっちが好きなの!?　目の前にいるわたしと、ＶＴｕｂｅｒとしてのわたし！」




　紫し苑おんらしい芝居を、わたしなりに見せることができたのでした。





　　　＊






　一通り、お芝居を終えて。

『──はい、ありがとうございました』

　トークバック越しに、浜はま野のさんがそう言った。

『以上です。お疲れ様』

「お疲れ様でした！」

　わたしもマイクの向こうに、晴れやかな気持ちでそう返した。

「すみません、最初だけテンパっちゃって」

『いやいや、大丈夫だよー』

　笑顔でそう言って、手をひらひら振ってみせる浜野さん。

　まあ……悪くない芝居ができたと思う。

　正直、受かるかというと厳しいだろう。初っぱなから派手にこけたし。

　けど、及第点ではあったはず。紫苑の特長は、わたしなりに再現できた気がする。

『……あー、あとごめん紫苑、実はちょっと別キャラもやってみてほしくて』

　もう一度、浜野さんの声がブースに響いた。

『乃の々の役のオーディションは次の子で最後だから、それが終わったらまたブースに来てもらえない？』

「ああ、別キャラ！」

　そっか、そういうこともあるんだな。

「はい！　わかりました！　もちろん大丈夫ですよ！」

『おっけー。じゃあまたあとで、よろしくね』

「よろしくお願いします！　ありがとうございました！」

　スタジオの皆さんに頭を下げると。肩の荷が下りた気分でわたしはロビーに戻ったのでした。





　　　＊






　そして──数十分後。

　もう一度やってきた、スタジオ内。

「どのキャラをやればいいですかー？」

　コントロールルームで待っていた浜はま野のさんに、わたしは尋ねる。

「わたし、原作読み込んできたんで。どの子でもばっちりやらせてもらいますよ！」

　ただ──そこまで言って。わたしは違和感に気付いた。

　人が減っている。

　さっきのオーディションのときには、もっと沢山いたはずなのに、今コントロールルームにいるのは音響監督の浜野さんだけ。つまり……わたしと彼、二人しかいない。

　追加のオーディションだよね？　他のスタッフさん、いなくて大丈夫なの……？

「えーっと。名前は何だっけ……」

　そんなわたしに、浜野さんは考える顔になり、

「確か、うーんと……そうだ」

　と顔を上げる。

「山やま田ださんだ」

　わたしを見て──そう言った。

「山田良ら菜なさんだよね？　紫し苑おんじゃなくて」

「……えっ」

　呆ほうけてしまった。

　思ってもいなかった名前で呼ばれて、反応が遅れてしまった、

「……えー、何言ってるんですか！」

　慌てて『わたしの中の紫苑』を呼び出す。

「あの子には、一回代役を頼んだだけですよ。今日は普通に紫苑本人ですって」

「いやいや、思いっきり声震えてるじゃない」

　困ったように笑って、浜野さんは言う。

「ブースにいるとき気付いたよ。今さら隠さなくっていいって」

「……でもわたし、本当に紫苑で……」

「大丈夫、他は誰も気付いてないから。監督もプロデューサーも、普通に本人だと思ってるし」

「……その、あの……」

　脚がガタガタ震え出す。

　自分でも、顔が真っ青になっていくのがはっきりわかる。

「ほら。紫苑はそんな顔しないよ」

　相変わらず、苦笑している浜はま野のさん。

「あの子のことは、デビュー前からずっと見てるんだから」

　……これは、ダメだ。

　もう、隠し通せない。

　わたしが山やま田だ良ら菜なだって……香か家げ佐さ紫し苑おんじゃないって、白状するしかない。

「……すみ、ませんでした」

　ガクリと肩を落とし、泣きそうになりながら打ちあけた。

「浜野さんの、おっしゃる通りです。山田です……」

　言いながら──わたしの頭の中を『失敗』の二文字が躍っていた。

　終わった、全部終わった……。

　ごめん、紫苑。一発目のオーディションから正体バレちゃった……。

　……これから、どうなるんだろう。

　最悪のビジョンが、頭の中を駆け巡りまくる。

　きっと、めちゃくちゃ怒られて、この話が色んな関係者にもバレるんだ……。

　最悪、炎上して大事件になったり、そういうこともありえるんじゃ……？

　紫苑もわたしも、死ぬほど叩たたかれるんじゃ……!?

「マネージャーさん、呼んできてもらえる？」

　そんなわたしに、保育士さんみたいな笑みで浜野さんは続ける。

「一度ちょっと、話を聞かせてよ」

「……はい」

　そう答えると、わたしは一度深く頭を下げ。

　幽霊みたいな足取りで、斎さい藤とうさんの下へ向かったのでした──。







「──はー、なるほど。そういうことねえ」

　一通り、斎藤さんからも事情を説明したあと。

　浜野さんは、椅子の上で伸びをしながら言う。

「入れ替わりかあ、まためちゃくちゃなこと思い付いたなあ、紫苑は」

「……本当にすいませんでした」

　そんな彼の前で──紫苑の格好のまま。

　針のむしろに座る気分で、わたしは深く頭を下げる。

「こんなありえないことをしちゃって……どう、お詫わびをすればいいのか……」

「いえ、謝るのはわたしです」

　斎藤さんも、深刻な表情でわたしに続いた。

「山やま田ださんは、わたしと紫し苑おんに巻き込まれただけで……責任は、わたしたちにあります。申し訳ありませんでした……」

　コントロールルームに満ちる重い空気。

　呼吸も上う手まくできなくて、窒息しそうになる。

　わたしも、そして多分斎さい藤とうさんも、完全にまな板の上の鯉こいだ。

　これから下されるお沙汰を、大人しく受け入れるしかない……。

　けれど──、

「……まあいいんだけどね」

　なんだか抜けた声で浜はま野のさんは言う。

「別に紫苑が、誰かと入れ替わろうと」

「……ほ、ほんとですか？」

　その反応が意外で、声を裏返しながら尋ねた。

「お、怒って、ないんですか……？」

「うん。別に怒らないさ。俺はね、仕事さえちゃんとしてもらえればＯＫなんだよ。その辺の事情に立ち入る気もないし」

「じゃ、じゃあ！」

　斎藤さんが身を乗り出す。

「見逃して、もらえるんですか？　今回のこと……」

「ああいいよ、今のところ迷惑かけられたわけじゃないからね。誰にも言わないよ」

「……そう、ですか」

　はぁぁあぁあ……と安あん堵どの息を吐く斎藤さん。

「すいません、ありがとうございます……」

　その隣で、わたしも思わずうずくまりかける。

　……よかった、本当によかった。

　わたしと紫苑の入れ替わり生活、初オーディションにして終了かと思った。

　最悪、業界全体の大騒ぎになるところまで想像しちゃってた……。

「ただ、まあ……」

　浜野さんは、柔和な笑みをわたしに向け、

「このままだと……本格的に入れ替わるには、まだまだ時間がかかりそうだね」

「ああ、ですよね……」

「普段の振る舞いもそうだし、何より芝居だ。仮に全力でできても、全然紫苑には及ばないかなあ」

「そこは、自覚してます……」

　オーディションであんな失敗して、あっという間に紫苑じゃないのがバレて。

　そのうえ──芝居のレベルには雲泥の差がある。

　こんなんじゃ、完全に入れ替わるなんて夢のまた夢だ。四ヶ月後に迫ったタイムリミットで、斎さい藤とうさんに「いける」と思わせるのだってかなり厳しいはず。

「とはいえ確かに」

　けれど、浜はま野のさんはわたしをじっと見る。

「ちょっと、光るものも感じるんだよなあ。紫し苑おんの芝居の核は掴つかめているっていうか、おいしいところはよくわかってる。センスはあるね。芝居勘みたいなものは」

「そ、そうなんですか……ありがとうございます」

　思わぬ褒め言葉に、きょとんとしながらお礼を言った。

　まさかこの流れで、そんな風に言ってもらえるとは思ってなかった……。

「だから多分君は、憧れが大事なタイプだろうなあ。憧れるものを追いかけて、強くなる役者なんじゃないかな」

「そう、かもしれませんね……」

　バンドをやっていたときも動画を撮っていたときも、わたしは『憧れに近づきたい』って欲求に突き動かされていた気がする。

　好きなバンドや映画監督。彼らの作品にかかった魔法を、再現したいという気持ち。

　そして今も──お芝居に受けた感銘が、わたしを駆動している。

「ちなみに、今養成所に行ったりはしてる？」

「ああはい、行ってます！　斎藤さんに紹介してもらった、角つの筈はずボイスカレッジに……」

「あー、角筈ね！　だったらそうだな……」

　と、浜野さんはにやりと笑い、

「ちょっと、面白い人を呼べるかも」

「面白い人……ですか？」

「うん」

　浜野さんはポケットからスマホを出すと、それをのんびりいじり始めた。

「これが山やま田ださんの刺激になればいいんだけど……」

　何やら、悪巧みするような表情の浜野さん。

　そんな彼を前に……一体何が起こるんだろうと。誰を呼ぶつもりなんだろうと、わたしは首をかしげたのでした。





　　　＊






『──はーい、一旦ストップ！』

　週に一度の、角筈ボイスカレッジでの授業。

　基礎の練習を一通り終え、始まったアフレコの練習で。

　映像を見ながら一話分演じ終えて、講師の先生がトークバックで言う。

『良くなってきたね。パクもみんな合うようになってきたし』

　養成所──声優専門の教室に参加させてもらって、一ヶ月ちょっとが経たっていた。

　基礎の発声や発音の練習、役者になるための身体からだ作りや、台本読みの基本など。

　わたしはこれまでも、声優になるための一番の根本をここで教わってきた。

　おかげで、じわじわではあるけれどお芝居の基礎力は上がってきたと思う。少なくとも『役者の卵』を自称できるくらいにはなったんじゃないかな。

　ちなみに……紫し苑おんも女優から声優に転向した頃、この角つの筈はずボイスカレッジで授業を受けていたそうだ。その繋つながりが今も続いていて、今回わたしは途中入学みたいな形で参加させてもらうことになったのだった。

『わたしからの指摘はあとで入れるとして……どう？　お互いの芝居で気付くことはあった？』

　その言葉に、ブースにいる七人ほどの仲間が顔を見合わせる。

『意見があったら、それぞれで話してみて！』

　角筈ボイスカレッジの授業は、受講生の自主性を重んじているらしい。

　声優になるのに、ただ与えられていることを漫然とこなすだけではいけない。

　自ら課題を見つけ、練習を課し、成長していける役者にならなくてはならない。

　そんな理念の元、こんな風に。

　練習中、わたしたちはお互いに意見を言い合う機会を頻繁に設けられていた。

「──マイクワーク、後半ごちゃついたね」

「──ごめん、あれわたしが73でミスった！」

「──でも、立て直せればよかったよね。みんなテンパりすぎたかも」

　もちろん、キツい意見をぶつけられることもある。

　そのせいで、受講生同士がケンカしそうになることもある。

　けれど、確かにこの方針のおかげでわたしは自分のお芝居だけじゃなく周囲のお芝居にも目が向くようになって、一層視野が広がった気がしているのだった。

「……山やま田ださん、シーン52のセリフ、良かったんじゃない？」

　話題が一度途切れたところで。

　養成所の仲間、青あお物ものくんがわたしにそんな風に言ってくれる。

「その前の俺のセリフに合わせてくれただろ？　俺がちょっと、後半トーン上げたから」

「ああうん、それ気付いたよ。あ、さっきと変えてきた！　と思った」

「あーそれ、わたし反応できなかったんだよなあ」

　メモを取っていた隣の女性、魚うお鳥とりさんが悔しそうな声を上げた。

「銭ぜに独ご楽まくんは気付いてた？　57にセリフあったけど」

「気付いてたけど、あんまり上う手まく乗れなかったかも。もうちょいトーン上げればよかったな……」

『山やま田だの52、良かったねー』

　トークバックで、先生もそんな風に続いた。

『上げすぎて、ちょっと次にこぼしちゃったけど、反応の良さは山田の武器だね』

「あ、ありがとうございます！」

『そこは意識的に鍛えていこう！　現場でも、絶対役に立つから！』

　養成所に通い始めて気付いたけれど、どうもわたし、筋は悪くないみたいなのだ。

　いきなりプロの中に放り込まれて、できないことだらけで焦っていたけれど、ここでは明らかに善戦できている。他の受講生に芝居経験者が多い中、講師の先生に褒めてもらえることも多かった。

　しばしお互いに指摘を繰り返し、先生の指導ももらったところで休憩に入る。

『よーし、十分後に再開ねー』

　トークバックからそう聞こえて、ブース内の空気が緩んだ。

『休憩明け、ちょっとやることあるから遅れないようにねー』

「はい！」と全員から声が上がって、リフレッシュタイムだ。

　みんなお手洗いなり水分補給なりに向かおうと、アフレコブースの出口へ向かう。

　わたしも外の空気でも吸おうかなと、自然とできた列の最後尾についた。

　そのタイミングで、

「……わあ！」

　列の先頭で、声が上がった。

　何かに驚いた声。予想外の何かに直面したトーン。

　さらに、

「──おお……」「マジか」「本人……？」

　なんてざわめきが、後続からも上がり始める。

　なんだなんだ？　誰かが来たんだろうか？

　気になりながらも前に進み、ドアを抜けてロビーに出たわたしは──、

「……ッ！」

　──そこにいた女性に、言葉を失う。




　黒くつややかなロングヘアー。同じく黒の、少し紫がかったワンピース。

　彫像めいて整った顔と切れ長の目、長い手足とゆったりとした動き。

　──見たことがあった。

　テレビやネットの動画やインタビュー記事で、何度も目にしてきたその女性──。




　──三みつ棟むね珠たま。

　日本最強の、若手女性声優──。




　彼女が──見慣れたスタジオのロビーに佇たたずんでいた。

　周囲に纏まとった、はっきりと目に映りそうなほどのオーラ。

　その存在感に、心臓が一拍大きな音で跳ねる。

　隣では青あお物ものくんや魚うお鳥とりさん、銭ぜに独ご楽まくんもわたしと同じような表情で硬直していた。

「──あー、お疲れ！　ありがとう珠！」

　講師の先生が、コントロールルームから出てきた。

「忙しいとこ、わざわざごめんね！」

「お疲れ様です、大丈夫ですよ」

　三棟さんが──気さくな声でそう返す。

「吹き替えの収録も、一段落したので」

　何気ない発声、ごく普通のトーン。

　なのにそこには、強烈な存在感があって──わたしは一瞬で耳を奪われる。

「あー、ディアナ・コープランドの映画ね。めちゃくちゃ時間かけるって聞くね」

「ええ。一週間、朝から晩までずっとでした」

　表情を変えないまま、三棟さんはうなずいた。

「でももう終わりましたし、浜はま野のさんに声をかけてもらったので」

「そっかそっか。とにかくありがと、よろしくね」

　──浜野さんに、声をかけてもらった。

　確かに浜野さん……この間のオーディションで、誰かを呼ぶと言っていたけど。

　まさかそれが、三棟さんだったの？

　わたしに何かを見せるために、この人を呼んじゃったってこと……!?

「ていうわけで、今日は特別講師にここの卒業生、三棟珠を呼んだから」

　先生が、こちらを向きどこか自慢げに言う。

「このあと、色々本人から教えてもらうおう。みんな、心して参加するように！」





　　　＊






『──話すよりも、まずは実演だろうって』

　休憩後。再度集合したわたしたちに、先生が言う。

『細かいお芝居の説明は難しいし、実際に見せてくれるってさ』

　その言葉に──受講生全員が息を呑のむ。

　説明の通り、三みつ棟むねさんはブースの中にいた。

　これから、わたしたちにお芝居を見せてくれるらしい。

　台本を持ちマイクの前に立って、映像が流れるのを待っている。

　さらに──わたしもその隣にいた。わたしと青あお物ものくんも、先生からの指名で『三棟さんの相手役』として、ブースに入っているのだった。

　すでに気け圧おされていた。

　わたしの右、一・五メートル。そこに立つ三棟さんは、ただいるだけではっきりとオーラを放っていて。匂い立つ濃厚な集中の気配に、わたしは呼吸を忘れそうになる。

　……まさか、こんなことになるなんて。

　いきなり、日本最強の声優と一緒にお芝居することになるなんて……。

『……良いい機会だから、沢山吸収するんだよ』

　それまでになく真面目な声で、トークバックの向こうの先生が言う。

『役者が一番伸びるのは本番だし、一番の教材になるのは他の役者だ。そういう意味で言えば、珠たまほどのお手本は日本に他にいない』

　うなずいて、わたしは台本を持つ手に力を入れた。

　手の平に汗が滲にじんで、ページがわずかによれた。

『だからみんな──もしかしたら、これがこの養成所で最高のレッスンになるかもしれない。一ミリも聞き漏らさず、全身で珠の芝居を受け止めるように！』

『はい！』

　返事をする皆の声も、普段よりもずいぶんと緊張気味な気がした。

『……ごめん、お待たせー珠』

　こちらに向き直ると、先生がトークバックで三棟さんに言う。

『主人公の出てくる少し前、シーン79から映像流すから、姫ひめ草ぐさ千ち代よ役をお願いね』

「わかりました」

　──今回、わたしたちが演じるのは『大正東とう京きよう怪奇少女』というショートアニメだ。

　長さは十分ほどで、舞台はタイトル通り大正時代の東京。

　嘘うそで日本全土を混乱に陥れる美女が主人公の、和風サスペンスだ。

　さっきまでのアフレコ練習でも、この作品を題材にさせてもらっていた。

　ちなみに本作。この角つの筈はずボイスカレッジの関連専門学校、角筈アニメーションカレッジの生徒が作った卒業制作のアニメだったりする。

『……よし、じゃあいこう』

　先生も、どこか緊張気味の顔でそう言う。

『珠たま、よろしくね。山やま田だと青あお物ものも──』

　その声から間を置いて──ブース内とコントロールルーム。

　掲げられたディスプレイに、映像が流れ出した。




「──メモが残されていたんです。時間と場所が書かれた紙片がいくつも！」

「──時間と場所？　ただの待ち合わせの記録かもしれないだろう」




　シーンはわたしの演じる探偵と、青物くん演じる巡査の言い合いから始まる。

　大正時代の浅せん草そう寺じ。凌りよう雲うん閣かくという当時の高層ビルを望む広場で。

　羽は織おり袴はかま姿すがたの探偵が、胡う乱ろんげな表情の警官に必死の主張をする。




「──それが……これを見てください！」




　切実に喉を震わせ、わたしは巡査に言いつのった。




「──我が社に怪女がかけてきた、電話内容の一覧です。その全てが……この紙片の時刻、場所と一致している！」




　作中。すでに東とう京きようは怪女の嘘うそによって、大きな混乱に陥っている。

　至るところで暴動が発生し、火災による死者もうなぎ登りに増えていた。

　錯さく綜そうする情報。募るお互いへの不信感。動き出す軍部。

　そんな危機的状況を食い止めるため──探偵も巡査も必死だ。

　フルスロットルで、切迫した状況を演じる。

　三みつ棟むねさんにバトンを渡すという役目に煽あおられてか。青物くんのお芝居も普段以上に張り詰めていた。そのテンションに誘われて、わたしの額にも汗が浮かび出す。




「──だとしたら……彼女は、嘘を現実にするつもりなのか!?　そうやって、東京中を自分の虚構の世界に──」

「──ああ、う、後ろ！」




　そして──画面の中で探偵が血相を変える。

　主人公、姫ひめ草ぐさ千ち代よの登場シーンが。

　三棟さんの芝居が始まる──。




「──っ！　き、君は!?」




　振り返る探偵と巡査。

　画面に映し出される──月光に浮かぶ、美女のシルエット。

　──来る。




「──いいえ」




　その一言で──時間が止まった。

　──否いな。

　ただその意味だけの、短い言葉。

　い、い、え。三文字の、単純な響き──。




「──虚う構そを真実まことにしたいのではないのよ。真実まことをこそ虚う構そに作り替えてしまいたいのです、妾わたしは」




　落ち着いた声色。

　妖艶さ、上質ささえ感じる滑らかな調べ。

　楽器のように鳴る喉と、音を自在に操る舌、唇──。




「──ふふふ、なんて顔をなさっているの……」




　その響きに──音楽的な軽やかさが混じる。

　歌うような、煽あおるような、嘲るようなトーン。




「──そのように汗水垂らしていらしてはいけませんわ。妾を捕まえるのなら、探偵さん。もう少しモダンにお願いしたいの……」




　──何が起きたのかわからなかった。

　自分の気持ちに、何が芽生えたのかわからなかった。

　ただ──そこに怪女と呼ばれた人がいた。

　大正の東とう京きように生きる、妖しげな一人の女性がいた──。




「──ねえ、つまらない。つまらないのよ」




　そこで──声に力がこもる。

　怪女の言葉に、怒りにも似た感情が交じる。

　そして、恋でもしているような昂たかぶりで。

　情欲さえ感じさせる恍こう惚こつの声色で──彼女は探偵に吐き捨てた。




「──逃げも隠れもしませんわ。さあ早く妾わたしを、嫉妬させてくださいな」





　　　＊






　──呆ほうけていた。

　三みつ棟むねさんの芝居を目の当たりにして。

　その実力を肌で体感して──わたしは、完全に心全てを持っていかれてしまっていた。

　頭の中で、三棟さんの芝居がリフレインし続ける。

　そのたびに鳥肌が立って涙が浮かびそうになって、感情を制御できない。

　三棟さんと一緒の講義は続き、わたしたちのアフレコを見てもらった。

　そこでもわたしは心ここにあらず。なんとか普段通りの芝居をするので精一杯で、うまく三みつ棟むねさんから意見をもらうこともできなかった。
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　そして──その日の最後。

　短く設けられた、質問コーナーの最後に。

「──ということで、ここまでかな！」

　先生が、わたしたちを見回して言う。

「そろそろ時間だし、みんな聞きたいことは聞けたんじゃないかな」

　生徒の皆からは、熱心な質問が三棟さんに向けられていた。

　芝居の基礎から業界のこと、この世界で生き抜くためのノウハウについて。

　その一つ一つに三棟さんはフラットに、けれどどこか不器用そうに彼女の考えを答えてくれた。

　……不思議な人だな、という印象だった。

　落ち着きには大人っぽさを感じる。浮ついていないその態度は、まさにベテランの余裕だ。確か三棟さんは三歳のときから劇団に所属していたはずで、人生のほとんどを芝居に費やしてきたことになる。だから、それは予想通り。

　ただ……なんだか垢あか抜ぬけなかった。

　どこか浮き世離れした様子が、質問の回答からも感じ取れた。

「──そうですね……日常から、自分を作ることが大事なのかもしれません。わたしは、全くそうしていないですが」

「──リハＶブイは、見すぎないよう気を付けています。……そういう話では、なかったでしょうか？」

　そんな風に、どこかずれているようにも聞こえる回答。

　紫し苑おんがあからさまに眩まばゆかった、どこからどう見ても「特別」な女の子だったのに比べて。三棟さんはつかみ所がない。底が見えないというのが素直な印象だった。

「……あ、じゃあすみません！」

　魚うお鳥とりさんが、最後にそう言って手を上げた。

「一個だけ、最後に質問いいですか？」

「ええ、どうぞ」

　うなずいた三棟さんに、魚鳥さんが椅子から立ち、

「三棟さんにとって──芝居って何ですか？」

　ひたむきな声色で、そう尋ねた。

「ずっとお芝居をされているわけですよね。そんな三棟さんにとって、演じるってどういうことなんでしょう」

　良いい質問だと思った。

　長く演じてきた役者にとって、三棟さんにとって芝居とは何なのか。

　最近、わたしもそういうことを考えるようになり始めた。

　紫し苑おんに導かれて始めた芝居。最初は食らい付くので精一杯だったけれど、それは少しずつわたしにとって特別なものになりつつある。

　じゃあ、トップにいる三みつ棟むねさんにとって、お芝居とは何なのか。

　最強の役者にとって、それは一体どんな存在なのか。

　受講生たちも身を乗り出す。全員が、期待を胸に三棟さんの答えを待つ。

　けれど、短い沈黙のあと──、

「……呪い、でしょうか」

　そんな回答だった。

「わたしにとって、芝居は解けない呪いみたいなものだと思います」

　──シン。と周囲が静まりかえる。

　あまりにも予想外の答え。それまでの熱を帯びた空気が、一瞬で凍り付く。

　……どういう、意味だろう。

　三棟さんを、最強たらしめるもの。彼女の最大の武器であるお芝居。

　それが……呪い。

「だから──」

　困惑するわたしたちに向けて──三棟さんは笑う。

　彼女が柔らかい表情を向ける。

　今日初めて、三棟さんが笑ったところを見た気がした。




「──やらなくて済むなら、皆さんも声優にはならない方がいいと思いますよ」





　　　＊






「それじゃ、珠たま。ありがとね」

「ありがとうございました！」

　スタジオの玄関。受講生皆で、三棟さんをお見送りする。

「こっちこそ、ありがとうございました」

　そう言って、頭を下げる彼女。

「わたしにとっても、非常に良いい勉強になりました」

　──頭がいっぱいだった。

　初めて目の当たりにした三棟さんの芝居。

　そして最後に、三棟さんがわたしたちに突きつけた言葉。

　ちぐはぐなその二つをどう受け入れればいいのかわからなくて。理解も納得も全くできそうになくて、わたしの頭はオーバーヒート寸前だった。

「……」

　──と、三みつ棟むねさんがふいにわたしの方を見る。

　そして、二、三歩こちらに歩いてくると、

「──あの」

「……はい！」

　呼びかけられて──素っ頓狂な声が出た。

「な、何でしょう!?」

　ど、どうしたんだろう、わたしに何の用!?

　もしかして……ぼんやりしてるのに気付いて、腹が立ったとか!?

「山やま田ださん。あなたが……浜はま野のさんの言ってた子ですよね？」

　テンパるわたしに、三棟さんは落ち着いた声のまま尋ねる。

「あ、ああ……そうですね」

　なるほど、その話題か……。

　あまり大声で言えることでもないから、わたしは声を潜めてうなずいた。

「ありがとうございます、今日はこんな……来ていただいて」

「いえ、いいんです。あの」

　と、彼女はわたしの目を覗のぞき込こむと、

「さっきのお芝居、面白かったです」

　さらりと、そんな風に言った。

「一緒にやった、探偵役。いい反応でした。自由に色を変えられるんですね」

　──反応。彼女の言うその言葉に、短くドキリとした。

　養成所でレッスンを受けていても、わたしが褒められるのは『反応』だった。

　例えば、他の演者さんの芝居に反応して、自分の芝居を変える。

　先生のディレクションに合わせて、入りのタイミングやトーン、キャラ解釈を変える。

　そういう柔軟性や瞬発力を、褒めてもらうことが多かった。

　確かに、わたし自身お芝居をしていて、周囲に合わせて変わっていくのが楽しかった。

　お互いの要素に反応して、その場だけの空間ができるのが何より楽しい。

　……まあ、紫し苑おんの言っていた通り、彼女の芝居の魅力は『一本通った芯』だ。それを考えれば、『反応』を現場で使う機会は、やっぱりあまりないのかもしれないけど……。

「では、また会いましょう。さようなら」

　それだけ言い、三棟さんはきびすを返して去っていく。

　その背中を見送りながら──『また会いましょう』。彼女の言ったその言葉が、何度も繰り返しわたしの中で響いていた。





　　　＊






　──最初にスタジオオーディションに受かったのは、それから数週間後。

　初めてのオーディションから、一ヶ月後のことだった。

「山やま田ださん、役が決まりましたよ！」

「……へ？」

「この間飛び込みで受けてもらった『コミック・ロジック・レトリック』。新人漫画家の女の子ですね！」

　スケジュールについて相談しようと、三人で集まった会議室にて。

　斎さい藤とうさんが、満面の笑みでわたしにそう言う。

「……お、おおおおおおおお！」

　思わず、喜びの声を上げてしまった。

「ほ、本当ですか!?　あの子ですよね、藤ふじ本もとれびちゃん！」

「ええ、主人公の親友になるキャラですね」

「やったじゃーん、良ら菜な！」

　隣で紫し苑おんも、我がことのようにうれしげだ。彼女はわたしの手を取りブンブン振って、

「わたしあれ、原作大好き！　うらやましいくらいだよーおめでとう！」

「ありがとう……！」

「追加オーディションでの合格だったので、アフレコがすぐに始まるそうです。台本も追って来ると思うので、さっそく準備を始めましょう」

「はい、頑張ります！　ありがとうございます！」

　うれしかった。素直にその合格は、うれしいと思えた。

　これまでは、どこか状況が進んでいくことに不安があった。

　今ももちろん心配はある。ちゃんと期待に応えられるだろうか、紫苑として振る舞えるだろうか……そこにプレッシャーは感じている。

　けれど──それ以上に喜びが大きい。

　日々の努力や、周囲の人たちの協力。それが今、ようやく報われた気がした。

　課せられた期限まで、残り三ヶ月。

　きっと課題のクリアにも、グッと近づいたはずだ。

「しかし……とんとん拍子ですね」

　斎藤さんが、そんな風に言葉を続ける。

「『香か家げ佐さ紫苑』ブランドを使っているとはいえ、こんなすぐ仕事が決まるなんて……」

「そこは、わたしも予想外」

　紫し苑おんも、そう言ってうなずいた。

「良ら菜な、やっぱり思ってたよりずっと才能あるよ」

「そ、そうなんですかね……」

　そんな風に褒められると、まんざらでもない。

　もしかしたら……わたしはようやく見つけたのかもしれない。

　自分がいるべき場所を。輝けなかったわたしが、必要としてもらえる仕事を。

「……頑張ります！」

　手をぎゅっと握り、わたしは紫苑と斎さい藤とうさんに宣言したのだった。

「全力を出し切れるよう、頑張ります！」














「──俺が描きたいのは、世界を変える漫画です」




　ついに始まった、『身代わり紫し苑おん』初めてのアフレコ。

　収録前のテストが終わり、本番の真っ最中。

　主人公役を演じる男性声優、薬やく師し遼りようさんが、凜り々りしい口調で芝居をしていた。




「漫画は今や、世界の共通言語になりました。その枠組みの中で、全てを変えてしまうような物語を描きたいと思っています」




　そんな彼の様子を、わたしは同じブース内のソファで窺うかがっていた。

　自分の出番ももうすぐだ。香か家げ佐さ紫苑として、期待に応えられる芝居をしないと……。

　──『コミック・ロジック・レトリック』。

　現在収録しているのは、青年誌に連載されているお仕事もの漫画を原作とした作品だ。

　扱われている題材は、タイトルの通り『漫画』。

　国内最高峰の文学賞を最年少で受賞した主人公、手て塚づか手た綱づなが、新たな表現の場を求めて漫画の世界に足を踏み入れるお話。

　物語は、彼が新人賞の授賞式で展望を語るところから始まる。

　そしてわたしの役、藤ふじ本もとれびは手塚と同時に賞を獲とった同期漫画家だ。

　理知的で冷静な手塚に対して、れびは初々しいタイプ。自分がデビューしたことや漫画家になったことに動揺していて、何度も彼に助けを求めるうちに親友同士になる。

　……紫苑としては、ちょっと珍しい役柄かもしれない。

　自信家を演じることが多い彼女にしては、数少ない弱気キャラ。

　けれど……どこかわたしは共感できるところもあって。この役でアフレコに臨めることにちょっとほっとしていた。




「──へえ。あいつ言うねえ。嫌いじゃねえよ、ああいうの」

「──そう？　わたしは好きになれない」




　ライバル役の役者さんが、薬師さんに続いてマイクの前に立つ。

　今回ご一緒する声優さんたちは、紫苑の目から見てもほとんど全員が先輩だ。

　主人公役の薬師さんも、他の方々も多くは二十代から三十代。

　編集長役の保ほ土どケが谷やさんに至っては五十代で、校長先生みたいな貫かん禄ろくがある。

　その全員がわたし＝紫苑に優しくて、かわいがってくれている感覚があって、初の現場にガチガチになっていた肩がちょっとほぐれた気がした。

　それに……浜はま野のさん。今回またお世話になることになった、音響監督。

　彼は最初の挨拶で、わたしに関して皆にこう言ってくれていた。

「──実は今回、紫し苑おんは新人の気持ちでやるってことで。芝居のしかたを今までと変えてみるそうです」

「──ちょっと驚くこともあるかもしれないけど、フォローしてやってね」

　あれはきっと、気を遣ってくれたんだろう。

　初めてアフレコに臨むわたしを気づかって、あんなフォローを入れてくれたんだ。

　……頑張ろう。

　皆の優しさに応えるためにも、精一杯『香か家げ佐さ紫苑』を貫こうと改めて心に誓った。




「──ですからまずは、アンケートで一位を取ります」




　薬やく師しさんのセリフが、後半に差し掛かる。




「ただの一位ではありません。二位以下を大きく突き放しての一位です」




　自分の出番が近づいて、わたしはソファから立ち上がる。

　そして、薬師さんの芝居を耳にしながら──テストのときとちょっと違うなと気付く。

　手て塚づかは冷静沈着なタイプだけど、同時に自信家でもある。だからテストではこのシーンも、明るく野望を語るような。力のこもった芝居をしていた。

　けれど──本番ではむしろ、落ち着いていた。

　低いトーンで事実を語るような、圧倒的強者の芝居。

　それが……思っていた以上に、説得力を醸し出している。

　確かに手塚は、こうやって迫力を出すのが似合うな、という実感。

　気付けばわたしも──、




「……あ、あの、藤ふじ本もとれびです！　今回、銀賞を受賞しました」




　──ほんの少しだけ、予定より動揺を抑えてお芝居していた。




「その、読んでくれる皆さんを幸せにできるよう。頑張ります……」




　本当は、もう少しわかりやすく演じるつもりだった。

　いかにもおどおどキャラ、初めての舞台にテンパってる、って感じで。

　けれど、主人公の穏やかさに合わせて、デフォルメ度合いが低くなっていた。

　反射的に喉が、舌が、唇が、全体のトーンに合わせて微調整された──。

　そんな風に、ちょこちょこお芝居を変化させつつお話は進み。

『──はーい、ありがとうございます。大丈夫そうですね』

　何度か浜はま野のさんの指示が入りつつも、無事Ａパートは終了。

　ブース内の空気がふっと緩んだ。

『ちょっと休憩してから、Ｂパートにいきましょう。十分後にスタートでお願いします』

　役者さんたちが、それぞれのスタイルで休憩に入る。

　台本をチェックする人、水分補給をする人。

　ロビーに向かう人や、他の声優さんと話を始める人もいる。

　そんな様子を眺めながら──わたしはひとまず胸をなで下ろした。

　ここまでは、周囲の人に芝居を怪しまれる様子はなかった。

　テストでは浜野さんにディレクションを何度かもらったけど、そのたびにちゃんと対応できた。香か家げ佐さ紫し苑おんとしてここにいることができているし、少なくとも最低限「入れ替わり」を成立させることができている。

　こんな風に受け入れられるなら……なんとか最後までいけそうかな。

　小さく深呼吸して、わたしは台本の再チェックを始めた。

「──意外だったよ、さっきのお芝居」

　ふいに声をかけられた。顔を上げると、薬やく師しさん。

　主人公の手て塚づか役を演じている声優さんの、優しそうな顔がある。

「えー、何がですかー？」

　紫苑っぽく声のトーンを上げ、歌うように尋ね返した。

「何か、変なところありました？」

「いやいや、そうじゃなくて。あの、授賞式のシーン。俺、結構お芝居抑えめにいったでしょ？　テストのときよりも、強キャラ感を押してみたっていうか」

「ええ、気付きましたよ！　そう来るんだ！　って思いました」

「あれ、さっき浜野さんと相談して変えたんだ。原作者の先生がインタビューで、『初期の頃は、手塚をやんちゃに描きすぎた』って言ったらしくてさ。で……」

　言って、薬師さんは小さく首をかしげる。

「紫苑ちゃんも、その芝居に合わせてくれたよね？　結構細かめに」

「ですね、気付けばそうやっちゃってました」

「それが意外だったんだよね」

　彼は不思議そうに、わたしの目を覗のぞき込こむと──、

「前までは紫苑ちゃん、そんなに微調整するイメージなかったから。へー、そんなことするようになったんだ！って」

　──わっと焦りがこみ上げた。

　そうだ……確かに紫し苑おんは、そういうことをするタイプじゃない。

　芯の通った芝居をする。つまり、自分の考えた良さをきちんと発揮する。

　場合によっては周りを巻き込んで、さらには作品にまで影響を与えながら輝きを放つ。

　それが……紫苑の芝居だった。

　なのに、わたしは無意識のうちに反応を……。

「やー、あれすげえ良かったよ！」

　薬やく師しさんは、けれどうれしそうにそう続ける。

「なんか今日の芝居、いつもと違うし大丈夫かなーと思ってたけど。本当にやり方変えたんだね！　キャラとも合ってたと思う！」

「ほんとですかー？　なら、チャレンジしてよかった！」

　なんとか声のトーンを上げ、そう答えた。

「まだまだ調整中だから、失敗しないか心配だったんですよねー」

「やー大丈夫そうでしょ。むしろ俺は好きだった。このあとも楽しみにしてるね！」

「はい、ありがとうございます！」

　うなずくと、薬師さんは席を立ちロビーへ向かう。

　その背中を見送りながら──わたしは手の平の汗を拭った。

　……危ないところだった。

　本職の人相手になると、やっぱりそういう細かいところも気付かれるんだね……。

　できるだけ注意しなくちゃ。

　確かに、良いい芝居だと褒められたけど。薬師さんもうれしそうにしていたけれど……わたしには『演じるべき芝居』がある。

　だから、その枠からはみ出さないよう、改めて気を付けなくちゃ……。




　──そんなわけで、時折冷や汗をかいたり失敗したりしつつ。

　なんとか収録は進んでいったのでした──。
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　──全てのシーンを録とり終えて。

　浜はま野のさんからトークバックで挨拶があって、今日のところは解散となる。

『はい……今日はこれで終了です、お疲れ様でした』

「お疲れ様でした！」「お疲れ様でしたー」

　わたしは周囲の声優さんとしばらく話してから、頃合いを窺うかがってロビーに出る。

　そして、案の定そこで一服していた浜はま野のさんを見つけ、

「……今日は、ありがとうございました」

　周囲に聞こえないよう、声を抑えてそう言った。

「フォローいただけて助かりました。おかげでなんとかやりきれました……」

「いえいえー、お安い御用ですよ」

　缶コーヒーを一口飲み、浜野さんは笑う。

「さすがに元もと香かの膝に座ったのは笑ったけどね。一回収録止めようかとも思ったよ」

　──元香の膝に座った。

　そう、なんとわたし、演技に集中するあまり先輩声優の膝に座ってしまったのだ。

　収録中、わたしたちはマイク前とソファの間を忙せわしなく行き来する。そんな中、自分の出番が終わってほっとして、気の抜けたままでソファまで戻り、後ろも確認しないで腰を下ろしてしまった。

　結果──大人気若手女性声優。東とう方ほう元香さんの膝に座ってしまったのだった。

　慌てて振り返ったときの東方さんの驚いた表情、直後に必死に笑いをこらえる顔が、今も脳裏に焼き付いています……。

「それは……すいませんでした。でも、あれを機に仲良くなれたんでよかったです。今度ご飯行こうって誘われました」

「おお、いいね。あの子立ち回りが上う手まいから、色々勉強させてもらいな」

「はい。……それで、どうでした？」

　と、恐る恐る、わたしは尋ねてみる。

「今日の収録……わたし、どうでした？」

「んーそうだねー。及第点ではあるかなー」

　手元の缶に目をやり、浜野さんは言う。

「大丈夫だったと思うよ。ちゃんと紫し苑おんだったんじゃない？」

「そう、ですか……」

　達成感に、ほうと息を吐き出した。

「浜野さんにそう言っていただけるなら、よかったです……」

　紫苑に初めて会った頃には、入れ替わりなんて絶対に無理だと思った。

　芝居なんてできるわけないし、入れ替わりがバレないのだって不可能だと思った。

　けど……うん。

　ひとまず、一度のアフレコはなんとか無事こなせたらしい。

　我ながらよく頑張ったんじゃない？　結構健闘できた方なんじゃない？　これは。

「しかしあれだねー」

　と、浜はま野のさんが言葉を続けた。

「やっぱり珠たまちゃん見せて正解だったね。あれからあからさまに芝居が良くなったし。あと今回は、キャラに助けられたところもあるかも。おどおどキャラだったから」

「そうですね、そこは実感があります」

「だから、ひとまずこのまま色々勉強すればいいんじゃないかなー。あと十一話。少ししたら一話二話の先行上映会もあるし。そこで反響を実感すれば、また見えることもあるだろうから」

　──先行上映会。

　数週間後には、そんなイベントも予定されていた。

『コミック・ロジック・レトリック』は原作人気や制作スタジオの評判もあって、放送開始前から大きな期待を集めている。

　それを一層盛り上げるべく用意されたのが、先行上映会だ。

　完成した一話と二話を、抽選で集まったファンの皆さんの前で上映する。

　その前後にはキャストやスタッフさんのトークショーがあって、面白かったらＳＮＳなどに感想を書き込んでもらう。そんなイベントに、わたしも参加予定だった。

　そこで初めて、わたしは『香か家げ佐さ紫し苑おん』として人前に立つ。

　そのうえ、初めて一話と二話の『完パケ映像』を見せてもらうことになっている。

　重要な一日になるんだろう。

　わたしにとって上映会は、初めて『自分を客観的に見る機会』になるのかもしれない。

「反響……そうですよね、ありがとうございます」

　言って、わたしは浜野さんに頭を下げた。

「そういうのを取り込みながら、これからも頑張ります！　今日はほんとに、お世話になりました！」

「おう、よろしく。じゃあお疲れちゃーん」

　そう言って、手をひらひら振る浜野さん。

「色々ここからだから、頑張ってねー」

　──ここから。

　うん、浜野さんの言う通りだ。わたしの声優業はここから始まる。

　もちろん油断は禁物だ。たった一話収録を終えたばかりで、落とし穴はこれからいくらでもあるんだろう。

　それでも──自信を持っていこうと思う。これまでよりは、自分を信じてあげよう。

　だってわたしは、あの眩まばゆい女の子の代わりを。

　極彩色の女の子の身代わりを、一度でも務めることができたんだから──。
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　──秋あき葉は原ばらにある、小さな映画館。

　一般に公開されているわけではなく、関係者向けの試写などに使われるその会場で。

『──というわけで、監督、キャストの皆さんに登場していただきましょう！』

　壇上から司会者にそう呼ばれて、わたしたちは袖からステージへ向かった。

　真っ暗な舞台裏から、眩まばゆい照明の下へ出る。

『皆さん、拍手でお迎えくださーい！』

　その言葉で──客席から拍手が湧いた。

　きびきびした足取りで定位置へ向かいながら、ちらりとそちらに視線をやる。

　席を埋め尽くしている人、人、人。百人以上……二百人くらいはいるのだろうか。

　彼ら彼女らは皆、期待に顔を高揚させていて、

「──薬やく師しくーん！」

「──元もと香かちゃんかわいいー！」

　なんて、主演の二人に声援が上がった。

　さらに、

「──しおーん！」

　わたしを呼ぶ声も聞こえる。

　笑顔でそちらに手を振り返すと、歓声がもう一段階大きくなった。

　──アニメ、『コミック・ロジック・レトリック』先行上映会。

　できたてほやほやの第一話、第二話を見る会の、当日がやってきた。

　今日のために、紫し苑おんには『ステージ上での振る舞い方』もきっちり教わってきた。

　さて……どうなるだろう。無事今日を乗り切ることができるだろうか……。

　ちゃんと『香か家げ佐さ紫苑』ができるだろうか……。

　イベントは上映前のトーク、自己紹介からスタートする。

「──はい、藤ふじ本もとれび役を担当させていただきました、香家佐紫苑でーす！　今日は皆さん、お集まりいただきありがとうございます！」

　マイクを渡されそんな風に言いながら──わたしはガチガチに緊張していた。

　ファンの皆さんの前に立つのは初めてだ。

　こんなに沢山の視線に晒さらされて、手の平から無限に汗が噴き出す。

　こういうの、いつぶりだろ。中学の卒業式の証書授与以来とか……？

　それに──本編映像。

　初めて見せてもらう、完成済みの第一話と二話。それを思うと期待と不安でそわそわして、ふらついてしまいそうになるのを必死で抑えこんだ。

　自己紹介が終わり、作品に関するトークに入る。

　物語やキャラのこと、かける意気込みを語りあう。

「れびちゃんはー、結構弱気でね。そういうキャラを演じることって、今まであんまりなかったんです」

「でも紫し苑おんのお芝居、すごく良かったよ！　新境地だった！」

「えーほんとですか、ありがとうございます！」

　転がる話題。温まっていく会場。

　客席からも笑いが上がって、十分に場も出来上がったところで、

「……さて！　ではそろそろ、上映のお時間ですね」

　ラジオ局のアナウンサーだという司会女性が、そんな風に話を進めた。

「監督やキャストの皆さん、ありがとうございました。上映後ももう一度トークがあるのでね、よろしくお願いします」

「ありがとうございましたー！」「よろしくお願いしまーす！」

　口々に言いながら、わたしたちは舞台からはける。

　スタッフ用通路を通って、関係者席に通される。

　スクリーン向かって左、客席の様子も窺うかがえる特別な席だ。

「楽しみだねー」「一話のＯＰ前とか、どんな演出になってるんだろ……」

　そんなことを言いながら、席に腰掛ける東とう方ほうさんと薬やく師しさん。

　その横でわたしは、期待と不安で感情がぐちゃぐちゃになっていた。

　始まる……！　ついに、わたしが参加したアニメが上映される！

　どうなるだろう、一体どんな感じに仕上がっただろう。

　わたしはちゃんと、浮くことなくお芝居できているだろうか。アニメのパーツの一つになれているだろうか……。

　浅い呼吸を繰り返すうちに、会場が暗くなった。

　短く間を空けて──スクリーンに灯あかりが点ともる。

　──始まる！




『──渡わた井らい賞を受賞したのは、中学三年の頃だった』




　ぎゅっと手を握っていると──映像が流れ出した。

　まずは、わたしにとって初めてのアフレコ本格参加になった、第一話。

　主人公である手て塚づかが、文学賞を受賞する場面。




『日本中が、俺を褒めそやした。天才文学少年。神童。小さな文豪──』




「……うわあ……」

　思わずそんな声が漏れた。

　動いてる！　絵が、手て塚づか手た綱づなが動いている……！

　そして──そこに乗っている薬やく師しさんのお芝居。

　それががっちり映像と噛かみ合あっていて、『キャラ』が画面の向こうに息づいている。

「すごい……」

　小さくそうつぶやいてしまった。

　初めて身体からだ全部で実感した、アニメーションというものの威力。

　動画、音響、お芝居、物語。全てが溶け合い、スクリーン上に世界を形作っていた。

　息を呑のみ見守るうちに、話は展開していく。

　堂々と動くキャラ、かっこいい画面演出と音響効果。心躍るＯＰ。

　アニメは普段から見ていたのに、自分が参加した作品というだけで全てが愛いとおしい。

　そして……わたしが声を担当したキャラ。藤ふじ本もとれびちゃんが画面に現れる。

　いつの間にか愛着を覚え始めていた、小柄なそのルックス。

　彼女が口を開き、スピーカーが震え──、




『──わたし、自分が受賞したってまだ信じられなくて……』

『──ただの漫画好きだったから。だから、手塚さんがうらやましいです！』




　──鳥肌が立った。

　自分の声が、プロの仕事に組み込まれている。

　お芝居と動画が組み合わさって──『れびちゃん』がそこに息づいている。




『──とりあえずは、生き残れたらいいなあと……』

『──そ、そんなことないでしょう！　描き続けることだって、立派な野望です！』




　──絶対的な快感があった。

　わたしの表現が、そこに『人間』を創り出した実感。

　技術者として、この創作に関わったという喜び──。

　……もちろん、こうして聞くと粗も見つかる。

　もう少し、上う手まくやれればよかったのにという箇所もぽろぽろ出てくる。

　けれど──ちらりと見た観客席。見に来てくれた皆さんは、画面に釘くぎ付づけになっていて。わずかに笑みをたたえているように見える人までいて……。

「これが……」

　気付けば──わたしは小さくそうこぼしていた。

「これが、声優のお仕事……」
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「──あー、楽しかったあ……」

　上映会を終え、皆さんに挨拶して会場を出たあと。

　事務所の車の座席にて、夢見心地でわたしはつぶやいた。

「緊張したけどうれしかったです。完成品のアニメを見れたのも、お客さんの反応を知れたのも……」

「よかったですよ、ちゃんと『紫し苑おん』になれてしました」

　わたしの自宅に向かって車を走らせながら、斎さい藤とうさんもほっとした様子だ。

「感想も上々でしたね。山やま田ださんのお芝居自体も、結構褒められてましたし」

　──第二話上映後の、トークショーで。

　司会の人のアドリブで、会場に来ていたお客さん何人かに感想を聞く場面があった。

「キャラが超かわいいですね！　フィギュアとか発売してほしいです」

「漫画業界、かっこいいなと思いました。僕も、漫画描いてみようかな……」

「作画が原作の通りでうれしかったです。原作のガチファンなんで」

　なんて皆さん言ってくださる中で、

「紫苑ちゃんの声が、すごくよかったです！」

　そんな風に、熱弁してくれる人がいたのだ。

「えーほんとー？」

「ほんとですよ！　こういう大人しいキャラもできるんだなってびっくりしました！」

　喜びが、電流みたいに背筋を突き抜けた。

　これまで、わたしの作ったものが誰かに届くことなんて一度もなかった。

　人前で披露したって一瞬で忘れられて、誰の中に残ることもなかった。

　けど──今回は、はっきり手応えがある。

　わたしが参加したこの作品が、目の前の人を楽しませた。

　これからも、放送が始まればもっと沢山の人を喜ばせることができる──。

「……お芝居、面白いですね」

　車窓を流れる景色を眺めながら、わたしはこぼしてしまう。

「こんなに面白いなんて知らなかった。もっと上う手まくなりたいなあ。紫苑や……三みつ棟むねさんみたいに、上手く……」

　自分の中に生まれる、強い願望。喉の渇きや空腹に近い一次的な欲求。

　どうしても、それを満たしたいと思う。香か家げ佐さ紫し苑おんとしてお芝居することで、アニメの中で表現をすることで──わたしの願いを叶かなえたい。

「ふふふ、そうですか……」

　どこかうれしそうに、笑い声を漏らす斎さい藤とうさん。入れ替わりには相変わらず反対だろうけれど、こういう表情をしてくれる辺り人がいいなと思う。

「……ああそうそう、三みつ棟むねさんと言えば」

　と、斎藤さんは思い出した顔になり、

「今日、彼女の事務所の人と色々話したんです。大手なんですが、実はわたし以前そこに勤めていたので」

「ああ、そうなんですね」

「それで、ちょっとこれは……言うか迷ったんですが」

　青信号で車を発車させながら、彼女は続ける。

「山やま田ださんのモチベーションにもなりそうなんで、内緒でお伝えしちゃおうかなと。普段はあんまり、こういうことはしないんですが……特別で」

「え、なになに？　何ですか？」

　もったいぶった言い方に、わたしは後部座席から身を乗り出す。

「二ヶ月後に、オーディションが決まったのはお伝えしましたよね？」

「はい。ＳＦの劇場アニメですよね。『おやすみユニバース』」

　──新進気鋭のアニメ監督、塔とうノの沢さわ藤とう次じ。

　彼が人気ＳＦ小説を原作として制作中の新作が『おやすみユニバース』だ。

　ごく普通の女子高生が、不思議な転校生に出会うところから始まる青春恋愛ストーリーで、『夢』と『多元宇宙論』を題材にしながら、話の規模は宇宙全体まで広がる。いわゆる『セカイ系』の影響を強く受けている作品らしい。

　わたしも現在原作を読み進めている最中。

　まだまだ半分にも至っていないんだけどとっても面白くて、オーディションに向けてモチベーションがふつふつと湧き始めているところだった。

「今回、山田さんはそのヒロイン、世界の鍵を握る『胡こち蝶よう日向ひなた』の役を受けるわけですが……」

「……はい」

「三棟さんも、受けるそうです」

　どこか重みのある口調で、斎藤さんは言った。

「あの人も……日向役のオーディションを受けるそうです」

　──パン、と、乾いた衝撃があった。

　三みつ棟むねさんも、『日向ひなた』を受ける。オーディションで、あの人とぶつかる。

　一つの役を──奪い合うことになる。

「そう、ですか……」

　座席に背中を預け、つぶやくように言った。

「あの人と、役を取り合うんだ……」

　……とんでもない話だと思う。

　紫し苑おんと入れ替わりを始めて四ヶ月目。つまり、お芝居を始めてからも四ヶ月目。

　ここまで来られたのも、『紫苑』というガワがあったからだと思う。

　対する三棟さんは──誰もが認める日本最強の若手女性声優だ。

　幼い頃から人生のほとんどを芝居に費やしてきた天才。その技術のすさまじさは──わたしも養成所ではっきりと思い知った。

　……端的に言えば、勝てるはずがないと思う。

　実力の差は歴然どころの話ではない。桁が違うのではなく純粋に世界が違う。

　見えているものも、感じていることも、手の内にあるものもわたしとあの人では何もかもが異なる。届きそうなところが、一箇所たりとも見当たらない。

　……けれど、

「……そっか」

　──ドキドキしていた。

　あんな天才に、『紫苑』として挑めることに。

　文化の究極にいる三棟さんに、身代わりとは言え対たい峙じできることに。

「あの人と、戦うんだ……」

　それは一体、どんな気分だろう。

　怖いんだろうか、うれしいんだろうか。楽しいんだろうか、苦痛なんだろうか。

　少なくとも──強い期待を覚えた。

　きっとその日は、わたしにとって大切な一日になる。沢山の衝撃や高揚が待っている。

　それに──、

「……ちょうど、半年ですもんね」

　──スケジュールを確認しながら、わたしは言う。

　スマートフォンのアプリ。斎さい藤とうさん、紫苑と同期して、お互い予定を書き込めるように設定しているカレンダー。その二ヶ月後を見ながら、

「オーディションの頃が、ちょうど入れ替わり始めて、半年後ですもんね」

　──半年。斎藤さんに与えられた期限。

　それまでに「入れ替われる」と思わせなければならないリミット。

　それがちょうど──『おやすみユニバース』のオーディション時期に当たるのだった。

「ええ、そうなりますね」

　短く言って、うなずく斎さい藤とうさん。

　言葉数は少ないけれど、それでもわたしはわかる。

　そのオーディションで──全てが決まる。

　わたしの演じる『香か家げ佐さ紫し苑おん』が良いい戦いができれば、与えられた課題はクリアだ。

　そこで中途半端なお芝居をすれば、入れ替わりは終わり。

　わたしはまたただ一人の、無色透明な女の子に戻る。

「……」

　何も言わずに、流れていく東とう京きようの夜景を見る。

　──きっと、大丈夫だ。ごく自然に、そんな風に思えた。

　このまま成長を続ければ、その日わたしは悪くない戦いをできる。

　わたしの中の『紫苑』で──三みつ棟むねさんと真剣勝負ができる。

　胸に滾たぎる熱があった。今、わたしは燃えている。

　先行上映会で見た景色が、味わった全ての気持ちが。わたしにそう思わせてくれた。





　　　＊






　油断だったのだと思う。

　今になってみれば、このときのわたしは油断をしていた。

　お芝居というものを、甘く見ていた。

　短い夢はあっという間に覚める。状況は変わり始める。

　現実は、わたしを逃がしてはくれない。





　　　＊






　──最初に違和感を覚えたのは、翌週のオーディションでのことだった。

『パリピ転生』という異世界転生ギャグ作品。そのメインキャラである、なちょす役。

　久しぶりに受ける気の強いキャラ。いわゆる『香家佐紫苑』っぽい役柄を演じているときのことだった。




「──とりまー、踊っちゃえばいいじゃん！　ほらあなたも、身体からだ動き出しちゃってるんじゃないのー!?」

『──はーい、ありがとうございます』




　一通り原稿を読み終え、音響監督のトークバックが入る。

『しばしお待ちくださいねー』

　言われて、コントロールルームで何か相談が始まる。

　そのときは──それほど大きな違和感は覚えていなかった。

　高めのテンションは表現できた。

『紫し苑おんっぽい』歌うようなニュアンスもできた。

　それこそ、れび役に比べれば無理をしている感覚はあるけれど、芝居に出るようなものではなかったはず。

『──すみません、お待たせしました』

「いえ！」

　トークバックが聞こえて、わたしはコントロールルームの方を向く。

『えー、次にもうちょっと、テンション上げめでいってみていただけますでしょうか？』

「はい、今よりって感じですよね？」

『ええ、いつもの香か家げ佐ささんの感じでやっていただければと』

「……わかりましたー」

　いつもの香家佐さんの感じ。

　そんな感じで、できていないだろうか。

　今でも、わたしは毎日のように紫苑の芝居をチェックしている。自分の芝居との差も確認するようにしている。そんなに大きな違いは、なかったはず……。

　……でもまあ、そういうオーダーが来たならやるだけだ。

　わたしはもう一度、『紫苑』を自分に宿し直して、




「──そーそー。だからこのお城の前に、クラブ造っちゃえばいいんじゃね？」

「──ほらその太鼓！　低音やばいじゃん！　それ四つ打ちで鳴らしてさー」




　──さっきよりもテンションを上げて、なちょすを演じる。

　はっきりと、声のトーンを上げることができたと思う。

　なのに、

『はーい、ありがとうございます』

　音響監督は、少し言葉を選ぶように黙ってから、

『……なんかちょっと、手加減しました？』

　探るような笑みを浮かべて、わたしに尋ねた。

『もっと脳天気な感じで、ぱーっといっちゃって大丈夫ですよ』

「……なるほどすみません！　もう一度やらせてください！」

　──もっと脳天気な感じで。

　──あまり考えすぎず、ぱーっと。

　やっているつもりだった。とっくに、そうしているつもりだった。

　ただ、それが足らないならもっとやるしかない。

　わたしは頭を空っぽにして、これまで以上にトーンを上げて演じてみるけれど、




「──ほらその太鼓！　低音やばいじゃん！　それ四つ打ちで鳴らしてさー」




　──上う手まくハマらない。

　やりながら、「ずれている」感覚がはっきりとあった。

　ちらりと見ると、音響監督は難しい顔。やっぱり、上手くできていないらしい。

　……落ちたな。

　お芝居をしながら、心の中でそんなことを思ってしまう。

　明らかに噛かみ合あってないし……間違いない、これは落ちちゃったな。

　ずーんと気持ちが沈みかける。

　それでもなんとか踏ん張って、明るいお芝居を続ける。

　これまでも、もちろんオーディションには何度も落ちてきたんだ。そのたびに何度も落ち込んで、それでも立ち直ってきた。

　仮に合格できないとしても──最後まで全力を貫きたい。

　けれど、




「──とりま、踊っちゃえばいいじゃんっ！　ほらあなたも、身体からだ動き出しちゃってるんじゃないのー!?」




　台本に書かれている最後のセリフ。

　さっきはもう少し自然に言えたそれが、今は不自然な強がりのお芝居になってしまって。背中に一筋、冷たい汗が流れていった──。





　　　＊






　オーディションが終わって、わたしはモモンガの事務所へ向かった。

『コミック・ロジック・レトリック』。第五話の台本が届いたっていう連絡が、さっき事務所から入っていた。

　それを回収して中身を確認しなきゃいけないし……紫し苑おん。今日、あの子が事務所に来ているはず。なんとなく、二人で話をしたかった。

　紫し苑おんは紫苑で仕事をしているから、最近顔を合わせる機会が減りつつあったし。やっぱり今日、オーディションで失敗したのが思った以上に堪こたえているのかもしれない。

　地下鉄を乗り継いで最寄り駅に着く。大通りを歩き、一人でいつものビルを目指す。

　そして──到着した事務所。紫苑がいると聞いてやってきた会議室。

　ノックをして扉を開けると、

「お疲れ様で──」

「──悔しい！」

　そこで紫苑は。いつも眩まばゆい光を放つ彼女は──泣いていた。

「負けた……完全に負けた！」

　机に突っ伏し、顔を両腕に埋うずめて大泣きしていた。

　彼女の前に広げられているノートパソコンと、優しい顔でその隣に座る斎さい藤とうさん。

「……」

　反射的に、その場に立ち尽くす。

　初めて見る、紫苑の負の感情の発露。

　事情はわからない。なんで紫苑が泣いているのか、想像もつかない。

　けれど……少なくとも、人に見られたいシーンではないだろう。

「す、すみません。失礼しました……」

　わたしはつぶやくように言って、部屋を出ようとする。

「……良ら菜な？」

　紫苑が顔を上げた。

　涙で崩れてめちゃくちゃになったメイク。

　流れ出たアイシャドーに剥はげ落おちたチーク。

「……ごめん、大丈夫」

　目元を指で拭い、紫苑は言う。

「ちょっと、色々あっただけで……」

「色々……？」

「うん。あー、あはは……」

　ハンカチで涙を拭き、紫苑は自嘲するように笑う。

「かっこ悪いところ、見られたなあ……」

「そ、そんなことないよ。じゃ、じゃあわたしはこれで……」

「あ、ちょっと待って！」

　言って、紫苑は出て行こうとしたわたしを引き留める。

「せっかくだから、良菜も話聞いてよ」

「え……わたしも？」

「うん。こういうこともあるんだって、参考になるかもしれないから……」

「……わ、わかった」

　そういうことなら、と彼女のそばに腰掛ける。

　抵抗はあったけど、やっぱり気にもなるのだった。紫し苑おんはなぜ泣いているのか。

　彼女をここまで悲しませるものは、一体何なのか。

「この間、わたしが落ちたアニメ。ＰＶが発表されたんだけどさ」

　言って、紫苑はノートパソコンをこちらに向ける。

　彼女がマウスをクリックすると、表示されていた動画が再生されて、

「ああ、このアニメは……」

　キャラやタイトルに見覚えがあった。

　確か、紫苑が原作の大ファンだと言っていた少女漫画。

　二クールのアニメ化が決定して、絶対出演したいと言っていた作品だ。

　けれど──「わたしが落ちた」。

　……そっか、落ちちゃったんだ。

　あんなにも憧れていた作品で、紫苑は受からなかった。

　この子ほどの実力者であっても容赦なくオーディションに落ちるという事実に、わたしは薄ら寒いものを感じる。

　ただ……興味も湧いた。どんな人が、紫苑を下したんだろう。

　キャラもお芝居も、わたしから見れば紫苑にぴったりだった。

　強気で明るい女の子。相手役の男子に素直になれない辺りも、紫苑らしいと思っていた。そんな紫苑に勝ったのは、一体──。

　そんなことを思いながら、そのＰＶを食い入るように見つめていると、




『──こんにちは！　わたしは美み奈な川がわ桃もも！　高校二年生！』




　──画面に、明るい音楽とともに主人公が登場する。

　彼女が──高いトーンで話し始める。




『恋は偶然落ちるもの！　出会い系もマッチングアプリもありえないと思っていたんだけど──』




「……なる、ほど」

　その声を聞いて……理解した。

　わたしは、わかってしまった。

「三みつ棟むねさんが、やってるの」

　涙声で、紫し苑おんが言う。

「しかも……めちゃくちゃ上う手まい」

　──紫苑の言う通りだった。

　主人公役の声優。ＰＣから流れる声は……間違いなく三棟珠たまさんの声だった。

　そして──上手い。

　一聴してわかるほどに、圧倒的に上手かった。

　先日、養成所で見た姫ひめ草ぐさ千ち代よとは真逆に近い演技。

　フレッシュで明るくて、若々しい女の子──。




『──だけどわたし、あいつの「契約彼女」になっちゃって、これから一体どうなるのー!?』




　そんなセリフがＰＣから流れて。

「……一個も勝ってない」

　震える声で、紫苑は言う。

「普通に負けた。わたし、お芝居で……」

　一瞬、気休めを言おうかと思う。

　そんなことはないんじゃないか、紫苑も良いい戦いをできたんじゃないか。

　そういうことを言おうと口を開きかける。

　けれど──わかる。わかってしまう。

　わたしは、紫苑がオーディションでどんな芝居をしたのか想像できる。

　そして、それがごくシンプルに、三棟さんの芝居に負けていた、ということも。

「わたし、絶対三棟さんより好きなのに！　沢山読んだのに！」

　もう一度、紫苑は机に突っ伏す。

「なのに負けた！　悔しい！　死ぬほど悔しい！」

　そう言って──声を上げて泣き始めた。




　──紫苑でも、勝てない相手がいる。




　そんな現実を……初めて目の当たりにした気がした。

　眩まばゆい紫苑。全ての願いを、自らの手に収めてきたように見えた紫苑。

　彼女がどれだけ愛情や情熱を注いでも、届かない場所がある。
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　叶かなわないことが──砕ける願いがある。

　そして、彼女の前にそびえた壁は、二ヶ月後、わたしの前に立ちはだかる壁でもある。




　──本当に、戦えるの？




　反射的に、そう感じてしまった。




　──わたしの演じる『紫し苑おん』で、勝負になるの？




　このところ、少しずつ自信がついてきていた。

　自分に才能があるかも、なんて思いすらした。

　けれど──それが揺らいだ感覚がある。

　わたしが『紫苑』を演じて……三みつ棟むね珠たまと『まともな戦い』をできるのか。

　……わからなかった。

　わたしはその問いに、首を縦に振ることができない。

　だから……今のわたしは、紫苑にかける言葉が一つも見つからなくて。背中を撫なでてやることさえできなくて。ただそばに座って、ぼんやりと途方に暮れていた──。





　　　＊






『コミック・ロジック・レトリック』第五話の収録。

　今回も問題なくアフレコの終わったあと、ロビーで一服していた彼──浜はま野の二じ郎ろうさん。

　年齢は、四十代中盤くらい？

　経験豊富なベテランで、物言いは柔らかいけど的を射ていて、大御所から新人まで沢山の声優に信頼されているそうだ。

　わたしももちろん、絶対的に浜野さんの仕事を信じていた。

　入れ替わりの件を受け入れてくれたこともあって、個人的にも深く信頼していた。

　そんな彼に、

「……率直に、どう思います？」

　声を潜め、わたしはそう尋ねる。

「二ヶ月後に三みつ棟むねさんとオーディションでぶつかって、そこで斎さい藤とうさんに判断してもらう必要があって。わたし、良いい戦いができると思いますか？」

　共演の声優さんたちが、ロビーを抜け帰っていく。

「お疲れ様でーす」と声をかけられ「お疲れ様でした！」と紫し苑おんのトーンで返す。

　きっと──浜野さんなら応援してくれる。そんな確信があった。

　最近わたしは、酷ひどく揺らいでいる。

　とんでもない無む茶ちやをしようとしているんじゃないか。

　到底実現不可能なことを、一人で必死に成し遂げようとしてるんじゃないか。

　そんな不安が、頭にこびりついて仕方がない。

　だから今のわたしには支えが必要で、それがなくちゃどこかで折れてしまう。

　浜野さんなら、そんなわたしを励ましてくれる気がした。前向きな言葉で、三棟さんとの戦いに送り出してくれる。そう信じ切っていた。

　そして──数秒間の沈黙のあと。

　浜野さんが、持っていた缶をテーブルに置き──、

「そりゃ無理だよ」

　──あっさりそう言って、わたしは絶句する。

「今のままだと無理だよ。相手にならないと思う」

　軽い声色だった。

　優しい表情だった。

　そして──期待の逆の言葉だった。

　ごく当然の事実を伝えるような、フラットな声のトーン。

「今の山やま田ださんの実力を、正確に説明するなら」

　言葉の出ないわたしに、浜はま野のさんは穏やかな声で続ける。

「紫し苑おんの代役を、ギリギリこなせるようになったってくらいだ。しかも、成立するのはキャラが山田さんに合ってるときだけ。もうちょっと普段の紫苑っぽいキャラだと、まだ人前に出すのは難しいだろうね」

　──少し前に受けた、『パリピ転生』のオーディションを思い出す。

　どれだけ声のトーンを上げても、テンションを近づけても、上う手まくハマらない感覚があった。音響監督には「手加減をしている」とさえ思われた。

　それはつまり──単に、そのクオリティのお芝居しかできていなかったから。

「多分、今後もちょこちょこオーディションは受かると思う。そのたびに、山田さんは紫苑の芝居をコピーしようとするだろうけど、それじゃあ紫苑のレベルにさえ至らないよ。あの子のお芝居は、そんな底の浅いものじゃない」

　優しい表情のままで、浜野さんははっきりと言う。

「劣化コピー、とまでは言わないけど、仕方なくの代役の域かな、たどり着けるのは。本当に紫苑と並び立つレベルになるなら、珠たまちゃんと戦うなら、役者としてその先にいかないと」

　──役者としてのその先。

　そういうものが、必要なんだろうか。

『香か家げ佐さ紫苑』になるための努力は、思い付く限りやっている。

　彼女の音を聞いて生き方を考えて、芝居だって全てを、誇張ではなく公開された全てをチェックした。その練習もした。

　ただ……それでは足りないんだろうか。

「だからまあ、このままいけば珠ちゃんと良いい勝負できる可能性はゼロだね。斎さい藤とうさんに『いける』って思わせるのも無理だ。むしろ『これはダメだ』って思われる可能性の方が高いんじゃない？」

　──足下が、崩れていく感覚。

　目の奥がジンと熱くなる。急に喉が渇いて、唇が震えそうになる。

「……じゃあ」

　それでも無む理り矢や理り口を開いて、わたしはかすれた声を上げた。

「わたしは、どうすればいいんですか……」

　……わからなかった。

　そんな風に絶望的な現実を見せつけられて、八方塞がりであることを指摘されて。

　わたしは、ここから役者としてどうすればいいのか。

「できることがあるなら……何でもやります」

　ぎゅっと手を握り、わたしは言う。

「寝ないで練習しろって言うなら寝ません。何も食べるなって言うなら食べません。どうすれば、その先にいけるんですか？」

　はっきり言ってほしかった。何が足りないのか。どうすればいいのか。

　それさえわかれば、わたしは絶対に言われた通りにする。

　何を犠牲にしたって、わたしは言われた課題をこなしてみせる。

　なのに、

「んー、それが違うんだよ」

　浜はま野のさんは、そう言って困ったように笑う。

「誰かに教わったり、後をついていったりするのがさ」

「……どういうことですか？」

「自分で見つけるしかないってこと」

　今日一番軽い口調で、浜野さんはそう言う。

「役者の伸び方なんて、人それぞれだ。その方法は、人に教えてもらって見つけるものじゃない。自分自身で切り開いていくしかない」

　……自分自身で切り開く？

　わたしは、『香か家げ佐さ紫し苑おん』にならなくちゃいけないのに？

　わからない。浜野さんの言うことが、今のわたしにはよくわからない。

　酷ひどく混乱してしまう。正直に言えば、ちょっと苛いら立だちさえ覚えている。

　なのに──、

「……本当は、予想がつくんじゃない？」

　缶コーヒーを一口飲み、優しい口調で浜野さんは言う。

「自分が、ここからどうするべきかなんてさ」

　ぎくりとしたのは──図星だったからだと思う。

　本当は、わたしは……浜野さんが言いたいことを、心のどこかで理解している。

　ただ、まだはっきりと掴つかむことができていない。

　言葉にして、呑のみ込むことができていない──。

「……」

　大きく深呼吸して──改めて思う。

　やっぱり……彼は、わたしの背中を押してくれている。

　本当の意味で、必要な言葉をかけてくれている──。

　……けれど、今のわたしにはそれを咀そし嚼やくできなくて。

　すぐには踏み出すことなんて到底できなくて──、

「……自分が、どうするべきか」

　彼の言葉を、乾いた声で繰り返すことしかできなかった。














　気持ちの乱れはお芝居にも表れる。

　あからさまに、テープオーディションから先にいけなくなる。

　あれからいくつか録とったテープ。その全ては審査落ちで、スタジオオーディションに進むことができなかった。

　それ以前に決まったスタジオオーディションでも、わたしのお芝居は酷ひどく不安定。

　現場の反応も、すこぶる悪い。がっかりした反応をされることもあった。

　そしてついには──、

「どうしたん？　良ら菜な」

　紫し苑おんの家、クローゼットの録音ブース。

　テープオーディションの収録中。

　録音をストップして、紫苑が心配そうにこちらを見た。

「なんかすごい、芝居が粗かった気がするんだけど」

　──紫苑にまで、様子がおかしいのを見抜かれてしまっていた。

　浜はま野のさんとの会話からしばらく。

　あれ以来わたしは必死に頭を悩ませ、自分がすべきことを探してきた。

　自分の気持ちを探り、できることを全て書き出し、眠れなくなるほど必死に考えた。

　けれど……わからない。

　ここから役者としてすべきこと。『香か家げ佐さ紫苑』の入れ替わりとしてすべきことが、今のわたしにはわからない。

　──つまり。わたしは完全にスランプ。

　自分を客観的に見ることができなくなっていた──。

「……ごめん」

　ブース内の椅子にへたり込みながら、わたしはつぶやくように言った。

「もしかしたら今日は、上う手まくテープ録れないかも」

「……ほーん」

　意外と軽い口調で、紫苑はそう言いヘッドフォンを外す。

「なら止やめとくかー。調子悪い日にやってもしょうがないし」

　パソコンをスリープさせ、キッチンに向かう紫苑。

「じゃあさ、お茶とかしちゃおうぜー。あ！　実は近所においしいケーキの店あるんだよ！　今から買いに行かない!?」

「そうだね。それもいいかも……」

　かすれる声で答えながら──紫苑、元気だなと思う。

　つい先日、三みつ棟むねさんに負けて大泣きしていたのに。

　言い逃れもできない敗北に、本気で落ち込んでいたっぽいのに……。

　……どうして、そんな風であれるんだろう。

　紫し苑おんにとって、この間の『負け』は何だったんだろう。

　そして──紫苑なら、わたしと同じ立場に陥ったとき、どうするだろう。

「あのさ」

　出かける準備をしながら、紫苑が言う。

「ちゃんと、わたしに言いなよ？」

「……何を？」

「何でも」

　リュックを肩にかけ、紫苑は言う。

「良ら菜なが芝居を始めたのは、わたしがきっかけなんだから。そこであったことはうれしいことも辛つらいことも、全部言っていいんだからね？」

「……そう」

　優しい笑みを、わたしに向けている紫苑。

　それでも……抵抗があった。

　同じように救いを求めて浜はま野のさんに相談して、さらに現実を突きつけられた。

　これでもし、紫苑にも厳しいことを言われたら。

　わたしの弱さを指摘されたら、本気で立ち直れなくなると思う。

　だから……怖い。紫苑に本心を話すのが、怖かった。

　──けれど、

「まー、ケーキでも食べながらさあ」

　紫苑は気楽な声で、わたしに続ける。

「まずは自分にご褒美あげて、気持ち楽にしようよ」

「自分に、ご褒美……」

「うん。大事だよ、自分を褒めてあげるのも」

　その言葉に──自分を縛る何かが緩んだ。

　久しぶりに聞いた気がする、許しの言葉。

　それはクリームみたいに甘くて、もっと味わっていたいと強く思って、

「じゃあ……話す」

　かすれた声で、わたしは紫苑に言った。

「ケーキ食べながら、話す……」

「おう、そうしな」

　玄関に向かいながら、紫苑は胸をドンと叩たたいた。

「今日はわたしのおごりだから、好きなもの思いっきり食べちゃいな！」
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　──紫し苑おんの言う通り、ケーキは絶品だった。

　紫苑が買ったのはモンブラン、わたしはフロマージュ。

　戻ってきたリビングで、ふわふわでしゅわしゅわのクリームを舌で味わいながら、

「──それで、紫苑が泣いてるのを見てね」

　わたしは彼女に話していた。

「ああ……無理なんだと思っちゃったっていうか。わたしには届かないって、はっきり感じちゃって」

『コミック・ロジック・レトリック』の上映会で、ちょっと自信を持てたこと。

　自分を抑えて紫苑らしく演じるのに慣れてきたこと。それが思い上がりなんじゃないかと不安になったことや──浜はま野のさんに突きつけられた現実。

「そのうえ浜野さんにはあんなこと言われて……もう、どうすればいいかわからないの」

　フォークについたクリームを口に運ぶと、甘さと鉄の匂いがする。

「どういう風に芝居をすればいいのか、役者としてどうすればいいのか、もう、何にも……」

「ふうん」

　とっくにモンブランを食べ終えていた紫苑は、紅茶を一口飲む。

　ニルギリの香りが、わたしの鼻をくすぐる。

　彼女はこちらのペースに合わせるように、柔らかな間を置いてから、

「あるよねー、そういうこと」

　思い出すような口調でそう言った。

「何をやるにも壁ばっかりだし、それを全部壊せるだけの実力はないし。自分が何をすべきか、わかんなくなっちゃうことは」

「……紫苑もあるんだ」

「そりゃあるよー」

　くしゃっと笑って紫苑はうなずく。

「現実にぶち当たって、追い詰められちゃうことはね。今もそうだけど最初のうちは、本当にずっと追い詰められてたなあ。声優になってすぐはね……」

「そうなんだ……」

「成功なんて、失敗の間にときどきあるだけだったし。悔しさと苦しさが積み上がったのを、たまにあるうれしさで帳消しにしてた感じ」

　──悔しさと苦しさが積み上がる。

　今まさに、わたしはそういう状況にあるんだと思う。

　じゃあどうすれば、うれしさを得ることができるのか。マイナスを帳消しできるのか。

「だから、一つ聞きたいんだけど」

　と、紫し苑おんはわたしの目をまっすぐ見て、

「良ら菜なは……どうしたい？」

「わたし……？」

「うん。良菜自身は、どうなるといいなと思う？」

　──どうしたいか。何を望むか。

　予想もしなかった問いだった。

「これは、わたしにも責任があると思うけど」

　と、紫苑は一度視線を落とすと、

「良菜は、周囲をすごく気にしてるよね。『香か家げ佐さ紫苑』にならなきゃいけないわけだから当然だし、むしろそれが芝居の武器にもなるんだろうと思うけど。でも、そのせいで自分を押し込めちゃってない？」

　その問いに、しばらく頭を巡らせて、

「……そうかも」

　わたしは、小さくうなずいた。

　紫苑と入れ替わり始めてから、わたしは「するべきこと」に追われてきた。

　うれしいことも楽しいこともあった。けれど、何より優先すべき『正解』があった。

「わたしね、思ったんだ。才能とか限界とか、そういうのは自分でどうにもならん。わたしが決められるのは、自分がどうしたいかだけだなって」

　お皿に残ったわずかなマロンクリーム。

　紫苑はそれをフォークですくい上げ、舌でペロリとなめた。

「評価も結果も、周囲が下すものだよね。ならそんなのは周りが気にすればいいし、わたしはわたしがやりたいようにするしかない。お芝居なんてあやふやな世界で、指針になるのなんてそれだけだし。人が一番強くなれるのは、好きなことをやってるときだから」

　──好きなことをやってるとき。

　わたしの好きなこと。やりたいと望むもの。

　わたしの顔を覗のぞき込こみ、紫苑は尋ねてくる。

「だから……どう？　良菜はどう思う？　どうしたいと思う？」

　そして、小さくほほえんでみせると──、

「最近は……ずいぶんお芝居、楽しそうだなと思ってたんだけど」

　──手探りで、自分の気持ちを確認してみる。

　厳しい現状に置かれて、縮こまって震えているわたしの気持ち。

　それを少しずつ紐ひも解といて、どんな形なのかを確認する。

　不安や苦しさがある。絶望や諦めがある。

　そういうコーティングを一つずつはいで、本心を指先で辿たどる。

　長い時間をかけて、紅茶を飲み終わる頃──わたしは、シンプルな答えを見つけた。




　──良いいお芝居をしたい。




　自分の中で、そんな気持ちが響く。

　水面に石を投げ込んだように、波紋が広がっていく。

　初めてアフレコに参加したとき、心の底から感動した。

　紫し苑おんのお芝居を目の前で見たときも、指先が震えるのを感じた。

　それに……三みつ棟むねさん。

　今でも、はっきりとその感情を思い出すことができる。

　彼女の隣で、食い入るように見つめたお芝居。




『──虚う構そを真実まことにしたいのではないのよ。真実まことをこそ虚う構そに作り替えてしまいたいのです、妾わたしは』




　あのお芝居が、決定打になったと思う。

　そこに世界があると思った。この世で一番尊いものかもしれないとすら思った。

　結局、本当に大事なことなんてそれしかなかったと思う。




　──お芝居をしたい。良いお芝居をしたい。




　気持ちの波紋は広がり干渉しあい、一つの欲求になっていく。




　──良い役者になりたい。良い役者と一緒にお芝居をしたい。




　周囲の評価だとか承認だとかお金だとか、そういうのは全部二の次だ。

　わたしの本心なんてたった一つ。ただこれだけだった。

　だとしたら──きっと話は簡単なんだろう。

　良い芝居をする方法を追求する。理想の役者に近づこうとするだけ。

　そんなシンプルな道が、わたしの目の前にある。

　じゃあ、どうすればその道を歩き続けられるのか。

　何を選んで、何を捨てれば望む場所に向かうことができるのか──。

「まあ、ゆっくり探してみなー」

　紫し苑おんの言葉で、思考の底から現実に戻った。

　気付けば、わたしはフロマージュを食べ終えている。

　紫苑がお皿をまとめて、キッチンへ持っていってくれる。

「こういうのは急がない方がいいよ。自分の気持ちに従えば、自然と見えてくるものだから。焦らずやろう。手伝えることは手伝うし」

「……ありがとう」

　うなずいて、わたしは椅子から立ち上がる。

「洗い物、するよ」

「おー、じゃあお願い」

　そう言う紫苑と入れ替わり、わたしはキッチンに立つ。

　紫苑は台拭きで、テーブルを拭き始める。

「……ありがとね」

　お皿を洗いながら、もう一度彼女に言った。

「おかげで気持ちが楽になった」

「いいってことよー」

　そう言う彼女はやっぱり眩まばゆくて──無色透明なわたしは。自分から光を放てないわたしは、どうすれば彼女みたいになれるんだろうと考える。

　そして、ふと思った。

「……みんなはどうなんだろう」

　わたしの数少ない役者仲間は、どんな願いを持ってお芝居をしているんだろう。

　どうしてお芝居を選び、どんな風になりたいと思ったのか。

　考えてみれば、これまでそういう話をしたことは一度もなかった。

「聞いて、みようかな……」

　つぶやきながらお皿を洗い終え、蛇口の水を止める。

　きゅっと心地のいい音がして、わたしは皆の顔を思い浮かべた。
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「──ガチ恋させたい！」

　養成所の仲間、魚うお鳥とりさんが参加している小さな劇団。

　その舞台を見せてもらって、参加した劇場内での打ち上げで。

　どんな役者になりたい？　というわたしの質問に──彼女はそう答えた。

「わたしの演じたキャラで、見てる人にガチ恋させたい！　多分わたし、男子キャラも女子キャラもどっちもいける声質だし、男女問わず本気の恋をさせちゃいたい！」

「おお、いいね！　結構いるもんね、キャラに恋したきっかけで声優になった人」

「そうそう、わたしもまさにそれでさー。中学のときに見た『絵画のキング様』で桜さくらくんに恋しちゃって。それが始まりだったね、役者を目指したのは……」




「俺はむしろ、現実で受け入れられたいかも」

　養成所での練習のあと。ロビーでペットボトルに口を付けながら、青あお物ものくんは言う。

「ほら俺……あんまり、愛想はよくないだろ。ちょっと口悪いところもあるし、性格に癖があるし」

「あ、ああ。まあちょっと、強こわ面もてかもね……」

「でもなんか……そういう性格も、役者としてだったら受け入れられたりするだろ。だから俺は、そういう声優になりたいな。味のある、一筋縄ではいかない役者っていうか」

「あー!!　名バイプレイヤーみたいな感じ？」

「そうそう」

　わたしの問いに、青物くんはうれしそうにうなずいた。

「ドラマとかで見る渋いおじさんの、声優バージョンになりてえな、俺は」




「えー、僕は……」

　バイト先だという本屋さん。

　その棚の整理をしながら、銭ぜに独ご楽まくんは恥ずかしげに口ごもった。

「……アイドル声優、みたいになりたい。アニメに出るのはもちろんだけど、歌やバラエティも頑張って、皆を元気にできたらいいなと思う……」

「おー、そうなんだ……！」

　予想外の返答に、ちょっと大きな声が出てしまった。

「いいね！　わたしもね……友達に、アイドル寄りの声優が大好きな子がいて。よくライブ映像を見せられるんだけど、本当に幸せそうで」

　友達──とぼやかしたけど、これ、紫し苑おんのことである。

　紫苑はああ見えてかわいい女の子が大好きで、今一番の推し声優は欄らん干かん橋ばし優ゆう花かちゃん。

　暇があれば彼女のライブ映像を眺め、ときどき現地参戦もしているらしい。

「そんな幸せを、世の中に作り出したいよねえ……」

　夢見る少女みたいな顔で、銭独楽くんはつぶやいた。

「それが僕の夢かなあ……」
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「みんな理想があるんだなあ」

　夜の自室、勉強机の前で。

「それに近づくために、いつもあんなに頑張ってるんだ……」

　話を聞きながら取ったメモを読み返し、わたしはそんな風にこぼしていた。

　ここ数日で、友達みんなに聞いた目標の話。

　それぞれ目指しているものは違ったけれど、不思議な力をもらえた感覚があった。

　みんなが願う未来。それぞれの素朴な願望。

　とんでもない流れで声優になって毎日に翻弄されているわたしは、それを教えてもらうだけで足りなかったものを補充できている感覚がある。

「……もっと聞きたいなあ」

　気付けば、そうこぼしていた。

「色んな役者さんの目指すものを、聞いてみたい……」

　思い浮かぶ人は沢山いる。東とう方ほうさん、薬やく師しさん。他にも共演した沢山の人たち。

　紫し苑おんは起業したがってるわけで、そういうのはないかもしれないけれど……それでも色々話はしてみたい。

　そして──、

「……ああ……」

　わたしは思い付く。

　一番その話を聞きたい『ある人』を、わたしは思い付いてしまう。

「……いやいや、さすがにそれは無理でしょ」

　けれど冷静になって、そのアイデアを頭の中で打ち消した。

　そんなにその人と親しいわけでもないし、時間を作ってもらえるとも思えない。

　キャリアや出演アニメを考えれば、超がつく程の多忙のはずだ。

　それでも……願望は自分の中で膨らんでいく。

　話を聞きたい気持ちが、抑えられなくなっていく。

　なら……今はもう、踏み出してみよう。

「よし……」

　覚悟を決めると、わたしはスマホを手に取り。

「……あ、もしもし、斎さい藤とうさんですか？　ちょっと、ご相談があって……」

　大きく息を吸って、大切な『お願い』を斎藤さんに伝える──。





　　　＊






　昼前の駅、改札口を出たところ。

　待ち合わせ予定の場所で、わたしはそわそわと『彼女』が来るのを待っていた。

　目の前を、沢山の買い物客が行き交っている。

　老若男女、赤ちゃんからおじいさんおばあさんまで。

　その人数があまりにも多くて、ちょっと不安を覚えた。

　本当にここでよかったのかな？　若者も多い街だし、もっと人目につかない場所の方がよかったんじゃ……？

　けれど実は、今回向こうが指定してきた待ち合わせ場所がここだった。

　どうやら、お家うちがこの近くにあるらしい。

　知名度を考えればもっと警戒するものかと思っていたけれど……意外とあのレベルの人でも、カジュアルな感じで暮らしているのかもしれない。

　そんなことを考えながら、待ち合わせ時間を数分過ぎた頃、

「──こんにちは、遅くなりました」

　穏やかな声でそう言いながら、彼女がやってきた。

「すみません、お待たせして。誘ってくれて、ありがとうございます」

「こ、こんにちは！　むしろ、こっちこそありがとうございます！」

　そう答えながら、わたしはブンブンとお辞儀を連発した。

「お忙しいでしょうに、お時間作っていただけて……」

「いえ、わたしも一度、お話ししてみたいと思っていましたから」

　そう言って彼女は──マスクをした三みつ棟むね珠たまさんは、こちらの顔を覗のぞき込こむ。

「事務所から、色々事情も伺いましたし」

　──三棟珠さん。

　最強の若手女性女優にして、わたしの憧れの役者。

　そして──一ヶ月半後、オーディションでわたしとぶつかる最大の壁。

　斎さい藤とうさんにお願いして、わたしは今回彼女と話す場を作ってもらっていた。

「あ、ありがとうございます！　うれしいです……」

「ええ。では行きましょう。マネージャーが、予約してくれたお店がありますので」

「は、はい！」

　うなずいて、わたしは彼女の後について歩き出す。

　もちろん、最初は断られるだろうと思っていた。

　三棟さんが忙しいのはわかりきっていることだし、一度会っただけの若手に時間を割いてもらえる可能性は薄い。そのうえ、普段わたしは『香か家げ佐さ紫し苑おん』として活動をしているわけで、その辺りの話もややこしい。

　ただ──「三棟さんにウソはつきたくない」と思った。

　表現の極みにいる彼女に、隠し事をしながら話すなんて嫌だった。

　そこで、斎さい藤とうさんに相談の上、三みつ棟むねさんの事務所にも入れ替わりの事情を明かした。それでもお話ししたいんです、とお願いすると──返事はまさかのＯＫ。

　ということで、わたしは住みたい街ナンバーワンなんかにも選ばれがちなこの街を訪れ、三棟さんとお話をさせていただくことになったのだった。
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「それにしても、変わったことをするんですね」

　マネージャーさんが予約してくれたというお店。

　小こ洒落じやれたイタリアンの、個室席。

　注文を終え変装を解くと、不思議そうな顔で三棟さんは言う。

「香か家げ佐ささんと入れ替わり。長く仕事をしていますが、そんな話は初めて聞きました」

「そ、そうですよね。こんなことする人、他にはいないですよね……」

「ええ、それに興味深いです。山やま田ださんとしては、常にお芝居を求められてしまう、という状況なわけですね」

「ええ。だからちょっと、迷ってしまうことも多くて。三棟さんに、お話を伺いたいなと……」

　緊張気味に、三棟さんにそう切り出す。

　入れ替わりの件……怒られるかなと思ったけれど。

　反発を受けるかなと思ったけれど、三棟さん的にはそこまでネガティブな感覚ではないようだ。むしろ、お芝居の一環として興味を持っているようにすら見える。

　まずはそのことに、内心安あん堵どした。

「わたしでよければ、お答えしますよ」

　子供みたいにじっとわたしを見て、三棟さんは言う。

「山田さんのお芝居には、興味があるので」

「ありがとうございます……」

「ただ」

　と、なぜか三棟さんはちょっと寂しそうな顔になり、

「こうしてお話をするなら……三棟さんという呼び方はやめてもらえるとうれしいです」

「え……？　す、すいません！」

　思わぬ話に、大きめの声が出てしまった。

「し、失礼でしたかね？　そうですよね！」

　しまった……やらかした！　わたし、初っぱなからやらかした！

　確かに、相手は超大御所声優さんなわけで、普通の先輩を呼ぶような言い方は失礼だったかも……。

「では、なんとお呼びすれば……」

　反省しつつ、恐る恐るそう尋ねると、

「珠たまちゃん、でお願いします」

　三みつ棟むねさんは──穏やかな声でそんなことを言い出した。

「珠ちゃん!?」

「ええ。わたし、この名前を気に入っているので」

　当たり前みたいな顔で、三棟さんはうなずく。

「親からも友達からもそう呼ばれていましたし。お仕事の方にも、そう呼ぶようお願いしているんです」

「は、はあ……」

　予想外の展開に、わたしはおずおずとうなずく。

「では、珠ちゃんで……」

　そう口にしてみて、なんだかすごい違和感を覚えた。

　珠ちゃん。わたし、憧れの人をそんな風に呼んでしまっていいんだろうか……。

　ご本人のキャラ的にも、そんなペットっぽい名前は似合わない気がするんだけど……。

　しかし、紫し苑おんもそうだったけど、この業界の人は呼び名で距離を作られるのがあんまり好きじゃないのかな？　人との距離を詰めるのが得意じゃないわたしは、そういうのにいちいちドギマギしてしまう。

「ありがとうございます。では、わたしも山やま田ださんのことは、良ら菜なちゃんと呼ばせてもらいます」

「あ、はい！　それは、是非そうしていただいて……」

　そんなことを話すうちに、料理がテーブルに運ばれてくる。

　わたしも三棟さんもお店のお薦めだというパスタ。ずわい蟹がにと渡わたり蟹がにのタリオリーニ。

「それで、聞きたいことというのは？」

　フォークを手にしながら、珠ちゃんが尋ねてくる。

「お芝居について、わたしに何か聞きたかったんでしょう？」

「ああ、はい。そうなんです」

　彼女に続いてフォークを持ちながら、わたしはうなずいた。

「珠ちゃんには……理想の役者像はありますか？」

　パスタをそこに巻き付けながら、わたしは尋ねる。

「こうなりたいっていう理想像や、こんな風になっていきたい、という憧れはありますか？」

「理想像。憧れ……」

　視線を上にやり、考える様子の珠たまちゃん。

　答えはすぐに見つかったようで、

「……今は、ないかもしれませんね」

　彼女はすぐに、視線をこちらに戻した。

「幼い頃は、そういうものもあった気がしますが……思い出せません」

「そうですか……」

　確かに、彼女からすればそうなのかもしれない。

　名実ともに、彼女は若手女性声優界のトップにいる。

　誰かを追いかける側ではなく、背中を見せる側なわけで。どうなりたいかではなく、自分がどうあるべきかを考えるのが自然なのかもしれない。

「ただ」

　と、けれど彼女は続ける。

「素敵な人と一緒に芝居をするのが、今の大きな喜びです」

「ああ……上う手まい人と、共演するのが」

「上手くなくてもいいんです。何かわたしの、わくわくするようなお芝居であれば。上手さは、お芝居に於おける手段の一つなんじゃないか、という気もするので……」

　言いながら、珠ちゃんはパスタを口に近づける。

　けれど──大きすぎた。

　気付けば彼女はとんでもない量のパスタをフォークに巻き付けてしまっている。

　どう見ても、一口では食べ切れない。

　困ったような顔でそれを見ると、スプーンでほぐしてボリュームを落とす珠ちゃん。

　一回りパスタの渦が小さくなってもう一度それを口に運ぶけれど、それでもやっぱりサイズが大きくて、食べにくそうにそこにかじりついている。

「……」

　──ぞっとした。

　なぜか、その姿に寒気を覚えてしまった。

　一見すれば、ドジっ子属性にも見えかねないその仕草。

　アニメでは「かわいいシーン」として描かれそうな一連の行動。

　けれど──その不器用さは。パスタさえ上手く食べられないその抜けっぷりは。

　今のわたしには、珠ちゃんが芝居の代わりに犠牲にしたもののように思えた。

　彼女が捨ててきたもの、選ばなかったもの。その膨大な量と、ギリギリまで切り詰められた人間性。

　けれど、

「だから……良ら菜なちゃんとお芝居するのは、楽しみでした」

　口元を手で押さえながら、そう言う珠たまちゃん。

「養成所で見かけたときから、いつか一緒にお芝居したいなと思っていました」

「あ、ありがとうございます！」

　どこか無邪気なその言葉に、胸にうれしさが咲く。

「わたしも、いつか珠ちゃんと共演したいです！　……あ、共演ではないですけど、オーディションは同じのを受けますよね？『おやすみユニバース』」

「ああ、そうみたいですね」

「あれも、ある意味一緒にお芝居、ってことになるかもしれないですよね。もしかしたら、別役で受かって本当に共演、ってこともあるかもしれないですし」

「……」

「……珠ちゃん？」

　なぜか、珠ちゃんが黙り込む。

　フォークをパスタに刺し、延々くるくると回し続けている。

　その表情は、何かに不満を覚えているようにしか見えなくて。

　何かを残念だと思っているようにしか見えなくて──、

「どう、したんですか……？」

　恐る恐る、わたしは尋ねる。

　彼女は顔を上げ、どこか子供じみた仕草で唇を尖とがらせると、

「……香か家げ佐ささんとして、受けるのでしょう？」

　そんな風に、尋ねてきた。

「良菜ちゃんではなく、香家佐紫し苑おんさんとしてオーディションを受けるのでしょう？」

「あ、ああ。そうなりますね……」

「わたしは」

　と、もう一度珠ちゃんはフォークをくるりと回し、

「養成所で見た良菜ちゃんと、一緒にお芝居をしたかったんです」

　──その言葉に。

　珠ちゃんの言うその言葉に──何かが背中を走っていった。

「……ああ、なるほど」

　見えてしまった。

　その一言で──わたしは、理解をしてしまった。

　わたしがどうするべきなのか。どんな役者になりたいのか。

　わたし自身が、どうしたいのか。

　ただ……それは、あまりにも身勝手な道のりだ。それを選ぶことで、沢山の人に迷惑をかけることになる。大切な恩人を、裏切ることにさえなるかもしれない。

　かつてのわたしだったら、絶対に選ばなかった選択肢。

　けれど、

「ありがとうございます」

　わたしは、珠たまちゃんに言う。

「わたし……決心ができました。選ぶ覚悟ができました」

「……そうですか」

　一瞬、不思議そうな顔をした珠ちゃん。

　それでも、わたしの表情に何かを察したらしく満足そうに笑った。

「こんな話でお役に立てたなら、よかったです」

「それからね」

　もう一度パスタにかじりつこうとしている彼女に、わたしは続ける。

「前に……お芝居は珠ちゃんにとって、呪いだって言ってましたよね？」

「ええ、そうですね」

「珠ちゃんがそう言った気持ち、今のわたしならわかります」

　真面目な顔で、珠ちゃんはわたしを見ている。

「こんなに苦しいのに、こんなに周りを巻き込むのに決して止やめられない。それで自分が幸せになっているのかもわからないのに、どうしたって諦められない。それはもう……確かに、呪いみたいなものですよね」

　──無限に湧き続ける欲求がある。

　芝居をしたい。上う手まくなりたい。上手い人と一緒に芝居をしたい。

　その気持ちは際限も区切りもなくわたしを突き動かす。

　その先に幸福がある保証なんて全くないし、苦痛は絶えることなく降りかかってくる。

　それは確かに──珠ちゃんの言う通り、呪いにも似ている。

「……うん」

　うなずいて、珠ちゃんはうれしそうに笑った。

　彼女は紙ナプキンで、口元に付いたソースを拭うと、

「うれしいです」

　はっきりした声で、わたしにそう言う。

「わかってもらえて、とてもうれしい」

「わたしも、理解できてうれしかったです」

「だから……できることなら、みんなわたしみたいにならない方がいいと思うの。きっと、不幸になってしまうから」

「そうなのかも、しれませんね……」
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　それも否定できない。その欲求に身を任せて幸福になれる人は、ほんのわずかだ。

　そもそも……珠たまちゃんでさえ、きっと完全に幸福とは言えないんだろう。

　はっきりと、不幸と言い切ることもできるのかもしれない。

　でも──と、わたしは言葉を続ける。

「でもわたし思うんです。いつかこんな風に感じたことを……『運命』だと思えたらいいなって」

「……運命？」

「はい」

　全ての感情をこめて。

　期待や不安や諦めや怒りをこめて、わたしはうなずく。

「わたしが芝居をするのは運命だった。それが、わたしの生き方だったんだって……遠い未来で、思えたらって」

　パスタをもぐもぐして、珠ちゃんは考える顔になる。

　そして、長い時間をかけてそれを呑のみ込んでから、

「運命……そうか」

　彼女は、わたしにうなずいてくれたのでした。

「いいですね、それ」





　　　＊






「ごめんなさい、呼び出してしまって」

　珠たまちゃんと話をした翌日。夕方の、プロダクションモモンガの会議室。

　集まってくれた紫し苑おんと斎さい藤とうさんに、わたしはそう言って頭を下げた。

「どうしても、二人にお願いしたいことがあって、今日はお時間いただきました……」

　──酷ひどく緊張していた。

　もう、四ヶ月以上毎日一緒に過ごしてきた二人。

　友達以上の関係になったこの人たちを相手に──わたしは緊張感を覚えている。

「あー、いーよいーよー」

「わたしも、ちょうど時間が空いていたので気にしないでください」

　軽い口調で、そう返す二人。

　けれど……紫苑も斎藤さんも、これから大切な話をされるのを察しているんだろう。

　表情の気負いのなさは、それをしっかりと受け取ろうという意思の表れな気がした。

「……ありがとうございます」

　うなずいて、わたしは小さく息を吸う。

　張り詰めた気持ちに、唇がわずかに震えた。

　これからするのは──あまりにも身勝手なお願いだ。

　二人が困るのは間違いないし、場合によっては多大な迷惑をかけることになる。

　それでも……わたしは伝えたい。

　抗あらがいようのない欲求を、二人に明かしたいと思う。

　もう一度、心の中で決意を固めてから、

「一ヶ月半後に、劇場版アニメ『おやすみユニバース』のオーディションがあります」

　まずは、そう切り出した。

「主人公の『日向ひなた』役を、三みつ棟むねさんと奪い合うオーディションです」

「ええ」「うん」

　真剣な顔で、二人はうなずいた。

「製作の皆さんは、紫苑による『日向』の解釈、お芝居を期待していると思います。『日向』は等身大の女の子で、それを紫苑が演じる。普段は強気の女の子が、純粋なキャラを演じることで出る初々しさとか、そういうのを期待してるんじゃないかなって」

「まあ、そうだろうね」

　そう言って、紫苑はうなずいた。

「テープオーディションも良ら菜な、その方向でお芝居してたもんね。元気な子が大人しいテンションになったときの、くすぐったい感じというか。わたしも最近、ちょくちょくその方向性のキャラやったりしてるし」

「うん」

　唇を噛かみ、ふっと息を吐いた。

「だから、そのときやったのは『紫し苑おんの芝居』だし、向こうが求めてるのも『紫苑の芝居』なのは間違いないよね」

　そうだ──その前提は揺るがない。

　誰もが、紫苑のお芝居を欲している。

　香か家げ佐さ紫苑が『日向ひなた』を演じることを求めている。

「……でも」

　そんな現実を十分に理解した上で。

　大きく息を吸い込んでから──、




「──わたしは、自分の芝居をしたいんです」




　わたしは、端的に結論を言う。




「紫苑の芝居じゃなく、わたしの思う通りのお芝居を、させてもらいたいんです」




　──紫苑ならどうお芝居をするか、じゃない。

　周りに求められているのがどんなお芝居か、じゃない。

　わたしが思う『日向』を。

　わたしが思うそのキャラを、人物を──誰に遠慮することもなく演じ切ってみたい。

　わたしは、強くそう願っている。

「……ふうむ」

　ごくフラットな、何の感情も滲にじんでいない声で紫苑がうなずく。

「なるほどなー。理由は？　もちろん、色々考えて言ってるんでしょ？」

「うん……」

　うなずいて、わたしは緊張感にごくりと唾を飲む。

「そのオーディションの頃……ちょうど入れ替わりの準備を始めて半年になるの。斎さい藤とうさんがわたしたちに課したタイムリミットだね。そこまでに『いける』と思わせられなければ、入れ替わりはおしまい。つまり、実質そのオーディションで何を見せられるかが、最後のテストになるんだと思う」

「ええ、そうですね」

　黙っていた斎さい藤とうさんが、そう言ってうなずいた。

「そこで、わたしも最終的な判断を下すつもりでした。山やま田ださんが、三みつ棟むねさんと並んでどんなお芝居をしてくれるかで」

「だから、わたしも絶対そこで、それまでで最高のお芝居をしたいんです。三棟さんと、まともに戦えるって思ってもらいたい。そのためには、今までよりずっと良いい芝居をしなくちゃいけません」

　……これまで、と。

　一層抵抗を覚えながら、わたしは話を続ける。

「これまで、わたしは二代目香か家げ佐さ紫し苑おんとして、ずっとお芝居をしてきました。紫苑ならどう演じるか、紫苑ならどう振る舞うかをずっと考えて、形にしてきました。でも……最近、少しずつ自分のお芝居が見えてきた気がするんです。山田良ら菜な自身のお芝居が……」

　──無色透明、と、最初に紫苑が言ってくれたときのことを思い出す。

「自分の芯を貫く紫苑の芝居に対して、わたしは柔軟に色を変える芝居が好きでした。どっちが優れている、とかそういうことはないと思うんですけど……わたしが得意なのは、周囲に反応する芝居だった。でも、それを抑えてここまで声優をやってきたんです。あくまで、わたしは二代目香家佐紫苑だから」

「そうだね」

　──でも。

「でも──」

　わたしは、視線を落とし唇を噛かむ。

「それでは、勝てないってわかったんです。三棟さんには到底並び立てないし、紫苑に追いつくのも無理です。背中を追ってるだけじゃ、同じ場所にたどり着けない……」

　浜はま野のさんに突きつけられた、そんな現実。

「勝つためには、わたしの芝居をすることが必要で。そうしないと、結局全部が無駄になって……」

　言いながら──けれど、わたしは違和感を覚える。

　本当に、そんなことのため？

　わたしは勝つために、自分の芝居をしたいと願ったの？

　斎藤さんを納得させるため？　周囲の期待に応えるため？

「……いや、違う」

　はっきりと、そう思った。

　誰かのためじゃない。周りのためじゃない。

「それだけじゃなくて……わたしは……わたしが願うから……」

　一役者として、山田良菜として──、




「……そのオーディションでわたしの芝居をしたい」




　──香か家げ佐さ紫し苑おんと、斎さい藤とう円まどかにそう打ちあける。




「わたしのために、自分の芝居をしたいんです」




　わたしの力を全て、その芝居にこめたいと思った。

　わたしがしてきた努力、わたしが味わってきた苦労。

　そしてそれ以上に──憧れ。

　そういうもの、全てをこめて珠たまちゃんと戦いたい。

　そのためには……紫苑の芝居をすることはできない。わたしはわたしのお芝居で、無色透明の透き通るお芝居で、珠ちゃんに立ち向かいたいと思う。

　願うことは、それだけだ。

「なるほどね」

「そういうことですか……」

　──こんな状況でも、二人は穏やかな表情をしている。

　いつかわたしがこんなことを言い出す日が来るのを、予感していたのかもしれない。

「……もちろん、山やま田だ良ら菜なとして受けさせろ、ってことじゃありません」

　一度呼吸を整えながら、わたしは補足する。

「香家佐紫苑としてオーディションを受けます。演技中以外は、ちゃんと香家佐紫苑として振る舞います。だから、どうかお願いします……」

　言って、わたしは椅子から立ち二人に頭を下げた。

「わたしに……自分のお芝居をさせてください！」

　──沈黙。

　会議室に響く空調の音と、外の廊下を誰かが歩いていく足音。

　そして──数呼吸分の静けさのあと、

「……んー」

　最初に声を上げたのは、紫苑だった。

「まあ、とりあえず顔上げて」

「……わかった」

「えっと、良菜はさ」

　見れば──紫苑は真剣な顔で。

　これまでで一番『遊び』のない表情で、わたしを見ている。
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「それをやるとどうなるかわかってるよね？　紫し苑おんとしてオーディションに出て、良ら菜なのお芝居をやったらどうなるか」

「……うん、わかってるつもり」

　一瞬気け圧おされながら、それでもわたしははっきりとうなずいてみせた。

「その場にいる人には『いつもの紫苑のお芝居じゃない』って一発でバレると思う。浜はま野のさんや三みつ棟むねさんは、入れ替わりを受け入れてくれたけど……怒り出す人だっているかもしれない。そうなったら、大騒ぎになると思う……」

「だよね？　話が世に出たら炎上は間違いなしだよね？『香か家げ佐さ紫苑』としての活動はもうできなくなるかもしれないし、そのあと考えてる起業にも影響があるかもしれない」

「……うん」

「オーディションのときにバレなかったとしてもさ」

　と、紫苑は声のトーンを変えずに続ける。

「仮に受かって作品に出演することになったら。明らかに、普段のわたしと違う芝居が世間に届くってことでしょ？　こうなると、もっと大変だよ。それこそ何万何十万っていう人が見るから、バレる可能性もぐんと跳ね上がる」

「……そうだね」
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「それでも」

　と、紫し苑おんはわたしに首をかしげて尋ねる。

「良ら菜なは──そのオーディションで、自分の芝居をしたいの？」

　その言葉に──グッと唇を噛かむ。

　紫苑が口にした最悪の未来予想図に、冷や汗が浮かぶ。

「『紫苑』を演じることを、止やめたいの？」

　けれど──、

「……それでも」

　──わたしは、自分を突き動かす衝動に従ってその道を選ぶ。

「自分のお芝居をしたいです」

　言って、わたしは二人に深く頭を下げた。




「わたしが透明なわたしのまま生きていけるのは──ここだけだから」




　──もう一度、会議室に沈黙が降りる。

　時間が完全に静止したような、数呼吸分の沈黙。

　そして──、

「……オッケー」

　それを破った声は、なぜだかわずかにうれしそうだった。

「いいよ……良菜」

　顔を上げると、紫苑が挑むような表情でわたしを見ていた。

「やってきなよ。そこまで言うなら止めない。自分の芝居で、三みつ棟むねさんと戦いな」

「……紫苑」

　そして──彼女の隣の斎さい藤とうさんも。

　紫苑よりは明らかに消耗している彼女も、

「……もう、賭けに乗るしかないですね」

　諦めたように椅子に体重を預け、そう言って笑った。

「こうなったら、わたしも付き合いますよ。元はと言えば、わたしたちが山やま田ださんを引っ張り込んだんですし……」

　受け入れられた。

　わたしのお願いを──二人に許してもらえた。

　──胸にこみ上げるものがあった。

　うれしさ、不安。恐怖と高揚。まぜこぜの感情に膝をガクガクいわせながら、

「……ありがとうございます！」

　わたしは何度も、二人に頭を下げた。

「とてもうれしいです。精一杯頑張ります！　本当にありがとうございます！」

「まあでも……本当に良いいお芝居してきてよ？」

　もう一度不敵に笑って、紫し苑おんは言う。

「これで中途半端な演技になったら、良ら菜なとは言えマジで許さないから」

「もちろん……！」

　力強く、わたしはうなずいてみせる。

「絶対に絶対に、最高のお芝居をするよ！」

「おう、期待してる」

　うれしそうにうなずいた紫苑。

　ただ……もう一つ、彼女には言いたいことがあって、

「そこで……ちょっとお願いがあるんだけどさ」

「ん、何？」

　尋ねる紫苑に、わたしはもう一度覚悟を決めて、

「これから──毎日練習に付き合ってほしい」

「……は？」

「仕事終わったら、毎日事務所でわたしと練習してほしい」

　よっぽど予想外だったらしい。わたしのその言葉に、目を見開いている紫苑。

　動揺しているようにも見える、その表情──。

「わたしのお芝居は……反応の良さが武器みたいなのね」

　そんな彼女に、わたしは順を追って説明する。

「色んな条件に反応して、お芝居を自由に変えるのが強みらしいの。他の演者さんはもちろん、ディレクションや現場の雰囲気や作画なんかによってもね」

「……そうだね」

　ぎくしゃくと、紫苑もうなずいた。

「それは、テープオーディション録とってて、わたしもそう感じたよ……」

「だから──反応の練習をしたい。三みつ棟むねさんに勝つには、まだまだそこを強化しなきゃいけない。けどその練習には、相手がいるよね。わたしが予想もしなかったお芝居やディレクションをくれて、反応をさせてくれる人……」

　一人では──反応の練習はできない。そこに他の役者がいて、動画や演出や解釈があって、わたしは初めて反応することができる。

　そして、その相手なんて一人しか思い浮かばなくて──、

「それが……わたし？」

「うん」

「この世であなたしかいないの、紫し苑おん。お願いします」

　頭を下げると──数瞬の間を置いて。

「あははははははははは！」

　紫苑は笑い始めた。

　心の底から楽しそうな、大爆笑だった──。

「ちょ、良ら菜な……本気で言ってる!?　一応わたし、人気声優なんだけど！」

「うん、知ってる」

「超忙しいんだけど！　毎日アフレコも入ってるし！」

「うん、そうだよね」

「そんなわたしに、自分の練習に付き合えって言うの!?」

「そうだよ」

「言うねえ」

　よっぽど面白かったらしい、紫苑は指で涙を拭いながら言う。

「いつの間に、そんな無む茶ちや振りできる子になったの」

　本当に、紫苑の言う通りだ。

　以前のわたしなら、絶対にこんなこと言えなかった。

　超人気声優に、毎日わたしに付き合えなんて。

　けれど──、

「……あなたが、わたしをこんな風にしたんでしょ？」

　──これは紫苑のせいでもあるんだ。

　わたしが変わったのは、紫苑のせい。

「だから……責任取ってよね」

「あはは。それ、彼氏に言うヤツじゃん」

　楽しげに笑って、紫苑はわたしに意趣返しする。

「かもね。しかも結構酷ひどい彼氏に」

「えー、大事にしてるつもりなんだけどなあ、良菜のことは」

「悪い彼氏は大体そう言うんだよ」

　──こんな日がくるなんて、かつてのわたしは想像もしなかった。

　人気声優、香か家げ佐さ紫苑。彼女に無茶なお願いをして、こんな風に笑いあうなんて。

「……わかった、付き合うよ」

　そして彼女は、わたしにそう言ってくれる。

「こうなったら、どこまでも付き合うよ。練習もいくらでもするし、失敗して入れ替わりがバレて炎上することになったら」

　と、紫苑は考える顔になり、

「……まあ、一緒に燃えよう」

「うん。二人で灰になるのも、悪くないかもね」

「こんなことしてるわたしたちには、ふさわしい報いだよな」

　ふふふ、ともう一度、わたしたちの間に笑い声が漏れる。

　初めて──紫し苑おんと対等になった。眩まばゆい女の子と並び立てたと、わたしは実感した。

「やるからには勝つよ」

　わたしの手を握り、紫苑は言う。

「三みつ棟むねさんを倒そう」

　そしてわたしも、彼女の手を握り返し──力強くうなずいたのでした。

「うん！」














「──プロダクションモモンガ、香か家げ佐さ紫し苑おんです」

　アフレコスタジオのブース内。

　目の前のマイクに、わたしはそう名乗った。

「胡こち蝶よう日向ひなた役をやらせていただきます。よろしくお願いします」

『はい、よろしくお願いしますー』

　トークバックの声に、わたしはコントロールルームに目をやる。

　いつものオーディションよりも、少しだけ多い関係者の姿。

　初めて見る音響監督に、ミキサーさん、ミキサー助手の方。

　製作委員会の人やプロデューサー、そして塔とうノの沢さわ監督ご本人もこのオーディションに立ち会っている。いつか街頭ビジョンで見た、繊細そうな雰囲気の男性。

　そしてもちろん──付き添ってくれている斎さい藤とうさん。

　彼女は誰よりも緊張した顔で、ブースのわたしをじっと見つめていた。

　──ついに、この日が来た。紫苑との入れ替わりが始まって、半年。

『おやすみユニバース』主人公、『胡蝶日向』役を決めるオーディション。

　わたしの運命を決める日が──。

　劇場版アニメのオーディションを受けるのは、これが初めてだった。

　初めて訪れるスタジオ。初めて顔を合わせるスタッフの皆さん。

　深夜アニメとどこか少しずつ勝手が違う気がして、わたしはこれが『特別なオーディション』であることを肌で感じる。

　──今日まで、できる限りの準備を重ねてきた。

　紫苑と二人での反応の練習をメインに、作品の情報も収集。

　監督がこれまで作ってきた映画を何度も鑑賞するのはもちろん、キャラデザ、背景美術、作画監督のお仕事もチェックした。

　それは全て──わたしの中で、作品をリアルに想像するため。

　頭の中で映像を流し、それに反応しながらお芝居をするため──。

　紫苑もそんなわたしを、惜しみなくサポートしてくれた。

　送付されたオーディション台本、原作本を元に様々なお芝居を二人で試した。

　それこそ思い付く限り、全てのパターンを。

　もちろん、練習しすぎもよくない。自分の中でキャラが固まりすぎるのは、ディレクションに反応できなくなるリスクがある。柔軟性を残すことにも、できる限り意識を割いた。

　そして──今日。訪れた運命の日。

　完璧なコンディションで、わたしはブースに立っている。

『──あ、ちょっと待ってくださいね』

　そんなタイミングで、トークバックで声が上がった。

「はい」

　うなずくと、コントロールルームの面々がスタジオの外とやりとりを始める。

　どうしたんだろう、何かトラブルだろうか。彼らはしばらく何かを話し合ってから、

『……ごめんなさい、香か家げ佐ささん』

　探るような表情で、わたしに尋ねてきた。

『今日、同じく「日向ひなた」役を受ける三みつ棟むね珠たまさんが、香家佐さんのオーディションを拝見したいと言ってて。……いいかな？』

「ああ、なるほど」

　そうか、そういうことか。

　あの人、こんなときまでわたしのことを気にしてくれているんだ。

『普通はこんなこと頼まないんだけど……監督も、香家佐さんがいいって言ってくれるならって。どうでしょう？』

「もちろん、構いませんよ」

　わたしはマイク越しに、コントロールルームに向けてそう言った。

　断る理由はないし、珠ちゃんの気持ちも理解できる。

　気になる役者が本気でお芝居をする瞬間には、できることなら立ち会いたいものだ。

　だから、

「ただ、わたしも見たいです」

　マイク越しにそう主張した。

「わたしにも、三棟さんのオーディションを見せてください」

『なるほど。……ああ、三棟さん、ＯＫだそうです。見せあおう、って』

「わかりました。よろしくお願いします」

　うなずくと──彼女が。

　今日、わたしが倒すべき三棟珠さんが、コントロールルームへやってくる。

　黒いワンピースに、女性にしては高めの身長。端整に整った顔と、意志の強い目──。

　──先日、一緒に食事をしたときとは。

　リラックスしてお話をしたときとは、纏まとっているオーラが違った。

　そこにいるのは、間違いなく最強の声優。

　国内の若手女性ナンバーワンである天才役者、三棟珠だった。

　けれど、わたしは動じない。彼女を前に、彼女を超える芝居をする覚悟はできている。

『……ということで、お待たせしました』

　どこか申し訳なさそうな声色で、音響監督が言う。

『始めていきましょうか』

「はい、よろしくお願いします」

　うなずいて、わたしは台本を顔の前に持ち上げた。

『まずは頭から、ざっとお願いします』

「はい！」

　──出がけに、紫し苑おんがかけてくれた言葉を思い出す。

　事務所を出て、車に乗り込むわたしに彼女が言ったこと──。

「絶対に、勝ってきてね！」

　言いながら握ってくれた手。情熱を感じる高い体温。

「良ら菜なの芝居で──三みつ棟むねさんに勝ってきて！」

　──わたしのお芝居。紫苑が見つけてくれた、無色透明な芝居。

　わたしは──周囲の光を取り込んで乱反射する。

　だからわたしには、『世界』が必要だ。

　監督が、原作者が。原画や動画や音響や美術や演出や役者が。

　あらゆるアニメスタッフが創り上げた『世界』が。

　台本のセリフに目を向ける。ほんの短くそれを黙読すると──、




　──周囲に、世界が広がった。




　紫苑と何度も読み合わせ、想像を膨らませた台本。

　一目見るだけで──わたしは、作品世界の全てを頭の中に生み出せる。

　参加スタッフの筆致で描かれ、循環する世界。

　それに……日向ひなた。十七歳、女子高生。特に目立つこともない真面目な女の子。

　自分の顔はあまり好きでないけどスタイルにはちょっと自信があって、特技は最近生まれたばかりの弟を寝かしつけること。

　その思考を、音を、存在そのものをこの身体からだに宿す。

　そして──、




「──へえ、転校生」

「──珍しい時期に引っ越してきたんだ。しかも結構イケメン……」

「──いやいや、別に期待してないから！　ただちょっと、顔は好みかなーって」




　わたしは──静かにお芝居を始めた。

　──今作は、ごく普通の田舎町から話が始まる。

　主人公の通う高校にやってきた、不思議な男子生徒。

　辺りに漂うニスの匂いや、地方都市のどこか懐かしい空気……。




「──わ！　な、何？　なんか、用……？」

「──へ？　夢？　この世界が？」

「──ええ、やば……この人、ちょっとおかしい……」

「──特別って……。わたし、全然普通のＪＫなんだけど……」




　頭の中で──相手役の紫し苑おんが芝居をしている。

　彼女が演じてくれたいくつもの芝居のパターン。優しめのパターン、ちょっと意地悪なパターン、ぶっきらぼうなパターン。

　それに反応して、わたし日向は声を上げる。

　活いき活いきとした会話の空間が、そこに生まれる──。

　──思えば、全ての始まりは彼女だった。

　紫苑がわたしを見つけてくれた。わたしをお芝居の世界に誘ってくれた。

　そんな彼女が──今もわたしのそばにいる。

　──物語が進む。隠された世界の本質が見えてくる。




「──ね、寝かしつける!?　わたしがあなたを!?」

「──そ、それで新しい世界に……」

「──あーもう。わかったよ！　やればいいんでしょ！　変なことしないでよ！」

「──こ、これが……夢の世界……？」




　──彼女の驚きが、わたしの胸を揺らす。

　わたしはそれを受け取ると──芝居の力で乱反射させる。

　──この世界は、誰かが見た『夢』の世界だった。

　夢は無数の入れ子構造で、何千何万、数え切れないほどの夢の世界が存在する──。

　夢の世界を移動できる日向ひなたは、夢中でいくつもの世界を渡り歩く。

　初めて目にした新世界。日向の前に広がる、無数の夢。




「──あはは！　この夢超面白い！　ほら、魔法使えるよ！」

「──えー、そんなこと言ったって！　どうせ夢でしょ!?　好きにさせてよ！」

「──うわこれおいし！　しかも、いくら食べても太らないんだ！」




　日向のセリフに合わせて、わたしの胸も鮮やかに高鳴った。

　自然と声が弾む。気付けば頬ほおが持ち上がっている。

　夢の中で自由に遊び回る楽しさ。ここには物理法則も倫理も存在しない。

　全てが望むまま──わたしの自由だ。自分以外の誰かにだってなれる。

　けれど、少しずつ世界全体に異変が起きる。動揺が、わたし自身の身体からだを浸す。




「──学校も、家も！　みんな壊されてる！　燃えて、崩れて……」

「──夢の主あるじが、悪い夢を……!?」

「──ど、どうすればいいの!?　どうすれば、世界は元に戻るの!?」




　──こんな風に、声を荒げたことなんてなかった。

　強い感情に突き動かされて、叫ぶこともなかった──。

　わたしの人生は透明だった。

　音楽をやっても動画を作っても漫画を描いても、誰からも見向きもされなかった。

　わたしはわたしに、何の色を付けることもできなかった。

　けれど──、




「──わかった。わたしが、なんとかする」

「──夢を渡れるの、わたしだけだもん」

「──わたしが……みんなを助ける！」




　だからこそ──わたしは日向ひなたになれる。

　無色透明だからこそ、純粋な彼女になることができる──。

　今、日向の胸には強い意志が宿っている。

　彼女が初めて抱いた、彼女自身の願い。希望──。

　額が熱を帯びる。身体中から汗が噴き出す。

　彼女の決意は──わたしの決意だ。だから、心に誓う──。




「──わたしが、『最初の夢』を作り直す！」




　そのセリフで──閾いき値ちを超えた。

　もう境目はない。日向がそこにいる。

　はっきりと感じ取れる、触れることさえできる。

　わたしの喉が、何千回、何万回も夢を渡る日向の言葉を紡いでいく──。




「──さあ、起きて！」

「──目を覚まそう！」

「──起きる時くッ……起きる時間だよ！」




　セリフを噛かんだ。少し前から言い直す。

　けれど、今はそんなことどうでもいい。日向ひなたは声を震わせ叫び続けている。

　だから感じ取れ。全てを読み解け。わたしの喉こそが──彼女を歌え。




「──大丈夫、怖くなんてない！」

「──本当の世界で、本当のわたしであなたに会いたいから！」

「──何万回世界を渡ったって構わない！　それがわたしの願いだから！」




　ＳＦの夢を、アニメチックな夢を、不条理な夢を、とんでもなく卑ひ猥わいな夢を。

　日向は繰り返し繰り返し渡っていく。




「──どれだけ遠くても、どれだけ苦しくても！」

「──どれだけ失っても、どれだけ傷ついても！」

「──そこに、あなたがいるなら！」




　そして、その果てで、




「──次の世界が、現実なんだ。夢じゃない、本当の……」

「──うん、大丈夫。覚悟はできてる」

「──そのために、生まれてきたんだと思うんだ」




　日向が──『夢の主あるじ』の手を取る。




「──さあ、目を覚まそう！」




　──胸に満ちるものがある。

　背筋から指先まで、しびれのようなものが走る。

　世界の全てが消し飛んで──白くハレーションを起こした。




「──ああ、ここが現実……」

「──懐かしいね。放課後で、いつものバス停で……」




　気付けば──日向ひなたは『彼』と、ベンチに腰掛けバスを待っている。

　どこか愛いとおしい田舎の光景。沈みかけた夕日が、辺りを橙だいだいに滲にじませる。

　疲れ果てた彼は、日向の膝をまくらにまどろんでいた。

　指先に伝わる、くせ毛の感触。泣いているように見える、彼の表情。

　日向は、当たり前のように理由を理解する。




「──そうだよね、怖いよね。暗いニュースばっかりで」




　病気や戦争や災害や、誰かの苦しみを自分のことのように感じる恋人。

　彼が、怖い夢を見て泣いている。




「──でも、きっと大丈夫だよ」




　言って、日向はもう一度彼の髪を撫なでる。




「──わたしがいるから。ずっと、そばにいるから」














　そして、彼の耳元で、わたしは囁ささやく。




「──おやすみなさい。良いい夢を」





　余韻を残して──世界が閉じた。

　──目の前に、景色が戻ってくる。

　顔の前にあるマイク。手に持った台本。

　コンパクトなアフレコブースに──防音ガラスの向こうにある、コントロールルーム。

『……ありがとうございます』

　──呆ほうけているように見えた。

　ガラス越しの人々。彼らはどこか、ぼんやりした表情でわたしを見ている。

　そして、珠たまちゃん。

　彼女が──ふいにその手で、顔を拭い出す。

　拳で豪快に目元を擦こする。

　あっという間にメイクが崩れて、顔がぐしゃぐしゃになった。

　……ああ、泣いているんだ、と。

　ボロボロ涙をこぼしているのだと、短く間を空けて気が付いた。

　──わたしのお芝居が終わった。

　自分の全てを──そこにこめることができた。

　後悔や不安は一ミリもなくて、ただ全力で走り切ったあとみたいな、全てが空っぽになった感覚だけがあった。





　　　＊






　続いて始まった、珠ちゃんのオーディション。

　ボロボロのメイクのまま彼女がした演技は──完璧だった。




「──大丈夫、怖くなんてない！」

「──本当の世界で、本当のわたしであなたに会いたいから！」

「──何万回世界を渡ったって構わない！　それがわたしの願いだから！」




　顕微鏡で眺めたような、つぶさなキャラ理解。

　そしてそれを、形にするだけの芝居の実力。

　そこにいたのは──間違いなく『日向ひなた』だった。

　無数の夢を渡り歩く、ごく普通の女の子──。




「──ああ、ここが現実……」

「──懐かしいね。放課後で、いつものバス停で……」




　誰に言われるまでもなく、わたしは理解した。

　勝ったのは──珠たまちゃんだ。

　わたしも全力を出すことができた。これまでで一番良いい芝居をすることができた。

　ただ……珠ちゃんには届かなかった。

　芝居のことだけ考えてきたから、わたしにはよくわかる。

　周囲の反応にも「これで決まりだ」という気配を感じる。

　彼女のお芝居こそがこの作品に、『日向ひなた』にふさわしい──。




「──おやすみなさい。良い夢を」




　そんなセリフを聞き終えて。

　ブースから出てきた珠ちゃんに、わたしは深く頭を下げた。

「ありがとうございました」

「いえ、どういたしまして」

「……最後に、こんなお芝居を見られて幸せでした」

　ボロボロの顔のまま、珠ちゃんは首をかしげる。

「今まで、お世話になりました」

　それだけ言って──コントロールルームの皆さんに挨拶すると。

　わたしは、斎さい藤とうさんと一緒にスタジオを後にした。





　　　＊






「──半年間、ありがとうございました」

　戻ってきた、プロダクションモモンガの会議室。

　待っていてくれた紫し苑おんと斎藤さんに、わたしはそう言って頭を下げた。

「とても楽しい時間でした。きっと、ずっと忘れないと思います。普通の女子高生に戻って、当たり前の毎日を過ごすようになっても」

「……ん？　ん!?　ちょっと待った！」

　事情が飲み込めない様子で、紫苑は身を乗り出す。

「え、なんでそんな……もうやめるの確定、みたいになってんの!?　オーディション、失敗した!?」

「ううん」

　わたしは彼女に、端的に首を振ってみせる。

「うまくいったよ、今までで一番良いい芝居ができた」

「ええ？　結果だって、まだ出てないよね？　だって、今日の今日で……」

「出てないけど、でもわかる。受かるのは三みつ棟むねさんだよ」

　そう言い切ってから、それでもやっぱり申し訳なくて、

「いっぱい付き合ってくれたのに、ごめんね紫し苑おん」

「いやいや……ちょっと、斎さい藤とうさん！」

　埒らちがあかないと思ったのか、助けを求めるように紫苑は斎藤さんを向く。

「なんか良ら菜なに言ってやってよ！　オーディションも、良い感じだったんでしょ!?　普通に受かる可能性もあるんじゃないの!?」

「……それは」

　と、斎藤さんは苦しげに唇を噛かみ、

「ちょっと、難しいと思う。確かに、山やま田ださんのお芝居は素晴らしかったよ。三棟さんは泣いてたし、わたしもうっかり泣きそうになった。オーディションでそんなことになるのは、初めてだと思う」

「だったら！」

「……それ以上に、三棟さんが仕上げてきてた」

　わたし以上に残念そうな声色で、斎藤さんは言う。

「いや、仕上げてきたというか……多分あれは、山田さんの芝居にも影響を受けたんだと思う。それで、あんなすごいお芝居を……」

　斎藤さんの言う通りだ。

　わたしは──間違いなく全力を出すことができた。

　あれ以上のお芝居はできなかったと思うし、後悔もない。

　そして……珠たまちゃんは、それを超えてきた。

　才能や経験や努力で、わたしのお芝居をねじ伏せた。ただ、それだけのことだ。

「で、でもですね！」

　そこで──斎藤さんは声を上げる。

「わたしが半年前に課題としたのは……『いける』と思えるかどうかです！　わたしは、その……入れ替わりには、反対の立場ですが……」

　と、彼女は言いにくそうに口ごもりながらも、

「山田さんなら……紫苑と入れ替われると、思いました。いや、そうじゃないな。その……」

「役者として、ってことじゃない？」

　紫苑が、斎藤さんに助け船を出す。

「役者として、良菜に才能を感じる。もっと一緒に仕事をしたいと、思ってるんじゃないの？」

「それが、正確かも。だから！」

　斎さい藤とうさんは、そう言ってこちらに身を乗り出すと、

「もう少し、考えてみてはもらえませんか……」

　──そう言ってもらえるのは、光栄なことだった。

　たった半年で、役者としてのわたしをそこまで評価してくれた。

　それも、香か家げ佐さ紫し苑おんのマネージャーをする、斎藤さんが、だ。

　そのことはうれしく思う。素直に誇れると思う。

　けれど──、

「でも……やっぱりわたし、身を引くべきです」

　──わたしの考えは、変わらない。

「思いっきりわがままを言って、やりたいことをやらせてもらった。みんなに迷惑をかけて、リスクまで負わせた。なのに負けたんです。これまで通りってわけには、いきません」

「……良ら菜な」

　唇を噛かみ、紫苑はわたしを見ている。

「ごめんね。これまでありがとう」

　そんな彼女の手を取り、わたしは言った。

「おかげで、わたし無色透明でもいいんだって思えた。今までは、自分のことをあんまり好きになれなかったけど……ちょっとだけ、認めることができたよ」

「お芝居は、どうするの？」

　泣きそうな顔で、紫苑は尋ねる。

「良菜、お芝居好きになったんでしょ？　それも、やめちゃうの……？」

「一旦、落ち着いて考えてみようと思ってる。今回のことがゼロに戻って、その上でわたしがどう感じるか、かな。それによっては、またどこかで会えるかもしれないね」

　そして──わたしは彼女たちの前に立つ。

　深く頭を下げて、気持ちを伝える。

「本当に──ありがとうございました！」

　こうして──わたしはただの、地味な女子高生に戻った。

　人気声優、香家佐紫苑と入れ替わる毎日は、終わりを告げたのでした──。




「今日までのこと……わたし、絶対忘れません！」














　──正直、なんてことのない動画だった。

　人気だというＹｏｕＴｕｂｅｒが作った短い歌。

　それを今、友達と歌ってＳＮＳにアップロードするのが流は行やっていて。クラスでもハイカースト気味の男女が「一緒にこれをやろう！」とわたしに持ちかけてきたのだった。

「──『技術室ちゃんとやってみた！』って感じでさあ！」

　いつぞやの派手系四人組。

　パーマ男子がこっちに身を乗り出して、うれしそうに言う。

「山やま田ださん、ネットでちょっとした人気者だし！　またやったら、バズると思うんだよね！」

「えー」

　そう返しながら、わたしは思わず笑ってしまう。

「前回はあんなに反省してたのに。懲りずにまた動画撮るの？」

「いやいや、ここまで山田さんが愛されると思ってなくて」

「今の感じだったら、百万再生狙えるでしょ！　やっちゃおうよ！」

　──紫し苑おんとの入れ替わりが終わって。養成所にも受講休止の連絡を入れて数週間。

　戻ってきた当たり前の毎日を、わたしは穏やかに楽しんでいた。

　友達と過ごす地味な日常。

　オーディションやアフレコに追われることもない日々。

　退屈ではあるけどときどきこんなイベントもあって、案外悪くないと思う。

「良いい感じになったらＹｏｕＴｕｂｅにも進出してさ！」

　パーマ男子が、夢見るような表情で続ける。

「それで、五人で有名になって超金稼ぐの！　最高じゃね!?」

「そうなったら超モテるでしょ！　有名人とかと知り合いになれるかも！」

「いやいや、やらないよ。恥ずかしいもん」

　もう一度笑い出しながら、わたしは鞄かばんを手に席を立つ。

「じゃあ、わたし勉強あるし帰るね。誘うなら、他の人にしてください」

「えー、そっかー……」

「気が変わったら、いつでも声かけて！」

「わかったわかった」

　言いながら、けれど悪くない気分で。

　わたしは彼らにひらひら手を振って、教室を出たのでした。





　　　＊






「ふう……」

　その日の帰り道。学校を出てすぐの交差点で。

　赤信号に足を止め、わたしはぼんやり空を見上げる。

「大学、どこを目指そうかなあ……」

　季節は秋。

　そろそろわたしたち高校三年生は、受験勉強シーズンの本番を迎えつつある。

　わたしも日々の勉強や志望校探しは進めていたし、ちょっとずつ将来のビジョンも見えつつある。

　我ながら、わたしらしい毎日だなと思う。

　地味だけど、しっかりと人生を前進させる日々。

　これがわたしの生活だなあ、と思うし、居心地の良さも感じている。

　ただ、

「んん……」

　このところ……なんだかちょっと、変な感覚も覚えているのだった。

　手の先、足の先がそわそわするというか。

　唇がむずむずして、妙に落ち着かないというか……。

　まあ……ほんの少し前まで、わたしは『声優業』の前線で戦っていたわけで。

　誇張じゃなくこの国のトップと、一人のキャラを奪い合ったりしていたわけで……。

　そのときの感覚みたいなものが、今も残っているんだと思う。

　そんなことを考えながら、交差点で角を曲がる。

　交通量の多い大通りから、人気の少ない路地に入る。

　いつも通りのわたしの地元。都心から少し離れた商店街。

　子供の頃から、わたしはこの通りを十八年も眺めてきた。

　小さな中華料理屋も、優しいおばあちゃんがやっている花屋も、怖いおじさんがやっているクリーニング屋も顔なじみだ。

　だから──、

「……ん？」

　異物があると──すぐに気が付く。

　──ホワイトパールのワンボックスカー。

　見覚えのある、乗った覚えもある大きな車。

　立ち止まるわたしの前で、その扉が開く。

　一人の女の子が──極彩色の彼女が、笑顔で降りてくる。

「──やっほー、良ら菜な」

　香か家げ佐さ紫し苑おん。わたしをお芝居の世界に誘った人気声優。

「久しぶりだね。一ヶ月……経たたないくらい？」

「……うん、それくらいかな」

　相変わらず歌うようなその口調に、わたしはおずおずとうなずいた。

「あははー、なんか変な感じするね。一時期は毎日ずっと一緒にいたし。こんなに離れるのは、出会ってから初めてじゃない？」

「確かにそうかも」

　もう一度、彼女にうなずいてから、

「……どうしたの？」

　わたしは、小さく緊張しながら尋ねる。

「何かあったの？」

　──予感を覚えていた。

　もう一度、紫し苑おんが目の前に現れて。

　いつかのように、帰り道でわたしに呼びかけているこの光景。

　何かが、今わたしたちに──、

「──受かったよ」

　そんなことを考えるわたしに──紫苑はどこか、誇らしげに言う。

「『おやすみユニバース』の『日向ひなた』役。良ら菜なが受かったよ」

「え……？」

　──一瞬、理解できない。

　わたしが最後に受けたオーディション。三みつ棟むねさんと戦った、あの日のお芝居……。

　完膚なきまでにあの人に敗北して、納得の上でわたしは声優をやめたのに。

　あの日、自分の限界をはっきり目の当たりにしたはずなのに、

「受かった……？」

「うん」

　あっさりとうなずく紫苑。

　それでも……やっぱり理解できない。

　わたしが、受かった？　なんで？　どうして？

「とりあえず、乗って」

　紫苑は、そう言ってドアを指差す。

「話はこの中でしよう」

「……わかった」

　うなずくと、わたしは紫苑に続いてその車に乗り込んだのだった──。





　　　＊






　車窓を東とう京きようの景色が流れていく。

　久しぶりに見る、滑らかな四角形に切り取られたガラス越しの景色。

「良ら菜な、セリフ噛かんだでしょう？」

　そんな風景を眺めるわたしに、紫し苑おんは言う。

「オーディション中、セリフ噛んだよね？」

「う、うん……」

「それを、原作者の先生が気に入ったんだって」

「……どういうこと？」

「もともと、原作でもそのセリフは『日向ひなた』が噛む予定だったらしいんです」

　運転席の斎さい藤とうさんが、わたしに説明してくれる。

「というか、全体的にちょっと口元が覚おぼ束つかないキャラとして、原作者は『日向』を書いたらしいんです。ただ、編集者との相談の上で、読みやすさを重視して普通の口調の女の子にしたんですね」

「それで」

　と、紫苑が話を引き継ぐ。

「良菜の芝居を聞いて──これが『日向』です。この子が『日向』ですって、太鼓判を押したんだってさ」

「そう、なんだ……」

　原作者が、太鼓判を押してくれた。

　わたしのお芝居を、『日向』の生みの親が欲してくれた。

「だから──あのオーディション」

　言うと、紫苑は獰どう猛もうな笑みを浮かべ、

「良菜の勝ちだよ」

　わたしにそう言う。

「良菜が、三みつ棟むねさんに勝ったんだよ」

　──勝ち。勝った。

　わたしが──『日向』役を手に入れた。

　身体からだのどこかで、エンジンが再起動する感覚がある。

　心臓が激しく動いて、熱い血液が全身を駆け巡る。

「……面白いでしょ？」

　言って──紫苑はわたしの顔を覗のぞき込こんだ。

「お芝居って、面白いでしょ？」

　その言葉に──わたしは思わず笑ってしまいながら。

　身体からだの回路がうなりを上げるのを感じながら、

「うん……！」

　わたしははっきりとうなずいた。

「目眩めまいがするほど面白い……」

　眠っていた何かが、今はっきりと胸の中で目を覚ます。

　強い欲求が、強制的に頭を支配する。

　わたしを強く駆動する、したたかな無限のエネルギー。

　そんな話をする間にも、車はどこかの駐車場に停とまる。

　見れば──スタジオだった。先日、『おやすみユニバース』のオーディションで訪れたスタジオ前に、わたしたちはいる。

「監督が、これからすぐにでもスタジオで打ち合わせしたいって」

　言うと、紫し苑おんは窓の外の建物を指差し、

「実は、事情も全部話したの。あの子はわたしじゃないって。それでも、あの子に役を任せたいかって。監督……もちろん、だってさ。だから」

　そして、紫苑はわたしをじっと見て、

「良ら菜な、行くよね？」

「……うん」

　うなずきあって、三人で車を降りた。

　迷いは全くなかった。今──わたしは生きている。

　こうするために、わたしは生まれてきたのだと思う。

　だとしたら、この道をまっすぐ歩いていこう。その先に、何が待っているとしても。

「これでもう、お芝居の魔力からは逃げられないよ？」

　そんなわたしに──意地悪な顔で紫苑が言う。

「こんなところまで首を突っ込んだら、それはもう解けない魔法みたいなもんだよ」

「それでいいよ」

　うなずくと、スタジオの玄関前。わたしは胸を張り紫苑に言う。

「それがわたしの──運命だったと思うから」

　満足そうにうなずく紫苑。

「そっか。じゃあ、改めて良菜に言うよ」

　そして──彼女はスタジオのドアを開けながら。

　その前に立つわたしに、うれしそうにこう言った──。














「──声優の世界へようこそ！」
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あとがき




　小説こそが、最高の物語媒体だと信じていました。

　豊かな表現、読者と作品だけの世界、広大な想像の余地。

　小学校低学年の頃から僕はそれに夢中で、むさぼるように小説を読んできました。

　もちろん、漫画も映画もアニメも素晴らしい。

　何度それら作品に感動させられたかわかりません。というか、僕がいつも「一番好きな物語」を聞かれるときに答えるのは漫画作品だし。

　それでも、小説はやっぱり特別だった。僕が作りたい物語は、小説っていう形でこそ完璧に描けるのだと根拠なく確信していました。だから小説家にもなりました。

　けれどその考えは、デビュー以降揺らぎまくった。

　例えば、自作にいただいたイラストを見る度。コミカライズを拝見する度。

「すげえ……こんなん小説で表現できないじゃん」

　と繰り返し動揺してきました。同じ土俵に立って、初めてそのすごさを体感したのです。




　そして少し前。お芝居、というものに初めて本格的に出会いました。

　それまでも、作品ＰＶに声優さんに参加いただいてたりはしたんですけどね。

　あるお芝居に強い衝撃を受けたんです。端的に「負けた」と思った。

　自分が小説でのみ表現可能だと思っていた「キャラの人間性」「面倒な自意識」「彼らの生み出す場の空気感」を、役者さんたちがとてつもない技量で表現していることに気が付いてしまった。

　以来、お芝居というものに夢中になりました。

　どうやってそんな表現をしているのか知りたくて、アニメを見まくり舞台もチェック。役者さんのインタビューを読み込みまくった。けれどその世界はあまりに奥深くて、掘り下げても掘り下げても果てが見えない。どうやっても追いつけない領域がある。

　そしてそんなある日、思ったのです。

　声優さんを、お芝居を題材とした作品を書きたいと。

　そのお仕事に覚えた感動と、役者さんたちへのリスペクトを小説の形にしたいと。

　それが本作『午後４時。透明、ときどき声優』が生まれたきっかけでした。




　執筆には、沢山の方にお力添えいただきました。

　グロービジョン株式会社様。アフレコを見学させてくださった作品に関わる皆様。株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡアニメ事業局のお二人。株式会社ビットグルーヴプロモーション様、アプトプロ付属養成所の皆様……。

　本当にありがとうございました。

　いただいたご協力のおかげで、声優さんのお仕事について様々知ることができました。そこで得た情報がなければ、本作は全くの駄作になっていたでしょう。少なくとも、現実から乖かい離りした夢物語になっていたと思う。感謝してもしきれません。

　現場の皆さんや業界の温かさを知ることができたのも、とてもうれしい収穫でした。




　それから、作中のキャラのこと。

　本作は、山やま田だ良ら菜なと香か家げ佐さ紫し苑おんという、二人の若い声優が主人公です。

　題材はお芝居の世界ですし、彼女たちは役者として表現に挑みます。そこはできるだけ、リアルな描写をできるよう心がけました。

　ただ……実は描かれているのは、僕自身の創作に対する思いなのかもな、と思います。

　彼女たちのこだわりや願い。執着や苦しみ。

　葛藤や努力や失望や、それでも捨てきれないもの。

　僕の頭の中で生まれた二人の感情は、僕自身の気持ちに強く通じるものでした。

　もしかしたら、彼女たちは「声優になった世界線の岬みさき」なのかもしれませんね。

　だから二人の切実さが、読んでくださった皆さんに少しでも届けば、これ以上うれしいことはありません。




　ということで、『午後４時。透明、ときどき声優１』でした。

　そう言えばすごい今更だけど、ＭＦ文庫Ｊで書かせていただくのは初めてでしたね。

　申し遅れまくりましたが、岬鷺さぎ宮のみやと言います。電撃文庫で『三角の距離は限りないゼロ』や『あした、裸足はだしでこい。』などを書いています。これからはこちらでも執筆させてもらえればいいなーと思っているので、どうぞよろしく。

　謝辞。

　イラストを担当してくださったいちかわはるさん、本当にありがとうございました！

　イラストをいただく度、「やっぱりいちかわさんにお願いして正解だった」と何度も実感しました。今後ともよろしくお願いします……！

　担当Ｉ氏。行きたい店がいくつかあるので、今度また飲みましょう（ありがとう）。

　担当Ｋ氏。ふらふらしがちな僕らを支えてくださりありがとうございました。安定感にすごく助けられました……。

　では、また２巻でお会いしましょう。

　全ての役者さんに憧れと尊敬と、表現者としての嫉妬心を込めて。





岬鷺宮
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『声優と電子化』





「──そう言えば、良菜さー」

　紫苑がそんな声を上げたのは、事務所の会議室。

　スケジュールに関する打ち合わせが終わったタイミングでのことでした。

「タブレットＰＣ買わないの？　台本ＰＤＦとかで見れて、便利だよー？」

「あー、タブレットね……」

　ノートに書き込んだメモを見返していたわたしは、顔を上げる。

「紫苑、最近よく使ってるよね。現場でも結構見かけるし」

　お仕事で参加したオーディションやアフレコ。

　その現場でも、他の声優さんがタブレットを使う場面は多かった。

　だから確かに、その使い勝手は気になっていて、

「わたしもやっぱり、移行した方が良いのかなあ……」

「実際、メリットは色々あるねー」

　紫苑は鞄からタブレットを取り出し、実演して見せてくれる。

「まず、アフレコ中、ページめくりの音を気にしなくていい。ほら、こんな感じで完全に無音なの。ペーパーノイズにさよならできます！」

「ふむふむ……」

　紫苑が画面に指を走らせると、すっすと小気味よくページが流れていく。

　アフレコの現場で、ページをめくるときに出るノイズはなかなかにやっかいだ。

　声に被っちゃえば録り直しになるし、わたしみたいに経験が浅いとそれを気にするだけで結構なストレスになっちゃう。

　そこから解放されるのは、確かに魅力的だなあ……。

「それから、紙の管理をしなくていいのもうれしい。台本とかキャラ設定とか機密事項だから、大切に取り扱わなきゃいけないでしょ？　使い終わったら事務所に返したり、溶解処理してもらったり色々。でもタブレットなら、ファイルを消すだけです！」

「あー、それも助かるかも」

　実際わたしも、入れ替わりを始めてから部屋にある紙がすごく増えてしまった。

　機密の資料はもちろんちゃんと破棄しているけど、それ以外の色んなものが細々……。

　そういうのをデジタル管理で減らせるなら便利かも。

「あとまあ、出演作でもそうじゃないのでも、小説とか漫画は、電子で読みやすくなるかもねー。全部紙でそろえると、それこそ本棚パンクしちゃうし。出先とかでも見やすいから、今はもうわたしはほとんど電子書籍だね！」

「なるほど、それも確かにいいね。……そう言えばさ」

　と、そこでわたしはふと気になり、

「原作者の先生って、電子で買うより紙の方がうれしいのかな？　なんか、そういう声も聞いたことがあるから、今はできるだけ紙で買ってるんだけど……」

「あーそれね！　わたしも気になってさ、前にアフレコに来てくれた先生に聞いたことがあるんだけど」

　紫苑は人差し指をピンと立て、

「その人は、紙でも電子でもうれしいってさ。読者が自分にあった買い方をしてくれれば、それで十分。それ以外のことは、むしろ気にしないでほしいかもって言ってた。あくまで、その先生の個人の意見だろうし、そうじゃない人もたくさんいるだろうけどねー」

「そっかそっかー……」

　となると、うん。メリットはたくさん。特に大きなデメリットはない、って感じかな。

　そうなると、ありかも。タブレット、導入してみてもいいのかも。

　けれど……わたしは少し考えてから、

「……でもやっぱり、わたしはしばらく紙でいいかなあ」

「へえ、なんかこだわりがあるの？」

「こだわりっていうか、個人的な好みなんだけど……」

　言うと、わたしは手元にあったノート。

　さっきまでの会議の内容をメモっていたページを紫苑に向け、

「わたし──こうやって紙が真っ黒に見えるくらい、書き込みまくるのが大好きなの」

「……黒っ！！！」

　──叫んだ。

　紫苑が目を見開き、大声で叫んだ。

　それもそのはず……白かったはずのページにはびっしりと文字が書き込まれ、遠目にはほとんど黒にしか見えないほどの大混雑状態になっている。

「これが好きなんだよねえ……」

　うっとりしながら、わたしはそのページを眺める。

「紙にゴリゴリ書き込むのが好きなの。だから台本にも、色々書き込みたくなっちゃって……」

「え、怖……なんかそれ、若干闇感じるんだけど……」

「闇じゃないよお。アナログ愛だよ……」

「……まあ、それならいいんだけどさ」

　言うと、紫苑はふっと笑い、

「デジタルもアナログも、良い感じに使い分けていきたいですなあ～」

　気楽な顔で、わたしにそう言ったのでした。
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